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『
太
上
洞
玄
靈
寳
眞
一
勸
誡
法
輪
妙
經
』
訳
注
ノ
ー
ト

『
法
輪
妙
経
』
読
書
会
（
林
佳
恵
・
浅
野
愛
）

一

は
じ
め
に

本
稿
は
、
二
〇
二
一
年
か
ら
二
〇
二
二
年
に
か
け
て
、
林
佳
恵
・
浅
野
愛
両
名
で
行
っ
た
『
太
上
洞
玄
靈
寳
眞
一
勸
誡
法
輪
妙

經
』（
Ｈ
Ｙ
三
四
六
、
以
下
、『
法
輪
妙
経
』
Ａ
と
略
す
）
の
読
書
会
で
作
成
し
た
訳
注
ノ
ー
ト
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。（
読
書
会

は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
流
行
の
為
、
メ
ー
ル
等
を
介
し
た
、
一
種
の
紙
上
読
書
会
の
形
式
で
行
っ
た
。）
本
稿
の
作
成
は
、

主
と
し
て
林
が
学
位
請
求
論
文
執
筆
中
に
作
成
し
た
経
典
研
究
ノ
ー
ト
を
基
に
、
経
典
の
訓
読
・
現
代
語
訳
の
草
稿
を
作
成
し
、
注

釈
に
つ
い
て
は
、
主
に
道
教
の
用
語
や
事
柄
に
つ
い
て
は
林
が
、
仏
教
か
ら
の
借
用
で
あ
る
用
語
に
つ
い
て
は
浅
野
が
担
当
し
、
こ

れ
ら
の
訓
読
・
訳
・
注
釈
を
両
名
で
検
討
し
、
修
正
・
補
足
し
た
後
、
林
が
本
稿
を
作
成
し
た
。（
最
終
的
に
、
こ
の
訳
注
ノ
ー
ト
の

文
責
は
林
に
あ
る
。）

文
献
の
訳
注
を
敢
え
て
訳
注
ノ
ー
ト
と
し
た
の
は
、
今
回
行
っ
た
注
釈
の
中
に
は
、
今
後
、
更
に
霊
宝
経
研
究
が
進
む
と
、
修

正
・
補
足
を
要
す
る
部
分
が
出
て
く
る
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
こ
と
、
ま
た
、
幾
つ
か
の
注
釈
は
問
題
提
起
的
内
容
と
な
り
、
現
時
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『
太
上
洞
玄
靈
寳
眞
一
勸
誡
法
輪
妙
經
』
訳
注
ノ
ー
ト

（
林
・
浅
野

）

点
で
は
今
後
の
研
究
成
果
を
待
つ
も
の
で
あ
る
こ
と
が
、
そ
の
理
由
で
あ
る
。
こ
れ
は
、（
管
見
の
限
り
）
現
時
点
で
の
霊
宝
経
研
究

が
、
個
々
の
経
典
に
つ
い
て
、
そ
の
内
容
の
詳
細
な
部
分
に
ま
で
立
ち
入
る
研
究
が
十
分
に
尽
く
さ
れ
て
い
る
、
と
は
ま
だ
言
え
な

い
状
況
に
あ
る
為
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
状
況
に
鑑
み
て
、
微
力
な
が
ら
、
今
後
の
個
々
の
霊
宝
経
典
研
究
の
足
掛
か
り
と
な
る
よ

う
な
基
礎
的
作
業
と
し
て
、
ま
た
、
諸
先
生
方
の
ご
教
示
を
仰
ぐ
べ
く
、
今
回
、
読
書
会
の
成
果
を
ま
と
め
た
も
の
を
公
開
す
る
こ

と
と
し
た
。

（
凡
例
）

一
、
底
本
は
、
文
物
出
版
社
・
上
海
書
店
・
天
津
古
籍
出
版
社
聯
合
印
影
『
正
統
道
蔵
』（
中
国
、
一
九
八
七
年
）
及
び
新
文
豐
出
版

公
司
編
輯
『
正
統
道
蔵
』（
台
湾
、
一
九
七
七
年
）
所
収
の
『
太
上
洞
玄
靈
寳
眞
一
勧
誡
法
輪
妙
經
』
を
用
い
る
。

一
、
敦
煌
文
書
ペ
リ
オ
二
八
六
一
の
二
・
ペ
リ
オ
二
二
五
六
中
に
保
存
さ
れ
て
い
る
霊
宝
経
の
目
録
（
以
下
、
敦
煌
本
「
霊
宝
経
目

録
」
と
呼
ぶ
）
著
録
の
「
舊
目
」
名
『
法
輪
罪
福
』、「
巻
目
」
名
『
太
上
洞
玄
靈
寳
眞
一
勸
誡
法
輪
妙
經
』
の
現
行
テ
キ
ス
ト
は
、

『
正
統
道
蔵
』
中
、『
太
上
洞
玄
靈
寳
眞
一
勸
誡
法
輪
妙
經
』(

Ｈ
Ｙ
三
四
六)

、『
太
上
玄
一
眞
人
説
勸
誡
法
輪
妙
經
』（
Ｈ
Ｙ
三
四

八
）、『
太
上
玄
一
眞
人
説
三
途
五
苦
勸
戒
經
』（
Ｈ
Ｙ
四
五
五
）、『
太
上
玄
一
眞
人
説
妙
通
轉
神
入
定
經
』（
Ｈ
Ｙ
三
四
七
）
の
四
篇

に
分
収
さ
れ
て
い
る
（
小
林
正
美
『
六
朝
道
教
史
研
究
』（
創
文
社
、
一
九
九
〇
年
）
第
一
篇
第
三
章
四
を
参
照
。）
。
本
稿
で
は
、
こ
の
四
篇

を
道
蔵
本
『
法
輪
妙
経
』
と
総
称
す
る
。
ま
た
、
現
行
本
に
限
ら
ず
、
こ
の
経
典
に
つ
い
て
述
べ
る
場
合
は
、『
法
輪
妙
経
』
と
呼
ぶ
。

一
、
四
篇
の
道
蔵
本
『
法
輪
妙
経
』
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
以
下
の
略
称
を
用
い
る
。



- 3 -

論
叢
ア
ジ
ア
の
文
化
と
思
想

第

号
31

太
上
洞
玄
靈
寳
眞
一
勸
誡
法
輪
妙
經(

Ｈ
Ｙ
三
四
六)

：『
法
輪
妙
経
』
Ａ

太
上
玄
一
眞
人
説
勸
誡
法
輪
妙
經(

Ｈ
Ｙ
三
四
八)

：『
法
輪
妙
経
』
Ｂ

太
上
玄
一
眞
人
説
三
途
五
苦
勸
戒
經(

Ｈ
Ｙ
四
五
五)

：『
法
輪
妙
経
』
Ｃ

太
上
玄
一
眞
人
説
妙
通
轉
神
入
定
經(

Ｈ
Ｙ
三
四
七)

：『
法
輪
妙
経
』
Ｄ

一
、『
法
輪
妙
経
』
は
、『
無
上
秘
要
』（
Ｈ
Ｙ
一
一
三
〇
）、『
道
典
論
』（
Ｈ
Ｙ
一
一
二
二
）、『
上
清
同
類
事
相
』（
Ｈ
Ｙ
一
一
二
四
）、

『
三
洞
珠
嚢
』（
Ｈ
Ｙ
一
一
三
一
）、『
要
修
科
儀
戒
律
鈔
』（
Ｈ
Ｙ
四
六
三
）
等
に
引
文
が
見
え
る
。
但
し
、『
無
上
秘
要
』
以
外
は
、

短
い
引
用
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。
訳
注
作
業
で
は
、『
正
統
道
蔵
』
所
収
の
道
蔵
本
『
法
輪
妙
経
』
の
テ
キ
ス
ト
四
篇
を
基
と
し
て
、

北
周
当
時
に
行
わ
れ
て
い
た
『
法
輪
妙
経
』
の
テ
キ
ス
ト
の
一
部
を
保
存
す
る
『
無
上
秘
要
』
の
引
文
を
参
照
す
る
が
、
基
本
的
に

校
訂
は
行
わ
ず
、
特
に
底
本
の
テ
キ
ス
ト
と
著
し
い
相
異
が
認
め
ら
れ
る
場
合
は
、
そ
の
箇
所
を
示
す
に
留
め
る
。
語
釈
、
注
釈
に

当
た
っ
て
は
、
先
ず
道
蔵
本
『
法
輪
妙
経
』
四
篇
中
の
用
例
等
を
分
析
し
、
更
に
必
要
に
応
じ
て
、
主
と
し
て
魏
晋
南
北
期
の
他
の

道
教
経
典
の
用
例
等
も
参
照
す
る
。

※
注
釈
作
成
に
当
た
り
、
参
照
し
た
主
要
な
参
考
図
書
：『
道
教
大
辞
典
』（
李
叔
還
編
纂
、
台
湾
、
巨
流
図
書
公
司
、
一
九
七
九

年
）、『
道
教
事
典
』（
野
口
鐡
郎
・
坂
出
祥
伸
・
福
井
文
雅
・
山
田
利
明
編
、
平
河
出
版
社
、
一
九
九
四
年
）、『
中
華
道
教
大
辞
典
』

（
胡
孚
琛
主
編
、
中
国
、
中
国
社
会
科
学
出
版
社
、
一
九
九
五
年
）

一
、
敦
煌
文
書
中
に
、『
太
上
洞
玄
靈
寳
眞
一
勸
誡
法
輪
妙
經
』
の
残
簡
（
ス
タ
イ
ン
一
六
〇
五
）
が
現
存
す
る
。
こ
れ
は
、『
法

輪
妙
経
』
Ｂ
の
巻
末
部
分
か
ら
『
法
輪
妙
経
』
Ｃ
（
敦
煌
本
で
は
『
太
上
玄
一
第
二
眞
人
光
妙
音
説
三
途
五
苦
生
死
命
根
勸
戒
上
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『
太
上
洞
玄
靈
寳
眞
一
勸
誡
法
輪
妙
經
』
訳
注
ノ
ー
ト

（
林
・
浅
野

）

經
』
と
な
っ
て
い
る
）
に
当
た
る
部
分
を
保
存
す
る
。
本
稿
は
、『
法
輪
妙
経
』
Ａ
の
訳
注
ノ
ー
ト
で
あ
る
の
で
、
今
回
、
こ
の
敦
煌

本
は
用
い
な
い
が
、
今
後
、『
法
輪
妙
経
』
Ｂ
及
び
『
法
輪
妙
経
』
Ｃ
の
訳
注
作
業
に
当
た
っ
て
は
、
こ
の
敦
煌
本
も
参
照
す
る
予
定

で
あ
る
。
但
し
、『
法
輪
妙
経
』
Ａ
と
同
じ
く
、
基
本
的
に
校
異
、
校
訂
は
行
わ
な
い
。

一
、
本
稿
で
は
、
読
書
会
進
行
の
便
宜
上
、
全
六
丁
か
ら
成
る
『
法
輪
妙
経
』
Ａ
を
、
十
区
分
し
、
そ
れ
に
テ
キ
ス
ト
１
か
ら
テ

キ
ス
ト

ま
で
番
号
を
振
り
、
区
分
し
た
部
分
ご
と
に
訓
読
・
訳
注
を
加
え
た
。『
法
輪
妙
経
』
Ａ
は
、
以
下
の
よ
う
に
区
分
し
た
。

１０

テ
キ
ス
ト
１
：
一
丁
表
～
二
丁
表
２

テ
キ
ス
ト
２
：
二
丁
表
２
～
９

テ
キ
ス
ト
３
：
二
丁
表
９
～
三
丁
表
１

テ
キ
ス
ト
４
：
三
丁
表
２
～
９

テ
キ
ス
ト
５
：
三
丁
表

～
三
丁
裏
７

テ
キ
ス
ト
６
：
三
丁
裏
８
～
四
丁
表
９

１０

テ
キ
ス
ト
７
：
四
丁
表
９
～
四
丁
裏

テ
キ
ス
ト
８
：
五
丁
表
～
五
丁
裏
１

１０

テ
キ
ス
ト
９
：
五
丁
裏
２
～
９

テ
キ
ス
ト

：
五
丁
裏

～
六
丁
表

１０

１０

（
※
補
足
）
林
が
二
〇
二
一
年
春
に
目
を
負
傷
し
、
現
時
点
（
二
〇
二
二
年
冬
）
で
も
そ
の
後
遺
症
が
あ
り
、
細
か
い
文
字
の
識
別

な
ど
が
や
や
困
難
な
為
、
原
稿
の
文
字
校
正
作
業
を
三
瓶
は
る
み
氏
（
現
某
出
版
社
編
集
部
勤
務
：
お
茶
の
水
女
子
大
学
大
学
院
博

士
後
期
課
程
単
位
取
得
中
退
）
に
ご
協
力
頂
い
た
。
同
氏
か
ら
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
の
流
行
に
よ
り
、
大
学
図
書
館
の

利
用
が
難
し
か
っ
た
時
期
に
、
訳
注
作
業
に
必
要
な
文
献
資
料
も
幾
つ
か
提
供
し
て
頂
い
た
。
こ
の
場
を
借
り
て
感
謝
の
意
を
表
し
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た
い
。

二
、
太
上
洞
玄
靈
寳
眞
一
勸
誡
法
輪
妙
經

（
法
輪
妙
経
Ａ
、
Ｈ
Ｙ
三
四
六
）
訳
注

［
法
輪
妙
経
Ａ
・
テ
キ
ス
ト
１
の
１
：
一
丁
表
７
～
一
丁
裏
１
］

太
上
髙
玄
太
極
三
宮
法
師
玄
一
眞
人
、
説
太
上
洞
玄
靈
寳
眞
一
勸
誡
法
輪
妙
經
。

（
１
）

（
２
）

舊
文
藏
於
太
上
六
合
玄
臺
。
典
經
皆
龍
華
玉
女
・
金
晨
玉
童
、
散
華
燒
香
、
侍
衛
靈
文
。
依
科
四
萬
劫
一
傳
。
太
上
有
命
、
使
付

（
３
）

（
４
）

（
５
）

太
極
左
仙
公
也
。

（
６
）

［
法
輪
妙
経
Ａ
・
テ
キ
ス
ト
１
の
１
訓
読
］

太
上
髙
玄
太
極
三
宮
法
師
玄
一
眞
人
、
太
上
洞
玄
靈
寳
眞
一
勸
誡
法
輪
妙
經
を
説
く
。

舊
文
は
太
上
六
合
玄
臺
に
藏
す
。
典
經
は
皆
な
龍
華
玉
女
・
金
晨
玉
童
に
し
て
、
散
華
し
燒
香
し
、
靈
文
に
侍
衛
す
。
科
に
依
り

四
萬
劫
に
一
傳
す
。
太
上
命
有
り
、
太
極
左
仙
公
に
付
せ
し
む
る
な
り
。
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『
太
上
洞
玄
靈
寳
眞
一
勸
誡
法
輪
妙
經
』
訳
注
ノ
ー
ト

（
林
・
浅
野

）

[

法
輪
妙
経
Ａ
・
テ
キ
ス
ト
１
の
１
現
代
語
訳]

太
上
髙
玄
太
極
三
宮
法
師
玄
一
眞
人
が
、『
太
上
洞
玄
靈
寳
眞
一
勸
誡
法
輪
妙
經
』
を
解
説
す
る
。

「
舊
文
」
す
な
わ
ち
天
上
界
に
あ
る
『
太
上
洞
玄
靈
寳
眞
一
勸
誡
法
輪
妙
經
』
は
、
天
上
界
の
太
上
六
合
玄
臺
に
収
蔵
さ
れ
て
い

る
。
そ
の
経
典
を
管
理
す
る
者
は
皆
な
龍
華
玉
女
・
金
晨
玉
童
で
あ
り
、
散
華
し
焼
香
し
、
霊
文
（『
太
上
洞
玄
靈
寳
眞
一
勸
誡
法
輪

妙
經
』）
の
側
近
く
控
え
て
護
っ
て
い
る
。
天
上
界
の
決
ま
り
に
依
り(

こ
の
経
典
は)

四
万
劫
に
一
度
伝
授
さ
れ
る
。(

そ
れ
を)

太
上

（
大
道
君
※
）
が
命
じ
て
、
太
極
左
仙
公
に
付
授
さ
せ
た
の
で
あ
る
。

（
※
こ
こ
で
の
「
太
上
」
が
「
太
上
大
道
君
」
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
本
稿
の
注
（
５
）
を
参
照
の
こ
と
。）

［
法
輪
妙
経
Ａ
・
テ
キ
ス
ト
１
の
１
：
語
釈
・
注
釈
］

○
冒
頭
の
テ
キ
ス
ト
１
の
部
分
は
、
内
容
か
ら
三
つ
に
分
け
ら
れ
る
。［
１
の
１
］
の
部
分
で
、
こ
の
経
典
が
葛
玄
（
経
典
中
で
は

「
太
極
左
仙
公
」）
に
伝
授
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
説
明
さ
れ
る
。［
１
の
２
］
の
部
分
で
は
、
葛
玄
の
山
中
で
の
修
行
の
様
子

と
、「
上
聖
」
と
表
現
さ
れ
る
天
真
が
葛
玄
に
降
っ
た
こ
と
を
述
べ
る
。［
１
の
３
］
の
部
分
で
は
、
正
月
の
庚
寅
の
日
の
夜
に
、
天

台
山
で
修
行
を
続
け
る
葛
玄
の
も
と
へ
、
大
勢
の
仙
童
玉
女
を
伴
い
、
天
真
（
三
人
の
太
上
玄
一
眞
人
）
が
降
っ
た
こ
と
を
述
べ
る
。

な
お
葛
玄
に
つ
い
て
は
、
原
則
と
し
て
、
経
文
と
そ
の
訓
読
、
訳
文
で
は
「
仙
公
」、「
太
極
左
仙
公
」
等
、
原
文
の
表
記
を
用
い
る

が
、
注
釈
部
分
で
は
、「
葛
玄
」
に
統
一
し
て
表
記
す
る
。

○
冒
頭
部
分
の
一
丁
裏
２
～
９
ま
で
の
部
分
を
、『
無
上
秘
要
』（
Ｈ
Ｙ
一
一
三
〇
）
巻
四
七
「
齋
戒
品
」
に
、『
洞
玄
眞
一
勸
戒
法
輪
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妙
經
』
と
し
て
引
く
。
但
し
、『
無
上
秘
要
』
で
は
、
一
丁
裏
９
行
目
の
「
天
眞
煒
爍
」
の
四
字
を
欠
く
。

（
１
）
太
上
髙
玄
太
極
三
宮
法
師
玄
一
眞
人
：
こ
の
経
典
中
、
葛
玄
に
『
法
輪
妙
経
』
を
伝
授
す
る
三
師
と
な
る
、
太
上
玄
一
第
一

眞
人
鬱
羅

翹

、
太
上
玄
一
第
二
眞
人
光

妙

音
、
太
上
玄
一
第
三
眞
人
眞

定

光
の
三
真
人
を
指
す
。
神
塚
淑
子
氏
は
、
こ
の

う
つ

ら

ぎ
ょ
う

こ
う
み
ょ
う
い
ん

し
ん
じ
ょ
う
こ
う

三
人
の
真
人
は
そ
の
呼
称
か
ら
、
太
極
宮
の
真
人
で
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
お
り
、
太
上
玄
一
三
眞
人
も
ま
た
「
太
極
眞
人
」

と
し
て
考
え
ら
れ
て
い
た
、
と
指
摘
す
る
。（
同
氏
『
道
教
経
典
の
形
成
と
仏
教
』（
二
〇
一
七
年
、
名
古
屋
大
学
出
版
会
）、

第
一
篇
第
三
章
「
霊
宝
経
に
見
え
る
葛
仙
公
」
の
一
、
二
、
三
参
照
。）
他
に
、
こ
の
三
人
の
眞
人
に
言
及
す
る
比
較
的
最
近

の
先
行
研
究
と
し
て
は
、
謝
世
維
氏
の
『
天
空
之
文
―
魏
晋
南
北
朝
靈
寶
經
典
研
究
』（
二
〇
一
〇
年
、
台
湾
商
務
印
書
館
）、

第
四
章
の
五
「
太
上
玄
一
三
眞
人
」
が
あ
る
。

（
２
）
法
輪
妙
經
：『
法
輪
妙
経
』
は
、
敦
煌
本
「
霊
宝
経
目
録
」（
ペ
リ
オ
二
八
六
一
の
二
＋
ペ
リ
オ
二
二
五
六
）
に
著
録
さ
れ
て

お
り
、
篇
目
名
は
『
法
輪
罪
福
』
と
な
っ
て
い
る
。（
※
こ
の
目
録
に
著
録
さ
れ
て
い
る
霊
宝
経
を
、
そ
れ
以
外
の
霊
宝
経
と

区
別
し
て
、「
古
霊
宝
経
」
と
呼
ぶ
こ
と
が
多
い
。
本
稿
で
も
そ
れ
に
倣
う
。）
こ
の
経
題
中
の
「
法
輪
」
は
、
仏
教
で
は
「
仏

の
教
え
」
の
こ
と
で
あ
り
、
仏
の
教
え
が
衆
生
の
煩
悩
を
打
ち
砕
き
、
ま
た
次
々
と
人
々
に
伝
わ
る
こ
と
を
、「
輪
（
チ
ャ
ク

ラ
）
」
と
い
う
古
代
イ
ン
ド
の
戦
車
の
車
輪
、
或
は
古
代
イ
ン
ド
の
円
盤
状
の
武
器
に
喩
え
た
も
の
で
あ
り
、
初
期
の
仏
教
美
術

で
は
、
浮
彫
な
ど
に
仏
陀
が
車
輪
の
形
で
表
現
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
仏
及
び
仏
教
の
象
徴
で
あ
る
。
道
教
で
は
、
こ
の
「
法
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）

輪
」
を
「
道
の
教
え
」
の
意
味
で
借
用
し
て
い
る
。
道
教
文
献
中
の
「
法
輪
」
に
つ
い
て
の
言
及
と
し
て
、『
法
輪
妙
経
』
Ｃ

に
「
吾
故
於
虛
無
、
無
形
之
中
、
爲
諸
來
生
、
上
開
八
門
、
以
爲
法
輪
、
敎
化
愚
蒙
（
吾
故
に
虛
無
に
於
い
て
、
無
形
の
中
、

諸
ゝ
の
來
生
が
爲
に
、
上
八
門
を
開
き
、
以
て
法
輪
と
爲
し
、
愚
蒙
を
敎
化
す
）」
云
々
（
一
丁
表
）
と
あ
る
。
ま
た
、
古
霊

か
み

宝
経
の
ひ
と
つ
、『
元
始
無
量
度
人
上
品
妙
經
四
註
』（
Ｈ
Ｙ
八
七
）
巻
三
、
二
二
丁
裏
の
厳
東
注
に
、「
東
曰
、
八
門
者
、
天

開
八
方
法
輪
之
門
也
。
中
有
罪
福
之
場
也
。
太
上
道
君
、
開
於
八
門
、
以
度
學
者
生
死
之
魂
也
。
故
曰
法
輪
（
東
曰
ふ
、
八
門

と
は
、
天
の
八
方
法
輪
の
門
を
開
く
な
り
。
中
に
罪
福
の
場
有
る
な
り
。
太
上
道
君
、
八
門
を
開
き
、
以
て
學
者
生
死
の
魂
を

度
す
な
り
。
故
に
法
輪
と
曰
ふ
）。」
と
見
え
る
。
そ
の
本
文
中
に
『
法
輪
妙
経
』
に
つ
い
て
の
言
及
は
な
い
が
、
同
巻
二
三
丁

表
の
厳
東
注
に
は
「
東
曰
、
法
輪
之
門
、
罪
福
之
場
、
各
有
禁
誡
。
罪
福
所
由
、
具
在
法
輪
經
中
（
東
曰
ふ
、
法
輪
の
門
、
罪

福
の
場
、
各
ゝ
禁
誡
有
り
。
罪
福
の
由
る
所
、
具
さ
に
法
輪
經
中
に
在
り
）。」
と
あ
る
。

（
３
）
舊
文
：
具
体
的
に
は
、『
法
輪
妙
経
』
を
指
す
と
解
釈
さ
れ
る
。『
法
輪
妙
経
』
Ｂ
の
六
丁
裏
に
「
此
文
與
元
始
同
生
（
此
の

文
元
始
と
同
に
生
ず
）」
と
あ
り
、『
法
輪
妙
経
』
が
天
上
界
に
は
る
か
昔
か
ら
存
在
す
る
経
典
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
る
。
こ
の

こ
と
か
ら
、
太
古
よ
り
天
上
界
に
存
在
す
る
と
い
う
意
味
で
、『
法
輪
妙
経
』
に
対
し
て
「
舊
文
」
と
い
う
語
を
用
い
て
い
る

と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、
霊
宝
経
典
中
の
「
舊
」
の
語
の
用
法
に
つ
い
て
は
、
林
佳
恵
『
六
朝
江
南
道
教
の
研
究
―
陸
修
静
の

霊
宝
経
観
と
古
霊
宝
経
』(

早
稲
田
大
学
エ
ウ
プ
ラ
ク
シ
ス
叢
書

、
早
稲
田
大
学
出
版
部
、
二
〇
一
九
年)

の
第
４
章
第
５
節

16

を
参
照
の
こ
と
。

（
４
）
太
上
六
合
玄
臺
：
『
法
輪
妙
経
』
が
収
蔵
さ
れ
て
い
る
天
上
界
の
場
所
。『
法
輪
妙
経
』
Ａ
の
五
丁
表
（
テ
キ
ス
ト
８
）
に
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「
此
經
高
妙
、
太
上
所
重
、
藏
之
六
合
紫
房
之
内
」
と
あ
り
、
天
上
界
で
の
『
法
輪
妙
経
』
収
蔵
場
所
と
さ
れ
て
い
る
「
六
合

紫
房
」
と
「
太
上
六
合
玄
臺
」
は
、
同
じ
場
所
と
し
て
考
え
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
な
お
、『
法
輪
妙
経
』
Ｄ
に
は
「
其

文
秘
於
太
上
紫
微
宮
中
（
其
の
文
太
上
紫
微
宮
中
に
秘
し
）」
云
々
（
八
丁
裏
）
と
あ
り
、「
太
上
紫
微
宮
」
中
に
経
典
が
秘
蔵

さ
れ
て
い
る
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
『
法
輪
妙
経
』
収
蔵
場
所
の
「
太
上
六
合
玄
臺
」
或
い
は
「
六
合
紫
房
」

は
、
紫
微
宮
中
に
在
る
場
所
と
考
え
ら
れ
て
い
た
と
見
ら
れ
る
。
ま
た
、
経
典
が
天
上
界
の
特
定
の
場
所
に
保
管
さ
れ
、
そ
れ

を
玉
女
玉
童
な
ど
の
神
仙
が
侍
衛
す
る
と
い
う
発
想
は
、
上
清
経
に
も
散
見
す
る
。
例
え
ば
、『
太
上
玉
珮
金
璫
太
極
金
書
上

經
』（
Ｈ
Ｙ
五
六
）
に
「
以
玉
清
三
元
之
章
付
仙
都
左
公
、
侍
仙
羽
郎
、
藏
太
素
瑤
臺
。
又
命
北
寒
金
臺
龍
華
玉
女
、
白
空
虞

宮
西
靈
玉
童
各
三
百
人
、
典
香
執
巾
、
侍
衛
靈
眞
（
玉
清
三
元
の
章
を
以
て
仙
都
左
公
、
侍
仙
羽
郎
に
付
し
、
太
素
瑤
臺
に
藏

す
。
又
北
寒
金
臺
の
龍
華
玉
女
、
白
空
虞
宮
の
西
靈
玉
童
各
ゝ
三
百
人
に
命
じ
、
香
を
典
（
つ
か
さ
ど
）
り
巾
を
執
り
、
靈
眞
に

侍
衛
せ
し
む
）」（
二
丁
裏
）
と
あ
り
、
経
典
（
靈
眞
）
は
玉
童
・
玉
女
に
侍
衛
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、『
洞
眞
太
上
紫
度
炎
光

神
元
變
經
』（
Ｈ
Ｙ
一
三
二
一
）
で
は
、「
高
上
玉
皇
、
命
金
晨
玉
童
・
西
華
玉
女
各
三
千
人
、
侍
文
左
右
、
衛
在
太
上
六
合
紫

房
之
内
（
高
上
玉
皇
、
金
晨
玉
童
・
西
華
玉
女
各
ゝ
三
千
人
に
命
じ
、
文
の
左
右
に
侍
し
、
太
上
六
合
紫
房
の
内
に
衛
在
せ
し

む
）」（
一
丁
表
）
と
あ
り
、
経
典(

文)

が
玉
童
・
玉
女
に
護
ら
れ
て
「
太
上
六
合
紫
房
」
に
在
る
こ
と
が
見
え
る
。

（
５
）
太
上
：『
法
輪
妙
経
』
Ａ
で
は
、「
太
上
」
を
冠
す
る
神
格
が
、「
太
上
大
道
君
」
と
「
太
上
虚
皇
」
の
二
つ
見
え
る
。
こ
の
経

典
の
二
丁
裏
（
テ
キ
ス
ト
３
）
に
、
三
人
の
「
玄
一
眞
人
」
の
降
臨
以
前
、「
太
上
」
の
命
に
よ
り
、「
太
極
眞
人
徐
來
勒
」
が

葛
玄
に
降
臨
し
た
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
古
霊
宝
経
の
ひ
と
つ
、『
太
上
洞
玄
靈
寳
本
行
宿
縁
經
』（
Ｈ
Ｙ
一
一
〇
六
、『
太
極
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上
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法
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（
林
・
浅
野

）

左
仙
公
請
問
經
』
の
巻
下
に
該
当
）
で
は
、「
（
太
極
）
眞
人
答
言
、
我
昔
受
之
太
上
大
道
君
（
眞
人
答
へ
て
言
ふ
、
我
昔
之
を

太
上
大
道
君
に
受
く
）」
云
々
（
七
丁
表
）
と
あ
り
、
太
上
大
道
君
と
太
極
眞
人
徐
來
勒
の
間
に
伝
授
の
系
譜
に
於
け
る
師
弟

関
係
が
見
え
る
こ
と
か
ら
、『
法
輪
妙
経
』
Ａ
で
「
太
極
眞
人
徐
來
勒
」
に
命
を
下
す
「
太
上
」
も
、「
太
上
大
道
君
」
を
指
す

と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
『
法
輪
妙
経
』
Ａ
で
は
、『
太
極
左
仙
公
請
問
經
上
』（
ス
タ
イ
ン
一
三
五
一
、『
太
極
左
仙
公
請
問

經
』
の
巻
上
に
該
当
）
や
『
太
上
洞
玄
靈
寳
本
行
宿
縁
經
』
な
ど
に
見
え
る
「
太
上
大
道
君
→
太
極
眞
人
徐
來
勒
→
葛
玄
」
と

い
う
伝
授
の
系
譜
に
加
え
て
、
新
た
に
「
太
上
大
道
君
→
玄
一
眞
人
（
三
師
）
→
葛
玄
」
と
い
う
伝
授
の
系
譜
を
示
す
。（
※

霊
宝
経
の
伝
授
の
系
譜
に
つ
い
て
は
、
神
塚
淑
子
（
注
釈
（
１
）
前
掲
書
）『
道
教
経
典
の
形
成
と
仏
教
』
第
一
篇
第
三
章

「
霊
宝
経
に
見
え
る
葛
仙
公
」
参
照
。
葛
玄
と
太
極
眞
人
徐
來
勒
、
太
上
玄
一
三
眞
人
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
謝
世
維
（
注
釈

（
１
）
前
掲
書
『
天
界
之
文
』
第
四
章
四
、
五
を
参
照
。）

(

６)

太
極
左
仙
公
：
三
国
時
代
の
呉
の
神
仙
家
、
葛
玄
の
こ
と
。
字
は
孝
先
。『
抱
朴
子
』
の
著
者
葛
洪
の
従
祖
父
。
古
霊
宝
経
で
は

太
極
左
仙
公
と
い
う
天
上
界
の
法
位
を
拝
し
た
高
位
の
仙
人
と
し
て
描
か
れ
る
。
し
か
し
、
陶
弘
景
は
そ
の
「
呉
太
極
左
宮
葛

仙
公
之
碑
」（
『
華
陽
陶
隠
居
集
』（
Ｈ
Ｙ
一
〇
四
四
）
巻
下
所
収
。
な
お
、『
陶
弘
景
集
校
注
』（
王
京
州
校
注
、
上
海
古
籍
出

版
社
、
二
〇
〇
九
年
）
一
五
八
頁
に
は
、
同
碑
文
は
『
呉
太
極
左
仙
公
葛
公
之
碑
』
の
題
名
で
収
め
ら
れ
て
い
る
）
で
、
世
間

の
伝
承
で
葛
玄
は
左
仙
公
の
位
を
授
け
ら
れ
た
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
、「
俗
中
經
傳
所
談
云
、「
已
被
太
極
銓
授
、
居

左
仙
公
之
位
」。
如
『
眞
誥
』
并
『
葛
氏
舊
譜
』、
則
事
有
未
符
（
俗
中
の
經
傳
の
談
ず
る
所
に
云
ふ
、「
已
に
太
極
の
銓
授
を

被
り
、
左
仙
公
の
位
に
居
る
」、
と
。『
眞
誥
』
并
び
に
『
葛
氏
舊
譜
』
の
如
き
は
、
則
ち
事
の
未
だ
符
せ
ざ
る
有
り
）。」（
七
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丁
裏
）
と
述
べ
、
陶
弘
景
は
『
眞
誥
』
等
の
記
述
に
照
ら
し
て
、
こ
れ
に
疑
問
を
呈
し
て
い
る
。
ま
た
、『
眞
誥
』（
Ｈ
Ｙ
一
〇

一
〇
）
巻
十
二
「
稽
神
樞
第
二
」
に
は
、
楊
羲
が
得
た
神
託
に
「
今
正
得
不
死
而
已
、
非
僊
人
也
（
今
正
に
不
死
を
得
る
の
み
、

僊
人
に
非
ざ
る
な
り
）」（
三
丁
表
）、
即
ち
葛
玄
は
不
死
を
得
た
の
み
と
あ
り
、
陶
弘
景
は
葛
玄
に
つ
い
て
「
便
是
地
仙
耳
。

靈
寳
所
云
太
極
左
仙
公
於
斯
妄
乎(

便
ち
是
れ
地
仙
な
る
の
み
。
靈
寳
の
云
ふ
所
の
太
極
左
仙
公
は
斯
に
於
い
て
妄
な
る
か)

」

(

三
丁
裏)
、
即
ち
、
葛
玄
は
地
仙
で
し
か
な
く
、
そ
れ
を
太
極
左
仙
公
と
す
る
の
は
霊
宝
経
の
所
伝
に
過
ぎ
な
い
と
記
し
て
い

る
。
ボ
ー
ケ
ン
カ
ン
プ
（S.R

.Bokenkam
p

）
氏
は
、
当
時
の
茅
山
の
神
降
ろ
し
に
お
い
て
告
げ
ら
れ
た
葛
玄
の
神
仙
界
で
の

地
位
の
低
さ
か
ら
、
葛
玄
の
天
上
界
で
の
地
位
を
向
上
さ
せ
る
と
い
う
目
的
が
、
葛
氏
の
中
で
霊
宝
経
造
経
運
動
の
動
機
の
ひ

と

つ

と

な

っ

た

可

能

性

を

指

摘

す

る

。
（

一

九

八

三

年

の

同

氏

論

文

”Source
of

the
Ling-Pao

Scriptures”,M
.Strickm

ann
ed.,Tantric

and
Taoist

Studies,vol.2,Bruxelles,pp.434-479

の
四
四
二
頁
を
参
照
。）

道
蔵
本
『
法
輪
妙
経
』
の
内
容
を
見
る
に
、
こ
れ
は
葛
玄
が
太
極
左
仙
公
と
な
る
経
緯
を
記
す
経
典
で
あ
り
、
こ
の
経
典
編
纂

の
目
的
の
ひ
と
つ
は
、
天
上
界
に
於
け
る
葛
玄
の
太
極
左
仙
公
と
い
う
地
位
の
正
統
性
の
主
張
に
あ
る
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

［
法
輪
妙
経
Ａ
・
テ
キ
ス
ト
１
の
２
：
一
丁
裏
２
～
７
］

太
極
左
仙
公
於
天
台
山
、
静
齋
拔
罪
、
燒
香
懴
謝
、
思
眞
念
道
。
一
百
日
中
、
神
明
髣
髴
於
空
玄
之
上
、
雲
景
煒
爍
、
若
存
若
亡
、

（
７
）

（
８
）

（
９
）

或
分
或
集
、
曲
映
齋
堂
。
仙
公
自
覺
苦
徹
、
遐
感
天
眞
。
於
是
研
思
玄
業
、
志
勵
殊
勤
。
齋
未
一
年
、
遂
致
感
通
、
上
聖
垂
降
、
曲

（
１
０
）

（
１
１
）
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盻
幽
房
。

（
１
２
）

［
法
輪
妙
経
Ａ
・
テ
キ
ス
ト
１
の
２
訓
読
］

太
極
左
仙
公
は
天
台
山
に
於
い
て
、
静
齋
し
拔
罪
し
、
燒
香
し
懴
謝
し
、
眞
を
思
ひ
道
を
念
ず
。
一
百
日
中
、
神
明
は
空
玄
の
上
に

髣
髴
と
し
、
雲
景

煒

き

爍

き
、
若
し
は
存
し
若
し
は
亡
じ
、
或
は
分
れ
或
は
集
ひ
、
齋
堂
を
曲
映
す
。
仙
公
自
ら
苦
の
徹
す
る
を

か
が
や

き
ら
め

覺
へ
、
遐
か
に
天
眞
に
感
ず
。
是
に
於
い
て
玄
業
を
研
思
し
、
志
し
勵
み
て
殊
ら
に
勤
む
。
齋
す
る
こ
と
未
だ
一
年
せ
ざ
る
に
、
遂

に
感
通
す
る
を
致
せ
ば
、
上
聖
垂
降
し
、
幽
房
を
曲
盻
す
。

［
法
輪
妙
経
Ａ
・
テ
キ
ス
ト
１
の
２
現
代
語
訳
］

太
極
左
仙
公
は
天
台
山
で
、
静
斎
し
罪
を
あ
が
な
い
、
焼
香
し
て
過
去
の
過
ち
を
悔
い
改
め
、
真
道
を
思
念
す
る
（
瞑
想
の
）
修
行

を
行
っ
て
い
た
。
そ
の
よ
う
に
し
て
百
日
に
な
る
う
ち
に
、
あ
ら
た
か
な
神
の
姿
が
天
空
の
上
に
ほ
の
か
に
見
え
る
よ
う
に
な
り
、

雲
の
光
が
あ
か
あ
か
と

煒

き
、
現
れ
た
り
消
え
た
り
し
、
或
い
は
分
れ
た
り
集
っ
た
り
し
て
、（
仙
公
の
い
る
）
斎
堂
を
隅
々
ま
で

か
が
や

照
ら
し
た
。（
す
る
と
）
仙
公
は
自
然
と
苦
し
み
が
取
り
除
か
れ
る
の
を
覚
え
、
は
る
か
に
天
真
と
心
を
響
き
合
せ
た
。
そ
こ
で
奥
深

い
（
道
の
）
わ
ざ
の
本
質
を
見
極
め
ん
と
仔
細
に
考
え
、
修
行
の
達
成
を
目
指
し
て
励
み
、
と
り
わ
け
精
を
出
し
て
修
行
し
た
。
斎

を
行
っ
て
一
年
経
た
な
い
う
ち
に
、
遂
に
道
と
感
応
し
て
心
が
通
じ
る
と
、
上
聖
（
上
位
の
天
真
）
が
降
り
て
来
て
、
薄
暗
い
斎
室

を
隅
々
ま
で
見
渡
し
た
。
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［
法
輪
妙
経
Ａ
・
テ
キ
ス
ト
１
の
２
語
釈
・
注
釈
］

（
７
）
天
台
山
：
中
国
浙
江
省
東
部
に
あ
る
、
海
抜
一
一
三
六
メ
ー
ト
ル
の
山
。
西
暦
五
七
五
年
に
、
仏
僧
の
智
顗
が
入
山
し
て
天

台
宗
を
開
き
、
こ
の
地
を
根
本
道
場
と
し
た
こ
と
で
、
仏
教
の
中
心
地
と
な
る
が
、
そ
れ
以
前
は
道
教
の
霊
山
と
さ
れ
て
き
た
。

『
天
台
山
志
』（
Ｈ
Ｙ
六
〇
三
）
の
宮
観
の
項
に
、「
赤
鳥
二
年
、
太
極
左
仙
翁
葛
玄
、
即
此
煉
丹
。
故
今
觀
前
有
朝
斗
壇
（
赤

鳥
二
年
、
太
極
左
仙
翁
葛
玄
、
即
ち
此
に
丹
を
煉
る
。
故
に
今
觀
前
に
朝
斗
壇
有
り
）」（
八
丁
表
～
裏
）
と
見
え
、
天
台
山
で

葛
玄
が
煉
丹
を
行
っ
た
と
い
う
伝
承
を
記
す
。『
法
輪
妙
経
』
Ａ
で
も
、
天
台
山
中
で
修
行
し
て
い
る
葛
玄
の
も
と
に
、
三
人

の
真
人
が
降
下
し
、
教
法
を
伝
授
す
る
。
ま
た
、
天
台
山
で
葛
玄
が
弟
子
た
ち
に
経
典
伝
授
を
行
っ
た
こ
と
が
、『
太
上
太
虚

上
眞
人
演
太
上
靈
寳
威
儀
洞
玄
眞
一
自
然
經
訣
』(

以
下
、『
自
然
經
訣
』)

の
、
現
存
す
る
三
件
の
敦
煌
文
書
の
内
、
ペ
リ
オ

二
四
五
二
に
見
え
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
天
台
山
が
葛
玄
（
太
極
左
仙
公
）
と
関
係
の
深
い
場
所
と
さ
れ
て
き
た
こ
と
が

窺
え
る
。
な
お
、『
自
然
經
訣
』（
ペ
リ
オ
二
四
五
二
）、『
太
上
洞
玄
靈
寳
智
慧
本
願
大
戒
上
品
經
』（
Ｈ
Ｙ
三
四
四
）
等
の
他

の
古
霊
宝
経
に
見
え
る
、
葛
玄
が
修
行
し
た
り
、
天
真
の
降
臨
を
受
け
た
り
し
た
場
所
に
つ
い
て
は
、
天
台
山
で
あ
っ
た
り
、

会
稽
上
虞
山
で
あ
っ
た
り
す
る
が
、
い
ず
れ
も
東
晋
当
時
の
揚
州
会
稽
郡
一
帯
に
あ
る
場
所
に
な
っ
て
い
る
。

（
８
）
思
眞
念
道
：『
三
天
内
解
經
』（
Ｈ
Ｙ
一
一
九
六
）
に
も
「
思
眞
念
道
」
の
表
現
が
見
え
る
。
巻
下
一
丁
表
に
「
人
皆
由
道
氣

而
生
、
失
道
氣
則
死
。
故
使
思
眞
念
道
、
堅
固
根
本
、
不
失
其
源
（
人
は
皆
な
道
氣
に
由
り
て
生
れ
、
道
氣
を
失
へ
ば
則
ち
死

す
。
故
に
眞
を
思
い
道
を
念
じ
、
根
本
を
堅
固
に
し
、
其
の
源
を
失
わ
ざ
ら
し
む
）」
と
見
え
、
こ
の
「
思
眞
念
道
」
が
生
命

の
根
源
で
あ
る
道
気
を
堅
固
に
し
て
失
わ
れ
な
い
よ
う
に
す
る
修
行
法
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
更
に
こ
の
後
に
「
…
（
前
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略
）
而
況
眞
道
求
靈
降
者
乎
（
而
る
に
況
ん
や
眞
道
も
て
靈
の
降
る
を
求
む
る
者
に
お
い
て
を
や
）
」（
二
丁
裏
）
と
あ
り
、

「
思
眞
念
道
」、
即
ち
「
眞
道
」
を
思
念
す
る
こ
と
が
降
霊
を
求
め
る
修
行
法
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
こ
こ
か
ら

看
取
さ
れ
る
。
そ
こ
で
改
め
て
『
法
輪
妙
経
』
Ａ
の
「
思
眞
念
道
」
に
つ
い
て
見
て
み
る
と
、
こ
れ
を
百
日
続
け
た
結
果
、
あ

ら
た
か
な
神
の
姿
が
天
空
に
ほ
の
か
に
見
え
、
天
真
を
感
ず
る
よ
う
に
な
り
、
そ
の
後
、
更
に
修
行
に
励
む
と
、
天
真
が
葛
玄

の
も
と
に
降
臨
し
て
来
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、「
静
齋
拔
罪
、
燒
香
懴
謝
、
思
眞
念
道
」
と
表
現
さ
れ
る
葛
玄
の

修
行
に
関
し
て
は
、
他
の
古
霊
宝
経
典
に
お
い
て
も
同
様
の
表
現
が
、
例
え
ば
『
太
上
洞
玄
靈
寳
本
行
因
縁
經
』（
Ｈ
Ｙ
一
一

〇
七
）
に
「
仙
公
登
勞
盛
山
、
靜
齋
念
道
（
仙
公
勞
盛
山
に
登
り
、
靜
齋
念
道
す
）」（
一
丁
表
）
と
見
え
、
こ
れ
ら
の
霊
宝
経

典
成
立
当
時
の
修
行
の
具
体
的
な
内
容
と
し
て
、
山
中
で
斎
戒
し
、
存
思
す
る
、
と
い
う
宗
教
的
実
践
行
為
が
行
わ
れ
て
い
た

こ
と
が
窺
え
る
。

（
９
）
一
百
日
中
：
葛
洪
の
『
抱
朴
子
・
内
篇
』（
Ｈ
Ｙ
一
一
七
七
）
で
は
、
百
日
間
の
潔
斎
を
行
う
こ
と
を
述
べ
る
。
即
ち
、
巻
四

「
金
丹
篇
」
に
「
合
丹
、
當
於
名
山
之
中
、
无
人
之
地
、
結
伴
不
過
三
人
。
先
齋
百
日
、
沐
浴
五
香
、
致
加
精
潔
（
丹
を
合
す

る
に
、
當
に
名
山
の
中
、
无
人
の
地
に
於
い
て
し
、
伴
を
結
ぶ
に
三
人
を
過
ぎ
ざ
る
べ
し
。
先
に
齋
す
る
こ
と
百
日
、
五
香
に

沐
浴
し
、
精
潔
を
加
ふ
る
を
致
す
）
云
々
」（
中
華
書
局
『
抱
朴
子
内
篇
校
釈
』
七
四
頁
）、
ま
た
「
必
入
名
山
之
中
、
齋
戒
百

日
、
不
食
五
辛
生
魚
、
不
與
俗
人
相
見
、
爾
乃
可
作
大
藥
（
必
ず
名
山
の
中
に
入
り
、
齋
戒
す
る
こ
と
百
日
、
五
辛
生
魚
を
食

ら
は
ず
、
俗
人
と
相
ひ
見
ざ
れ
ば
、
爾
し
て
乃
ち
大
藥
を
作
る
べ
し
）」（
同
書
、
八
四
～
八
五
頁
）
と
あ
り
、
身
を
清
め
る
潔

斎
の
期
間
と
し
て
、
百
日
と
い
う
時
間
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。『
法
輪
妙
経
』
Ａ
の
「
静
齋
拔
罪
、
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燒
香
懴
謝
、
思
眞
念
道
」
と
い
う
修
行
に
つ
い
て
も
百
日
と
い
う
期
間
が
見
え
る
の
は
、『
抱
朴
子
』
に
見
え
る
よ
う
な
潔
斎

期
間
の
考
え
方
と
無
関
係
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。

（

）
曲
映
齋
堂
：
こ
こ
で
は
「
曲
映
」
を
つ
ぶ
さ
に
て
ら
す
と
い
う
字
義
か
ら
、
斎
堂
の
中
を
隅
々
ま
で
照
ら
す
、
と
い
う
意
味

10
に
解
釈
し
た
。

（

）
上
聖
垂
降
：『
法
輪
妙
経
』
Ａ
の
四
丁
表
（
テ
キ
ス
ト
６
）
に
「
上
淸
三
洞
寳
經
」
を
得
る
と
、「
高
仙
」
や
「
上
聖
」、「
十

11
方
導
師
」
に
な
る
こ
と
が
で
き
る
と
述
べ
て
お
り
、「
上
聖
」
が
天
上
界
の
高
位
の
神
仙
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
窺
え
る
。
そ

こ
で
、
こ
こ
で
は
「
高
位
の
天
真
」
と
訳
し
た
。
こ
の
「
上
聖
」
は
、
降
っ
て
来
て
「
曲
盻
幽
房
」
し
た
と
記
さ
れ
て
お
り
、

『
法
輪
妙
経
』
Ａ
（
テ
キ
ス
ト

）
で
葛
玄
が
太
上
玄
一
眞
人
に
つ
い
て
、「
窺
盻
幽
谷
、
降
教
眞
道
」
と
述
べ
て
い
る
こ
と

10

か
ら
考
え
る
と
、
太
上
玄
一
眞
人
を
指
し
て
い
る
可
能
性
が
高
い
。
ま
た
、
諸
先
学
も
そ
の
よ
う
に
解
釈
し
て
い
る
よ
う
で
あ

る
。（
王
宗
昱
『《
道
教
義
樞
》
研
究
』（
二
〇
〇
〇
年
、
上
海
文
化
出
版
社
）、
第
二
章
第
四
節
（
二
）
三
宝
変
相
、
及
び
神
塚

淑
子
（
注
釈
（
１
）
前
掲
書
）『
道
教
経
典
の
形
成
と
仏
教
』
第
一
篇
第
三
章
「
霊
宝
経
に
見
え
る
葛
仙
公
」
参
照
。）
な
お
、

『
無
上
秘
要
』（
Ｈ
Ｙ
一
一
三
〇
）
巻
四
七
、
齋
戒
品
に
『
洞
玄
眞
一
勸
誡
法
輪
妙
經
』
と
し
て
引
く
部
分
で
は
、「
上
聖
垂

降
」
の
「
垂
」
の
字
を
「
迂
」
に
作
る
が
、
天
真
が
天
上
か
ら
葛
玄
の
も
と
へ
降
っ
て
来
る
と
い
う
文
脈
か
ら
考
え
て
、
こ
の

箇
所
で
は
、
現
行
『
正
統
道
蔵
』
本
の
、
上
か
ら
下
へ
の
動
き
を
示
す
「
垂
」
の
字
で
解
釈
し
た
。

（

）
曲
盻
幽
房
：「
曲
盻
」
の
「
曲
」
は
、「
曲
映
」
の
用
法
と
同
じ
く
、「
つ
ぶ
さ
に
、
隅
々
ま
で
」
の
意
味
で
用
い
ら
れ
て
い
る
。

12
「
幽
房
」
は
「
齋
堂
」
と
同
じ
く
、
葛
玄
が
修
行
し
て
い
る
場
所
を
指
す
。
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［
法
輪
妙
経
Ａ
・
テ
キ
ス
ト
１
の
３
：
一
丁
裏
７
～
二
丁
表
２
］

以
元
正
之
月
庚
寅
日
夜
、
忽
有
飛
雲
丹
霄
八
景
玉
輿
、
寳
蓋
洞
曜
、
流
煥
太
無
、
燒
香
散
華
、
浮
空
而
來
。
千
乗
萬
騎
、
天
眞
煒
爍
、

（
１
３
）

（
１
４
）

（
１
５
）

不
可
稱
焉
。
龍
飛
鸞
鳴
、
鳯
翔
翩
翩
、
獅
子
白
鶴
、
嘯
歌
邕
邕
。
仙
童
玉
女
各
數
千
萬
人
、
手
把
命
魔
之
節
・
十
絶
華
旛
、
結
駟

（
１
６
）

（
１
７
）

驎
騎
、
蓊
鬱
靈
軒
。
一
時
之
頃
、
天
眞
並
下
。

（
１
８
）

（
１
９
）

［
法
輪
妙
経
Ａ
・
テ
キ
ス
ト
１
の
３
訓
読
］

元
正
の
月
庚
寅
の
日
の
夜
を
以
て
、
忽
ち
飛
雲
丹
霄
に
八
景
の
玉
輿
有
り
、
寳
蓋
洞
曜
し
、
太
無
に
流
煥
し
、
燒
香
し
散
華
し
、
空

に
浮
き
て
來
た
る
。
千
乗
萬
騎
、
天
眞
は

煒

き

爍

き
、
焉
を
稱
ぐ
る
べ
か
ら
ず
。
龍
は
飛
び
鸞
は
鳴
き
、
鳯
の
翔
ぶ
こ
と
翩
翩

か
が
や

き
ら
め

こ
れ

あ

ら
ん

ほ
う

へ
ん
ぺ
ん

と
し
て
、
獅
子
白
鶴
、

嘯

歌
す
る
こ
と
邕
邕
た
り
。
仙
童
玉
女
各
ゝ
數
千
萬
人
、
手
に
命
魔
の
節
・
十
絶
の
華
旛
を
把
り
、
駟
に

し
ょ
う

か

よ
う
よ
う

と

し

驎
騎
を
結
び
、
蓊
鬱
た
る
靈
軒
あ
り
。
一
時
の
頃
、
天
眞
並
び
下
る
。

り
ん

き

お
う
う
つ

［
法
輪
妙
経
Ａ
・
１
の
３
現
代
語
訳
］

正
月
の
庚
寅
の
日
の
夜
、
に
わ
か
に
た
な
び
く
美
し
い
雲
の
間
か
ら
八
景
の
玉
輿
が
出
現
し
、
そ
の
美
し
い
覆
い
は
光
り
輝
き
、
光

の
き
ら
め
き
を
天
上
の
太
無
の
空
間
に
流
し
、
焼
香
し
散
華
し
な
が
ら
、
空
中
に
浮
か
ん
で
や
っ
て
来
た
。（
天
界
の
）
千
乗
萬
騎

（
の
者
た
ち
）、（
そ
れ
を
ひ
き
つ
れ
た
）
天
眞
は
あ
か
あ
か
と
か
が
や
き
、
そ
の
数
は
数
え
る
こ
と
が
出
来
な
い
ほ
ど
で
あ
っ
た
。

（
あ
た
り
に
は
）
龍
が
飛
び
鸞
が
鳴
い
て
、
鳳
が
翔
ぶ
さ
ま
は
軽
々
と
し
て
、
獅
子
や
白
鶴
は
、
お
だ
や
か
に
声
を
細
く
長
く
引
い
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号
31

て
歌
っ
て
い
た
。
仙
童
玉
女
各
お
の
数
千
万
人
は
、
手
に
命
魔
の
節
・
十
絶
の
華
旛
を
持
ち
、
駿
馬
を
四
頭
立
て
の
馬
車
に
繋
ぎ
、

雲
が
立
ち
込
め
る
中
に
あ
ら
た
か
な
神
々
の
乗
る
車
が
あ
っ
た
。
一
斉
に
、
天
眞
た
ち
が
降
っ
て
来
た
。

［
法
輪
妙
経
Ａ
・
テ
キ
ス
ト
１
の
３
：
語
釈
・
注
釈
］

（

）
元
正
之
月
：
正
月
。
元
正
は
一
年
の
最
初
の
日
、
一
月
一
日
の
こ
と
。『
太
上
洞
玄
靈
寳
本
行
因
縁
經
』（
Ｈ
Ｙ
一
一
〇
七
）

13
に
も
、「
呉
赤
鳥
三
年
、
歳
在
庚
申
、
正
月
一
日
壬
子
。
仙
公
登
勞
盛
山
、
靜
齋
念
道
（
呉
赤
鳥
三
年
、
歳
は
庚
申
に
在
り
、

正
月
一
日
壬
子
。
仙
公
勞
盛
山
に
登
り
、
靜
齋
念
道
す
）」（
一
丁
表
）
と
あ
り
、
仙
公
が
元
旦
に
山
に
登
り
、
そ
こ
で
斎
戒
し

存
思
す
る
修
行
を
し
た
こ
と
を
述
べ
る
。

（

）
飛
雲
丹
霄
八
景
玉
輿
：「
飛
雲
丹
霄
」
は
、
は
る
か
な
天
空
の
雲
の
表
現
で
あ
る
「
雲
霄
」
の
美
辞
で
あ
る
の
で
、
こ
こ
で
は

14
「
た
な
び
く
美
し
い
雲
」
と
訳
し
た
。「
八
景
玉
輿
」
は
天
上
界
の
乗
り
物
。『
法
輪
妙
経
』
Ａ
の
四
丁
表
（
テ
キ
ス
ト
６
）
に

も
同
じ
く
天
上
界
の
乗
り
物
と
し
て
、「
八
景
龍
輿
」
が
見
え
る
。「
八
景
玉
輿
」
は
、
他
に
も
例
え
ば
古
霊
宝
経
の
ひ
と
つ
、

『
洞
玄
靈
寳
二
十
四
生
圖
經
』（
Ｈ
Ｙ
一
三
九
六
）
三
丁
表
に
、
元
始
天
王
と
後
聖
李
君
が
同
乗
す
る
乗
り
物
と
し
て
見
え
る
。

（

）
流
煥
太
無
：
こ
こ
で
の
「
太
無
」
は
、
文
脈
か
ら
そ
の
用
法
を
見
る
に
、「
流
煥
」
即
ち
光
の
輝
き
を
流
す
空
間
の
表
現
と
し

15
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。「
太
無
」
は
、
道
教
の
宇
宙
生
成
論
の
展
開
の
中
で
は
宇
宙
生
成
の
一
段
階
を
示
す
語
と
し
て
見
え
る

が
、『
法
輪
妙
経
』
Ｂ
に
も
、「
遊
宴
五
嶽
、
逍
遥
太
無
（
五
嶽
に
遊
宴
し
、
太
無
に
逍
遥
す
）」（
二
丁
表
）
と
あ
り
、『
法
輪

妙
経
』
で
は
「
太
無
」
は
、
宇
宙
生
成
過
程
の
一
段
階
を
示
す
語
と
し
て
で
は
な
く
、
五
嶽
即
ち
地
上
と
対
応
す
る
空
間
で
あ
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『
太
上
洞
玄
靈
寳
眞
一
勸
誡
法
輪
妙
經
』
訳
注
ノ
ー
ト

（
林
・
浅
野

）

る
天
上
、
天
空
を
指
す
と
考
え
ら
れ
る
。「
太
無
」
が
こ
の
よ
う
な
天
界
の
空
間
を
示
す
用
例
は
、『
法
輪
妙
経
』
独
自
の
も
の

で
は
な
く
、
他
の
古
霊
宝
経
で
も
、
例
え
ば
、『
元
始
五
老
赤
書
玉
篇
眞
文
天
書
經
』（
Ｈ
Ｙ
二
二
）
巻
上
に
「
三
景
合
明
、
神

霄
煥
爛
、
流
盻
太
無
（
三
景
命
を
合
し
、
神
霄
煥
爛
し
、
太
無
に
流
盻
す
）」（
五
丁
表
）
と
あ
り
、「
流
煥
太
無
」
と
同
様
の

表
現
を
し
て
い
る
。
ま
た
、『
太
上
靈
寳
諸
天
内
音
字
自
然
玉
字
』（
Ｈ
Ｙ
九
七
）
巻
二
の
「
顕
定
極
風
天
音
玉
訣
第
三
」
に
は
、

「
天
皇
眞
人
曰
、
修
飛
仙
之
道
、
…
（
中
略
）
…
、
當
有
三
色
之
雲
、
迎
子
上
昇
景
皇
之
庭
、
逍
遥
太
无
之
中
、
位
爲
景
霄
眞

人
也
（
天
皇
眞
人
曰
く
、
飛
仙
の
道
を
修
む
る
に
、
…
（
中
略
）
…
、
當
に
三
色
の
雲
有
り
、
子
を
迎
へ
景
皇
の
庭
に
上
昇
し
、

太
无
の
中
を
逍
遥
し
、
位
は
景
霄
眞
人
と
爲
る
べ
し
）」（
八
丁
表
～
裏
）
と
あ
り
、『
上
清
太
極
隠
注
玉
經
寳
訣
』（
Ｈ
Ｙ
四
二

五
）
に
も
、「
修
之
必
神
仙
。
當
復
何
所
欲
。
文
燿
太
無
間
、
煥
然
而
玄
郁
（
之
を
修
せ
ば
必
ず
神
仙
た
り
。
當
に
復
た
何
ぞ

欲
す
る
所
あ
ら
ん
。
文
は
太
無
の
間
に
燿
き
、
煥
然
と
し
て
玄
郁
な
り
）」（
三
丁
表
）
と
あ
る
。
こ
れ
ら
の
例
で
も
「
太
無
」

は
空
間
を
表
す
語
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。
上
清
経
で
も
「
太
無
」
に
つ
い
て
、
例
え
ば
『
洞
眞
太
上
紫
度
炎
光
神
元
變

經
』（
Ｈ
Ｙ
一
三
二
一
）
に
、「
五
帝
自
生
夜
燭
神
燈
通
光
靈
符
、
生
於
虛
空
之
内
、
神
光
玄
照
、
煥
落
太
无
（
五
帝
自
生
夜
燭

神
燈
通
光
靈
符
は
、
虛
空
の
内
に
生
じ
、
神
光
玄
照
し
、
太
无
を
煥
落
す
）」（
二
三
丁
表
）、『
上
清
紫
精
君
皇
初
紫
靈
道
君
洞

房
上
經
』（
Ｈ
Ｙ
四
〇
五
）
に
「
上
登
玉
清
、
洞
遊
太
無
（
玉
清
に
上
登
し
、
太
無
に
洞
遊
す
）」（
十
八
丁
表
）
と
あ
る
。
な

お
、
宇
宙
生
成
論
に
見
え
る
「
太
無
」
に
つ
い
て
は
、
麥
谷
邦
夫
氏
に
、
以
下
の
よ
う
な
先
行
研
究
が
あ
る
。
同
氏
論
文
「
道

教
的
生
成
論
の
形
成
と
展
開
」、『
中
哲
文
学
会
報
』
第
四
号
、
一
九
七
九
年
、
及
び
小
野
澤
精
一
、
福
永
光
司
、
山
井
湧
編

『
気
の
思
想
』（
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
七
八
年
）
第
二
部
第
二
節
「
道
家
・
道
教
に
お
け
る
気
」（
麥
谷
邦
夫
執
筆
）。
ま
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た
、
注
（

）
参
照
の
こ
と
。

43

（

）
龍
飛
鸞
鳴
、
鳯
翔
翩
翩
、
獅
子
白
鶴
、
嘯
歌
邕
邕
：「
鸞
」
は
鳳
凰
の
一
種
で
、
鶏
に
似
て
い
て
、
羽
は
赤
い
地
に
五
色
を
混

16
ぜ
た
よ
う
な
色
で
、
中
国
の
伝
統
音
階
・
施
法
の
基
本
で
あ
る
五
つ
の
音
、

宮

、

商

、
角
、
微
、
羽
の
五
音
の
律
に
合
っ

き
ゅ
う

し
ょ
う

か
く

ち

う

ご

い
ん

た
声
で
鳴
く
と
さ
れ
る
。「
獅
子
白
鶴
、
嘯
歌
邕
邕
」
と
い
う
表
現
は
、
例
え
ば
『
洞
玄
靈
寳
二
十
四
生
圖
經
』（
Ｈ
Ｙ
一
三
九

六
）
の
三
丁
裏
な
ど
に
も
見
え
る
。「
嘯
歌
」
は
声
を
細
く
長
く
引
い
て
歌
を
歌
う
こ
と
。「
邕
邕
」
は
、
穏
や
か
な
さ
ま
、
和

ら
ぐ
さ
ま
を
表
す
。

（

）
命
魔
之
節
・
十
絶
華
旛
：
「
節
」
は
旄
牛
の
尾
で
飾
っ
た
旗
印
で
、
古
代
中
国
で
天
子
か
ら
大
将
、
使
臣
等
に
賜
る
も
の
。

せ
つ

か
ら
う
し

17
「
旛
」
も
旗
の
一
種
で
、
長
く
垂
れ
下
が
っ
た
旗
、
ま
た
は
の
ぼ
り
。
古
霊
宝
経
の
ひ
と
つ
、『
太
上
洞
玄
靈
寳
眞
文
要
解
上

は
ん

經
』(

Ｈ
Ｙ
三
三
〇)

の
冒
頭
に
も
、「
十
方
至
眞
、
自
然
妙
行
眞
人
、
飛
仙
、
大
聖
衆
、
皆
浮
空
、
焼
香
散
華
、
旋
行
一
日
三

周
、
手
把
十
絶
華
旙
、
口
誦
洞
章(

十
方
至
眞
、
自
然
妙
行
眞
人
、
飛
仙
、
大
聖
衆
、
皆
な
空
に
浮
き
、
焼
香
し
散
華
し
、
旋

行
す
る
こ
と
一
日
に
三
周
、
手
に
十
絶
華
旙
を
把
り
、
口
に
洞
章
を
誦
す)

」(

一
丁
表)

と
あ
り
、
太
上
靈
寳
治
玄
都
玉
京
山

の
七
寳
玄
臺
で
、
真
人
や
飛
仙
が
手
に
「
十
絶
華
旛
」
を
持
っ
て
洞
章
を
口
誦
し
な
が
ら
旋
行
す
る
情
景
が
記
さ
れ
て
い
る
。

「
命
魔
之
節
」、「
十
絶
華
旛
」
と
い
う
旗
印
の
名
称
は
、
そ
れ
が
人
間
界
の
旗
印
で
は
な
く
、
天
上
界
の
旗
印
で
あ
る
こ
と
を

示
す
も
の
と
し
て
発
想
さ
れ
た
こ
と
が
窺
え
る
。
こ
こ
で
は
、
天
上
の
使
者
で
あ
る
天
真
が
、「
命
魔
之
節
」
や
「
十
絶
華

旛
」
と
い
っ
た
、
天
上
界
の
荘
厳
且
つ
華
や
か
な
旗
印
や
の
ぼ
り
を
手
に
し
た
無
数
の
仙
童
玉
女
を
伴
と
し
て
引
き
連
れ
て
降

臨
す
る
威
風
堂
々
た
る
情
景
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
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『
太
上
洞
玄
靈
寳
眞
一
勸
誡
法
輪
妙
經
』
訳
注
ノ
ー
ト

（
林
・
浅
野

）

（

）
結
駟
驎
騎
：「
駟
」
は
四
頭
立
て
の
馬
車
の
こ
と
。「
驎
」
は
駿
馬
。「
騎
」
は
乗
馬
用
の
馬
の
こ
と
。
こ
こ
で
は
乗
馬
用
の
駿

18
馬
を
四
頭
立
て
の
馬
車
に
繋
ぐ
意
味
に
取
っ
た
。

（

）
蓊
鬱
靈
軒
：「
蓊
鬱
」
は
、
雲
や
霧
が
盛
ん
に
立
ち
込
め
る
さ
ま
。「
靈
軒
」
の
「
軒
」
は
、
轅
が
曲
が
っ
て
高
く
上
に
反
り

19
上
が
っ
た
形
の
車
で
、
古
代
中
国
で
は
大
夫
以
上
の
貴
人
が
乗
る
車
。「
靈
」
に
は
神
の
よ
う
な
あ
ら
た
か
な
、
或
は
め
で
た

い
と
い
う
意
味
が
あ
り
、「
靈
軒
」
は
あ
ら
た
か
な
神
々
の
乗
る
天
上
界
の
乗
り
物
、
と
い
う
意
味
が
込
め
ら
れ
た
天
上
界
の

車
の
名
称
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
こ
で
「
蓊
鬱
靈
軒
」
と
い
う
表
現
で
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
て
い
る
天
上
界
の
乗
り
物
は
、
例
え
ば
、

『
正
統
道
蔵
』
に
収
め
ら
れ
て
い
る
『
上
清
八
道
秘
言
圖
』(

Ｈ
Ｙ
四
三
〇)

の
初
め
の
部
分
に
見
え
る
「
龍
軒
羽
蓋
」
の
図
が

近
い
か
も
し
れ
な
い
。『
上
清
八
道
秘
言
圖
』
で
は
天
上
界
の
乗
り
物
で
あ
る
「
龍
軒
羽
蓋
」
と
し
て
、
轅
が
上
に
反
り
上
が

っ
た
車
が
天
真
を
乗
せ
て
雲
の
上
に
乗
る
図
が
描
か
れ
て
い
る
。

左
図
：『
中
華
道
蔵
』
巻
一
、『
上
清
八
道
秘
言
圖
』
よ
り
（
張
繼
禹
主
編
、
華
夏
出
版
社
、
二
〇
〇
四
年
）
二
四
五
頁
）
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［
法
輪
妙
経
Ａ
・
テ
キ
ス
ト
２
：
二
丁
表
２
～
９
］

第
一
自
稱
太
上
玄
一
第
一
眞
人
鬱
羅
翹
。
第
二
自
稱
太
上
玄
一
第
二
眞
人
光
妙
音
。
第
三
自
稱
太
上
玄
一
第
三
眞
人
眞
定
光
。
三
眞

（
２
０
）

並
集
、
皆
項
有
圓
光
、
映
照
十
方
、
悉
各
坐
金
牀
錦
席
。
左
右
侍
官
、
皆
把
華
旛
、
燔
百
和
名
香
、
擎
立
空
青
之
案
・
八
色
之
巾
。

（
２
１
）

請
『
眞
一
勸
戒
法
輪
妙
經
』
飛
文
錦
帳
、
七
寳
纓
絡
玄
覆
經
上
。
靈
眞
煒
燁
於
絶
空
之
中
。

（
２
２
）

（
２
３
）

（
２
４
）

［
法
輪
妙
経
Ａ
・
テ
キ
ス
ト
２
訓
読
］

第
一
は
自
ら
太
上
玄
一
第
一
眞
人
鬱
羅
翹
と
稱
す
。
第
二
は
自
ら
太
上
玄
一
第
二
眞
人
光
妙
音
と
稱
す
。
第
三
は
自
ら
太
上
玄
一
第

三
眞
人
眞
定
光
と
稱
す
。
三
眞
並
び
に
集
ひ
、
皆
な
項
に
圓
光
有
り
、
十
方
を
映
照
し
、
悉
く
各
ゝ
金
牀
錦
席
に
坐
す
。
左
右
の
侍

官
は
、
皆
な
華
旛
を
把
り
、
百
和
の
名
香
を
燔
じ
、
空
青
の
案
・
八
色
の
巾
を
擎
げ
て
立
つ
。『
眞
一
勸
戒
法
輪
妙
經
』
を
飛
文
の

か

は
ん

と

さ
さ

錦
帳
に
請
ひ
、
七
寳
の
纓
絡
も
て
經
上
を
玄
覆
す
。
靈
眞
は
絶
空
の
中
に
煒
燁
す
。

い

よ
う

［
法
輪
妙
経
Ａ
・
テ
キ
ス
ト
２
現
代
語
訳
］

第
一
の
天
真
は
自
ら
を
太
上
玄
一
第
一
眞
人
鬱
羅
翹
と
称
し
た
。
第
二
の
天
真
は
自
ら
を
太
上
玄
一
第
二
眞
人
光
妙
音
と
称
し
た
。

第
三
の
天
真
は
自
ら
を
太
上
玄
一
第
三
眞
人
眞
定
光
と
称
し
た
。
三
人
の
天
真
が
一
同
に
集
り
、
皆
な
そ
の
う
な
じ
に
は
円
形
の
光

が
有
り
、(

そ
の
光
は)

十
方
を
明
る
く
照
ら
し
、
い
ず
れ
も
そ
れ
ぞ
れ
金
の

牀

に
錦
の

席

を
敷
い
た
上
に
坐
っ
て
い
た
。
左
右
に

し
ょ
う

む
し
ろ

侍
べ
る
天
界
の
官
人
た
ち
は
、
皆
な
華
旛
と
い
う
の
ぼ
り
を
手
に
持
ち
、
百
和
の
名
香
を
く
べ
、
空
青
の
案
と
八
色
の
布
巾
を
擎
げ
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ノ
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（
林
・
浅
野

）

て
立
っ
て
い
た
。『
眞
一
勸
戒
法
輪
妙
經
』
を
飛
文
の
文
様
の
錦
の

帳

の
上
に
頂
き
、
七
宝
の
玉
を
つ
な
い
だ
飾
り
で
そ
の
経
典
の

と
ば
り

上
を
空
中
か
ら
覆
っ
て
い
た
。
霊
妙
な
自
然
の
道(

た
る
経
典)

は
、
は
る
か
な
空
中
に
光
り
輝
い
て
い
た
。

［
法
輪
妙
経
Ａ
・
テ
キ
ス
ト
２
語
釈
・
注
釈
］

(
)

三
眞
：
三
人
の
太
上
玄
一
眞
人
に
つ
い
て
は
、
注
釈(

１)

及
び
注
釈
（
５
）
を
参
照
の
こ
と
。

20

(
)

空
青
之
案
：「
案
」
は
小
さ
な
机
。「
空
青
の
案
」
と
い
う
も
の
が
、
具
体
的
に
は
ど
の
様
な
も
の
か
は
、
こ
れ
だ
け
で
は
よ
く

21
分
か
ら
な
い
が
、「
空
青
」
に
は
「
大
空
、
青
空
」
と
い
う
意
味
が
あ
る
の
で
、
天
上
界
の
道
具
で
あ
る
こ
と
を
示
す
呼
称
で

あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
薬
用
・
顔
料
に
用
い
る
鉱
石
の
「
空
青
」
以
外
の
意
味
で
用
い
ら
れ
る
「
空
青
」
の
語
の
用
例
と
し
て
、

他
の
古
霊
宝
経
で
は
、『
太
上
諸
天
靈
書
度
命
妙
經
』(

Ｈ
Ｙ
二
三)

に
、「
元
始
天
尊
告
蒼
帝
君
曰
、
昔
龍
漢
之
年
、
靈
寳
眞
文

於
此
國
土
、
出
法
度
人
。
髙
上
大
聖
時
撰
出
妙
經
、
以
紫
筆
書
於
空
青
之
林
。
故
風
吹
此
樹
、
其
聲
成
音
。
九
色
之
鳥
、
恒
食

樹
葉
、
身
生
文
章(

元
始
天
尊
が
蒼
帝
君
に
告
げ
て
曰
く
、
昔
龍
漢
の
年
、
靈
寳
眞
文
此
の
國
土
に
於
い
て
、
法
を
出
し
人
を

度
す
。
髙
上
大
聖
時
あ
り
て
妙
經
を
撰
出
し
、
紫
筆
を
以
て
空
青
の
林
に
書
す
。
故
に
風
此
の
樹
に
吹
け
ば
、
其
の
聲
音
を
成

す
。
九
色
の
鳥
、
恒
に
樹
の
葉
を
食
せ
ば
、
身
に
文
章
を
生
ず)

」
云
々(

三
丁
裏
～
四
丁
表)

と
あ
る
。
ま
た
『
元
始
无
量
度

人
上
品
妙
經
四
註
』(

Ｈ
Ｙ
八
七)

巻
二
の
厳
東
注
に
、『
三
元
品
戒
』
の
略
舉
と
し
て
「
昔
龍
漢
之
年
、
玉
字
始
出
、
…(

中

略)

…
、
元
始
因
撰
作
十
部
妙
經
、
以
紫
筆
書
著
空
青
之
林(

昔
龍
漢
の
年
、
玉
字
始
め
て
出
で
、
…(

中
略)

…
、
元
始
因
り
て

十
部
妙
經
を
撰
作
し
、
紫
筆
を
以
て
空
青
の
林
に
書
き
著
は
す)

。」(
四
丁
表
～
裏)

と
あ
り
、
こ
れ
ら
の
用
例
で
は
、「
空
青



- 23 -

論
叢
ア
ジ
ア
の
文
化
と
思
想

第

号
31

の
林
」
は
、
眞
文
を
敷
演
し
て
撰
作
さ
れ
た
經
を
書
き
つ
け
た
樹
木
の
名
称
と
な
っ
て
い
る
。
更
に
上
清
経
の
『
上
清
黃
氣
陽

精
三
道
順
行
經
』(

Ｈ
Ｙ
三
三)

に
も
、「
凡
後
學
得
仙
、
莫
不
經
洞
陽
之
宮
、
受
八
鍊
而
昇
天
也
。
受
鍊
過
便
得
食
空
青
之
花

(
凡
そ
後
學
の
仙
を
得
る
に
、
洞
陽
の
宮
を
經
て
、
八
鍊
を
受
け
て
昇
天
せ
ざ
る
は
莫
き
な
り
。
受
鍊
過
ぎ
れ
ば
便
ち
空
青
の

花
を
食
す
る
を
得
た
り)

」(

六
丁
表)

、
ま
た
『
雲
笈
七
籤
』(

Ｈ
Ｙ
一
〇
二
六)

巻
八
の
「
釋
三
十
九
章
經
」
第
三
章
に
、「
玉

清
天
中
有
樹
似
松
、
名
曰
空
青
之
林
。
得
食
其
華
者
、
身
爲
金
光(

玉
清
天
中
に
樹
の
松
に
似
た
る
有
り
、
名
づ
け
て
空
青
の

林
と
曰
ふ
。
其
の
華
を
食
ら
ふ
こ
と
得
れ
ば
、
身
は
金
光
を
爲
す)

。」(

三
丁
表)

と
あ
り
、
こ
れ
ら
の
用
例
で
は
、「
空
青
の

花
」
は
、
受
錬
が
終
わ
り
昇
仙
す
る
者
が
食
べ
る
こ
と
の
で
き
る
も
の
で
あ
り
、
食
べ
る
と
身
体
に
金
色
の
光
が
生
じ
る
と
い

う
霊
験
あ
ら
た
か
な
も
の
で
あ
る
こ
と
が
判
る
。
先
に
引
用
し
た
『
太
上
諸
天
靈
書
度
命
妙
經
』
で
も
、
紫
の
筆
で
経
文
が
書

か
れ
た
「
空
青
の
林
」
の
木
の
葉
は
風
に
吹
か
れ
る
と
音
曲
を
奏
で
、
こ
れ
を
常
食
す
る
鳥
は
そ
の
身
体
に
経
文
が
あ
ら
わ
れ

る
と
あ
る
。「
空
青
の
案
」
と
い
う
名
称
は
、
こ
の
よ
う
な
空
青
の
林
の
樹
を
連
想
さ
せ
、
ま
た
、
そ
の
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
上

の
関
わ
り
が
あ
る
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。

(
)

飛
文
錦
帳
：「
飛
文
」
は
デ
ザ
イ
ン
や
文
様
の
一
種
と
考
え
ら
れ
る
。
衣
の
文
様
と
し
て
「
飛
文
」
の
表
現
が
見
え
る
例
に
は
、

22
他
に
『
太
平
御
覧
』(

Ｈ
Ｙ
一
二
二
〇)

巻
中
に
『
亀
山
元
籙
』
を
引
き
、「
有
明
光
錦
九
朱
飛
文
法
衣
、
三
素
飛
文
錦
衣
、
五

色
斑
衣
、
九
色
龍
衣
。
又
有
青
黄
紫
三
色
羽
衣(

明
光
の
錦
九
朱
飛
文
の
法
衣
、
三
素
飛
文
の
錦
衣
、
五
色
の
斑
衣
、
九
色
の

龍
衣
有
り
。
又
青
黄
紫
三
色
の
羽
衣
有
り)

」
云
々(

十
一
丁
裏)

と
あ
る
。

(
)

七
寳
纓
絡
玄
覆
經
上
：
こ
の
「
玄
」
は
、
何
も
な
い
空
中
の
よ
う
な
意
味
で
あ
り
、
イ
メ
ー
ジ
的
に
は
、
空
中(

何
か
を
吊
り

23
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下
げ
る
よ
う
な
も
の
が
無
い
場
所)

か
ら
七
宝
の
美
し
い
玉
飾
り
が
、
経
典
の
上
を
覆
う
よ
う
に
浮
か
ん
で
い
る
よ
う
な
情
景

と
考
え
ら
れ
る
。
現
在
の
仏
教
や
道
教
の
寺
院
で
、
天
井
か
ら
仏
像
や
神
像
の
上
に
き
ら
び
や
か
な
装
飾
が
吊
り
下
げ
ら
れ
て

い
る
様
子
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
具
体
的
に
は
そ
の
よ
う
な
情
景
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

(
)

靈
眞
：
文
脈
か
ら
見
て
、
こ
こ
で
虚
空
に
明
る
く
輝
い
て
い
る
「
靈
眞
」
と
は
、
葛
玄
に
授
け
ら
れ
よ
う
と
す
る
『
法
輪
妙

24
経
』
を
指
す
、
と
考
え
ら
れ
る
。『
法
輪
妙
経
』
Ｃ
に
、
北
獄
に
落
ち
る
罪
人
の
罪
行
と
し
て
「
或
疑
毀
正
文
、
訾
壊
寳
章
、

或
焼
敗
天
經
、
輕
慢
靈
眞(

或
は
正
文
を
疑
ひ
毀
ち
、
寳
章
を
訾
り
壊
し
、
或
は
天
經
を
焼
敗
し
、
靈
眞
を

輕

慢
す)

」(

四
丁

そ
し

き
ょ
う
ま
ん

裏)

と
述
べ
る
。「
正
文
」
と
「
寳
章
」、「
天
經
」
は
い
ず
れ
も
経
典
を
指
し
て
お
り
、「
天
經
」
と
対
と
な
る
「
靈
眞
」
も
経

典
を
指
す
と
解
釈
で
き
る
の
で
、
こ
こ
か
ら
も
『
法
輪
妙
経
』
Ａ
の
こ
の
「
靈
眞
」
は
、
経
典
を
指
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

［
法
輪
妙
経
Ａ
・
テ
キ
ス
ト
３
：
二
丁
表
９
～
三
丁
表
１
］

於
是
仙
公
稽
首
作
禮
。
天
尊
妙
重
、
未
敢
自
陳
。
唯
心
歡
神
、
暢
伏
聽
戒
言
。

（
２
５
）

太
上
玄
一
眞
人
鬱
羅
翹
告
太
極
左
仙
公
曰
、

「
子
積
劫
念
行
、
損
身
救
物
、
開
度
有
生
、
惠
逮
草
木
。
託
身
林
阜
、
守
情
忍
色
、
恭
禮
師
宗
、
存
弗
厭
極
、
苦
志
篤
厲
、
乃
有
至

（
２
６
）

德
、
致
紫
蘭
臺
金
闕
上
清
宮
有
瓊
文
紫
字
、
功
德
巍
巍
、
行
合
上
仙
。
太
上
命
太
極
眞
人
徐
來
勒
、
保
汝
爲
三
洞
大
法
師
。
今
復
命

（
２
７
）

（
２
８
）

（
２
９
）

我
、
來
爲
子
作
第
一
度
師

。
子
可
復
坐
。
我
當
告
子
「
開
度
法
輪
勸
戒
要
訣
」、
使
子
知
有
宿
命
、
先
身
罪
福
致
今
之
報
。
於
是
説

（
３
０
）

（
３
１
）
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之
。
子
將
無
欲
聞
之
乎
。
能
奉
之
者
、
便
當
靜
聽
」。

［
法
輪
妙
経
Ａ
・
テ
キ
ス
ト
３
訓
読
］

是
に
於
い
て
仙
公
稽
首
し
作
禮
す
。
天
尊
は
妙
重
な
れ
ば
、
未
だ
敢
へ
て
自
ら
は
陳
べ
ず
。
唯
だ
心
に
神
を
歡
び
、
暢
伏
し
て
戒
言

を
聽
く
。

太
上
玄
一
眞
人
鬱
羅
翹
が
太
極
左
仙
公
に
告
げ
て
曰
く
、

「
子
は
劫
を
積
み
て
念
行
し
、
身
を
損
ひ
て
物
を
救
ひ
、
有
生
を
開
度
し
、
惠
み
は
草
木
に
逮
ぶ
。
身
を
林
阜
に
託
し
、
情
を
守
り

も
つ

色
を
忍
び
、
師
に
恭
禮
し
て

宗

び
、
存
し
て
厭
ひ
極
む
る
を
弗
ひ
、
苦
志
す
る
こ
と
篤
厲
な
れ
ば
、
乃
ち
至
德
有
り
、
紫
蘭
臺
金

た
っ
と

は
ら

闕
上
清
宮
に
瓊
文
紫
字
有
る
を
致
し
、
功
德
は
巍
巍
と
し
て
、
行
ひ
は
上
仙
に
合
す
。
太
上
は
太
極
眞
人
徐
來
勒
に
命
じ
、
汝
を
保

し
て
三
洞
大
法
師
と
爲
さ
し
む
。
今
復
た
我
に
命
じ
、
來
り
て
子
が
爲
に
第
一
度
師
と
作
さ
し
む
。
子
復
た
坐
す
べ
し
。
我
當
に
子

に
「
開
度
法
輪
勸
戒
要
訣
」
を
告
げ
、
子
を
し
て
宿
命
有
り
、
先
身
の
罪
福
今
の
報
ひ
を
致
す
を
知
ら
し
む
べ
し
。
是
に
於
い
て
之

を
説
く
。
子
將
に
之
を
聞
か
ん
と
欲
す
る
こ
と
無
か
ら
ん
や
。
能
く
之
を
奉
ず
る
者
は
、
便
ち
當
に
靜
聽
す
べ
し
」
と
。

［
法
輪
妙
経
Ａ
・
テ
キ
ス
ト
３
現
代
語
訳
］

そ
こ
で
仙
公
は
額
づ
き
（
天
真
た
ち
に
）
拝
礼
し
た
。
天
尊
（
た
る
三
人
の
真
人
）
は
妙
な
る
尊
き
存
在
で
あ
る
の
で
、（
仙
公
は
）

敢
え
て
自
分
の
方
か
ら
話
し
か
け
る
こ
と
は
し
な
か
っ
た
。
た
だ
心
は
神
（
の
降
臨
）
を
歓
び
、
地
に
伏
し
て
（
天
真
の
）
教
戒
の

言
葉
を
拝
聴
し
た
。
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太
上
玄
一
眞
人
鬱
羅
翹
は
太
極
左
仙
公
に
告
げ
て
次
の
よ
う
に
言
っ
た
。

「
そ
な
た
は
非
常
に
長
い
時
間
を
積
み
重
ね
て
瞑
想
の
修
行
を
し
、
己
の
身
を
損
っ
て
衆
生
を
救
済
し
、
命
有
る
も
の
を
悟
り
に
至

ら
せ
、
そ
の
恵
み
は
草
木
に
も
及
ん
だ
。
己
の
身
を
深
い
林
に
委
ね
、
心
の
動
き
を
制
御
し
欲
望
を
抑
制
し
、
師
に
恭
し
く
礼
を
以

て
対
応
し
て
敬
い
、
瞑
想
し
て
（
修
行
を
）
ひ
ど
く
厭
う
心
を
は
ら
い
、
苦
行
し
て
修
行
の
目
的
達
成
を
志
す
こ
と
に
熱
心
に
励
ん

だ
の
で
、
そ
れ
で
こ
の
上
な
い
徳
が
有
る
よ
う
に
な
り
、（
天
界
の
）
紫
蘭
臺
金
闕
上
清
宮
に
は
神
仙
と
な
る
者
の
名
を
記
す
天
上
界

の
名
簿
に
美
し
く
神
々
し
い
文
字
（
で
書
か
れ
た
名
前
）
が
有
る
よ
う
に
な
り
、
そ
の
功
徳
は
す
ば
ら
し
く
高
大
で
あ
り
、
そ
の
行

い
は
上
位
の
天
仙
（
の
行
い
）
に
合
致
し
て
い
る
。（
そ
こ
で
）
太
上
大
道
君
は
、
太
極
眞
人
徐
來
勒
に
命
じ
て
、
そ
な
た
を
保
挙
し

て
三
洞
大
法
師
と
し
た
。
今
復
た
私
に
命
じ
、（
私
を
そ
な
た
の
も
と
に
）
来
さ
せ
て
、
そ
な
た
の
為
に
第
一
度
師
と
し
た
。
そ
な
た

は
（
身
を
起
こ
し
て
）
復
た
坐
る
が
よ
い
。
私
は
ま
さ
に
そ
な
た
に
「
開
度
法
輪
勸
戒
要
訣
」
を
教
え
て
、
そ
な
た
に
宿
命
と
い
う

も
の
が
有
り
、
前
世
の
罪
や
（
善
行
に
よ
っ
て
受
け
た
）
幸
福
が
今
世
の
報
い
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
知
ら
し
め
よ
う
と
思
う
。
そ

こ
で
こ
れ
（
「
法
輪
勸
戒
要
訣
」）
を
説
く
。
そ
な
た
は
ま
さ
か
こ
れ
を
聞
き
た
い
と
思
わ
な
い
と
い
う
こ
と
は
あ
る
ま
い
。
よ
く
こ

れ
を
つ
つ
し
ん
で
受
け
る
の
で
あ
れ
ば
、
す
ぐ
に
も
静
聴
す
る
べ
き
で
あ
る
」。

［
法
輪
妙
経
Ａ
・
テ
キ
ス
ト
３
語
釈
・
注
釈
］

○
こ
の
部
分
の
、「
太
上
玄
一
第
一
眞
人
」
か
ら
「
法
輪
勸
戒
要
訣
」
ま
で
は
、『
無
上
秘
要
』（
Ｈ
Ｙ
一
一
三
〇
）
巻
三
四
「
師
質

品
」
に
『
洞
玄
法
輪
經
』
と
し
て
引
く
。『
無
上
秘
要
』
で
は
、
二
丁
裏
七
行
目
に
見
え
る
「
太
極
眞
人
」
の
名
で
あ
る
「
徐
來
勒
」
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が
無
く
、
単
に
「
太
極
眞
人
」
と
の
み
あ
る
。

（

）
天
尊
：
こ
こ
で
の
「
天
尊
」
は
、「
元
始
天
尊
」
で
は
な
く
、
天
台
山
中
の
葛
玄
の
も
と
に
降
臨
し
た
太
上
玄
一
三
眞
人
に
対

25
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。『
法
輪
妙
経
』
Ａ
の
四
丁
裏(

テ
キ
ス
ト
７)

に
、「
仙
公
唯
唯
、
伏
受
誨
命
、
惟
願
天
尊
哀
而
矜
愍
」

と
あ
り
、
こ
こ
で
も
葛
玄
が
「
太
上
玄
一
眞
人
」
に
対
し
て
、「
天
尊
」
と
い
う
呼
称
を
用
い
て
い
る
。
ま
た
、「
天
尊
」
は
他

の
古
霊
宝
経
で
も
、「
元
始
天
尊
」
と
い
っ
た
特
定
の
神
格
の
略
称
で
な
く
、
対
面
し
て
い
る
天
真
へ
直
接
呼
び
か
け
る
際
の

尊
称
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
例
が
見
え
る
。
例
え
ば
、『
洞
玄
靈
寳
二
十
四
生
圖
經
』（
Ｈ
Ｙ
一
三
九
六
）
に
、
後
聖
李
君
が

元
始
天
王
に
問
い
か
け
る
場
面
で
、「
今
遇
天
尊
、
喜
度
難
言
、
願
垂
成
就
極
其
道
眞
（
今
天
尊
に
遇
ひ
、
喜
度
言
ひ
難
し
、

願
は
く
は
其
の
道
眞
を
極
む
る
こ
と
を
成
就
す
る
を
垂
れ
ん
こ
と
を
）」（
三
丁
裏
）
と
見
え
る
。
こ
の
よ
う
に
古
霊
宝
経
に
見

え
る
「
天
尊
」
が
、
必
ず
し
も
「
元
始
天
尊
」
を
指
す
と
は
限
ら
な
い
こ
と
に
つ
い
て
は
、
つ
と
に
劉
屹
氏
が
指
摘
し
て
い
る
。

（
劉
屹
『
六
朝
道
敎
古
靈
寶
經
的
歷
史
學
研
究
』（
二
〇
一
八
年
、
上
海
古
籍
出
版
社
）
第
四
章
第
二
節
『
綫
索
之
一
：
「
天

尊
」
與
「
元
始
天
尊
」』
参
照
。）

（

）
損
身
救
物
：
「
物
」
は
、
仏
教
で
は
衆
生
、
と
り
わ
け
人
を
指
す
。
例
え
ば
、
梁
の
慧
皎
撰
『
高
僧
傳
』
巻
十
二
で
は
、
衆

も
つ

26
生
を
救
済
す
る
た
め
に
自
身
を
犠
牲
に
し
た
僧
た
ち
を
「
斯
皆
尚
乎
兼
濟
之
道
、
忘
我
利
物
者
也
（
斯
れ
皆
な
兼
濟
の
道
を
尚

び
、
我
を
忘
れ
物
を
利
す
る
者
な
り
）」（
大
正
蔵
五
〇
巻
四
〇
六
頁
上
）
と
評
す
る
文
中
、「
物
」
を
衆
生
の
意
味
で
用
い
て

い
る
。
こ
こ
で
も
、
仏
教
と
同
じ
く
衆
生
を
指
す
意
味
で
「
物
」
の
語
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。

（

）
瓊
文
紫
字
：「
瓊
文
」
は
、『
正
一
法
文
法
籙
部
儀
』（
Ｈ
Ｙ
一
二
三
二
）
に
、「
夫
受
靈
寳
開
度
、
不
顯
於
師
、
則
死
籍
不
解
。

27
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『
太
上
洞
玄
靈
寳
眞
一
勸
誡
法
輪
妙
經
』
訳
注
ノ
ー
ト

（
林
・
浅
野

）

瓊
文
無
名
、
徒
受
寳
經
、
永
無
傳
付
、
閉
塞
大
法
（
夫
れ
靈
寳
を
受
け
開
度
す
る
に
、
師
を
顯
ら
か
に
せ
ざ
れ
ば
、
則
ち
死
籍

解
け
ず
。
瓊
文
に
名
無
け
れ
ば
、
徒
ら
に
寳
經
を
受
け
、
永
く
傳
付
す
る
無
く
、
大
法
を
閉
塞
し
）」
云
々
（
二
三
丁
表
）
と

あ
り
、
こ
こ
で
は
「
瓊
文
」
は
宝
経
を
受
け
る
資
格
の
有
る
者
の
名
を
記
し
た
天
上
界
の
名
簿
の
よ
う
な
も
の
と
し
て
考
え
ら

れ
て
い
る
。
ま
た
、『
雲
笈
七
籤
』（
Ｈ
Ｙ
一
〇
二
六
）
巻
七
に
「
琅

虯

瓊
文
」
と
し
て
、「
飛
行
羽
經
云
、
金
書
玉
籙
乃
琅
虯

ろ
う
き
ゅ
う
け
い
ぶ
ん

瓊
文
也
（
飛
行
羽
經
に
云
ふ
、
金
書

玉

籙
乃
ち
琅
虯
瓊
文
な
り
、
と
）」（
十
丁
裏
）
と
あ
り
、
こ
こ
で
も
「
瓊
文
」
は
「
玉

ぎ
ょ
く
ろ
く

籙
」、
即
ち
天
上
界
の
名
簿
の
よ
う
な
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。「
紫
字
」
に
つ
い
て
は
、『
上
清
黄
氣
陽
精
三
道
順
行
經
』（
Ｈ
Ｙ

三
三
）
の
二
十
一
丁
表
に
記
載
さ
れ
た
符
の
説
明
に
、「
右
紫
書
丹
字
、
月
魂
隱
音
、
皆
書
月
中
南
境
空
青
之
林
、
結
自
然
之

書
也
（
右
紫
書
丹
字
は
、
月
魂
の
隱
音
、
皆
な
月
中
南
の
境
の
空
青
の
林
に
書
し
、
自
然
の
書
を
結
ぶ
な
り
）」、
と
見
え
る
。

こ
の
「
紫
書
丹
字
」
に
つ
い
て
は
、
そ
の
前
に
は
「
丹
書
紫
字
、
結
音
空
青
（
丹
書
紫
字
は
、
音
を
空
青
に
結
ぶ
）」
云
々

（
二
十
丁
裏
）
と
あ
る
よ
う
に
、「
丹
書
紫
字
」
い
う
表
現
も
さ
れ
て
い
て
、「
紫
書
丹
字
」
は
「
丹
書
紫
字
」
と
言
い
換
え
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
で
あ
る
。「
紫
書
丹
字
」
は
更
に
あ
と
に
は
、「
紫
書
丹
字
、
結
於
八
素
自
然
之
氣
（
紫
書
丹
字
は
、
八
素

自
然
の
氣
を
結
ぶ
。）」（
二
二
丁
裏
）
と
あ
り
、
自
然
の
気
か
ら
成
る
も
の
と
し
て
考
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、

「
紫
字
」
を
「
丹
字
」
と
言
い
換
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、「
紫
字
」
は
紫
色
の
文
字
と
い
う
意
味
で
は
な
く
、
神
聖
な
文
字

（
で
書
か
れ
た
も
の
）
と
い
う
意
味
合
い
で
用
い
ら
れ
て
い
る
と
推
察
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
を
参
考
に
し
て
、
現
代
語
訳
を
試
み

た
。
な
お
、
空
青
の
林
に
自
然
の
書
が
記
さ
れ
て
い
る
と
い
う
設
定
は
、『
太
上
諸
天
靈
書
度
命
妙
経
』（
Ｈ
Ｙ
二
三
）
や
、

『
上
清
黄
氣
陽
精
三
道
順
行
經
』
に
記
載
さ
れ
た
符
の
説
明(

二
十
一
丁
表)
に
も
窺
え
る
。
注
釈
（

）
を
参
照
の
こ
と
。

21
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（

）
太
極
眞
人
徐
來
勒
：
太
極
眞
人
と
い
う
天
真
の
称
号
（
天
界
の
神
仙
の
位
）
は
、
上
清
経
の
中
に
も
見
え
る
が
、「
徐
來
勒
」

28
と
い
う
名
の
太
極
眞
人
は
、
霊
宝
経
に
登
場
す
る
が
上
清
経
に
は
見
え
な
い
。
こ
の
こ
と
か
ら
、「
太
極
眞
人
徐
來
勒
」
は
霊

宝
経
独
自
の
神
格
と
言
え
る
。
太
極
眞
人
徐
來
勒
の
名
が
見
え
る
古
霊
宝
経
と
し
て
は
、
現
行
・
現
存
の
テ
キ
ス
ト
で
は
、

『
上
清
太
極
隠
注
玉
經
寳
訣
』（
Ｈ
Ｙ
四
二
五
）、『
自
然
經
訣
』（
敦
煌
写
本
ペ
リ
オ
二
三
五
六
、
ペ
リ
オ
二
四
〇
三
、
ペ
リ
オ

二
四
五
二
）、『
太
上
洞
玄
靈
寳
本
行
宿
縁
經
』（
Ｈ
Ｙ
一
一
〇
六
）
等
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
テ
キ
ス
ト
で
共
通
す
る
こ

と
は
、
太
極
眞
人
徐
來
勒
が
葛
玄
に
教
法
を
伝
授
し
、
経
典
伝
授
の
系
譜
の
上
で
、
葛
玄
の
師
と
な
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

『
法
輪
妙
経
』
Ａ
で
は
、「
太
上
玄
一
眞
人
」
に
よ
っ
て
語
ら
れ
る
過
去
の
話
の
内
容
か
ら
、「
太
極
眞
人
徐
來
勒
」
が
か
つ
て

葛
玄
を
推
挙
（
保
挙
）
し
て
、
彼
に
「
三
洞
大
法
師
」
の
法
位
を
受
け
さ
せ
た
こ
と
が
判
る
。
な
お
、
現
存
す
る
『
太
極
左
仙

公
請
問
經
上
』（
ス
タ
イ
ン
一
三
五
一
）
を
見
る
と
、
葛
玄
の
師
と
し
て
、「
太
極
眞
人
」
で
は
な
く
「
太
上
太
極
高
上
老
子
无

上
法
師
」、
ま
た
略
称
し
て
「
高
上
老
子
」
と
い
う
神
格
が
登
場
す
る
が
、『
太
上
洞
玄
靈
寳
本
行
宿
縁
經
』
を
見
る
と
、
一
丁

表
に
登
場
す
る
「
太
極
眞
人
高
上
法
師
」
が
自
ら
「
徐
來
勒
」
と
名
乗
っ
て
お
り
（
十
三
丁
裏
）、
こ
こ
か
ら
、『
太
極
左
仙
公

請
問
經
上
』
の
「
高
上
老
子
」
が
「
太
極
眞
人
徐
來
勒
」
で
あ
る
こ
と
が
判
る
。
徐
來
勒
と
葛
玄
に
つ
い
て
は
、
注
釈
（
１
）

に
挙
げ
た
、
神
塚
淑
子
氏
や
謝
世
維
氏
の
先
行
研
究
を
参
照
の
こ
と
。

（

）
保
汝
爲
三
洞
大
法
師
：「
三
洞
大
法
師
」
と
い
う
法
位
は
、
現
存
す
る
古
霊
宝
経
で
は
、
訳
注
者
が
検
索
し
た
限
り
で
は
道
蔵

29
本
『
法
輪
妙
経
』
の
他
、『
洞
玄
靈
寳
長
夜
之
府
九
幽
玉
匱
明
眞
科
』（
Ｈ
Ｙ
一
四
〇
〇
）
の
二
十
七
丁
表
や
二
十
八
丁
裏
の
、

儀
礼
の
中
で
神
々
に
道
士
が
自
分
の
法
位
を
申
し
上
げ
る
箇
所
に
見
え
る
。
ま
た
、「
三
洞
大
法
師
」
の
他
に
、「
三
洞
法
師
」
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『
太
上
洞
玄
靈
寳
眞
一
勸
誡
法
輪
妙
經
』
訳
注
ノ
ー
ト

（
林
・
浅
野

）

と
い
う
法
位
が
『
自
然
經
訣
』
や
、『
太
上
洞
玄
靈
寳
本
行
因
緣
經
』（
Ｈ
Ｙ
一
一
〇
七
）
な
ど
に
見
え
る
。『
自
然
經
訣
』（
ペ

リ
オ
二
四
〇
三
）
で
は
、
こ
の
「
三
洞
法
師
」
に
つ
い
て
、「
仙
公
曰
」
と
し
て
、「
靈
寳
文
亦
包
諸
經
、
可
名
三
洞
法
師
也

（
靈
寳
文
も
亦
た
諸
經
を
包
め
ば
、
三
洞
法
師
と
名
づ
く
べ
き
な
り
）」（『
中
華
道
蔵
』
第
四
巻
、
九
八
頁
中
段
）
と
述
べ
る
。

更
に
『
自
然
經
訣
』（
ペ
リ
オ
二
四
五
二
）
で
は
、「
太
上
三
洞
靈
寳
經
法
師
」（『
中
華
道
蔵
』
第
三
巻
、
九
八
頁
中
段
）、「
靈

寳
三
洞
法
師
」（
『
中
華
道
蔵
』
第
三
巻
、
一
〇
〇
頁
上
段
）
と
い
う
表
記
も
見
え
る
。
ま
た
、『
太
上
洞
玄
靈
寳
本
行
因
緣

經
』
に
は
、「
不
信
大
經
弘
遠
之
辭
、
不
務
齋
戒
、
不
尊
三
洞
法
師
、
好
樂
小
乗
、
故
得
地
仙
之
道
（
大
經
弘
遠
の
辭
を
信
じ

ず
、
齋
戒
を
務
め
ず
、
三
洞
法
師
を
尊
ば
ず
、
好
み
て
小
乗
を
樂
し
む
、
故
に
地
仙
の
道
を
得
る
）」
云
々
（
一
丁
裏
）
と
見

え
る
。（
「
三
洞
法
師
」
に
言
及
す
る
近
年
の
主
要
な
先
行
研
究
と
し
て
は
、
王
承
文
『
敦
煌
古
靈
寳
經
與
晋
唐
道
敎
』（
中
華

書
局
、
二
〇
〇
二
年
）
第
三
章
第
一
節
：『
古
靈
寳
經
與
道
敎
「
三
洞
」
學
説
的
起
源
」
の
四
：「
古
靈
寳
經
與
「
三
洞
經
書
」

的
傳
受
儀
及
「
三
洞
法
師
」
和
「
三
洞
弟
子
」」、
劉
屹
（
注
釈
（

）
前
掲
書
）『
六
朝
道
敎
古
靈
寳
經
的
歷
史
學
研
究
』
下

25

篇
第
八
章
第
二
節
：『
古
靈
寳
經
中
的
「
三
洞
説
」』
等
が
あ
る
。）

（

）
第
一
度
師
：『
法
輪
妙
經
』
Ａ
で
は
、
太
上
玄
一
三
眞
人
が
そ
れ
ぞ
れ
葛
玄
の
度
師
と
な
り
、
こ
の
三
人
の
度
師
に
よ
っ
て
要

30
訣
・
誡
が
葛
玄
に
伝
授
さ
れ
る
こ
と
が
説
か
れ
て
い
る
。
ま
た
、
テ
キ
ス
ト
７
の
部
分
に
は
「
太
上
以
子
宿
勲
高
重
故
、
命
我

等
爲
子
三
師
、
度
子
要
訣
、
以
成
子
道
、
使
子
速
得
飛
騰
三
界
、
遊
乎
上
清
、
身
詣
金
闕
、
受
號
仙
公
也
。」（
四
丁
裏
）
と
あ

り
、
三
人
の
度
師(

三
度
師)

か
ら
教
法
を
伝
授
さ
れ
る
こ
と
で
は
じ
め
て
、
葛
玄
は
太
極
宮
に
登
り
、
太
極
仙
公
の
任
を
拝
す

る
こ
と
が
で
き
る
と
説
明
さ
れ
て
い
る
。
即
ち
、
こ
の
経
典
で
は
、
三
師
に
よ
る
経
訣
伝
授
が
、
得
道
昇
仙
の
為
の
必
須
条
件
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と
な
っ
て
お
り
、
加
え
て
師
（
師
宝
）
の
存
在
が
重
視
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
に
こ
の
経
典
の
編
纂
目
的
が
窺
え
る
。
同
時
に
注

目
す
べ
き
は
、
三
師
に
よ
る
経
訣
伝
授
以
前
に
「
太
極
眞
人
徐
來
勒
」
が
下
り
、「
三
洞
大
法
師
」
に
保
挙
さ
れ
、「
仙
公
」
と

な
っ
た
は
ず
の
葛
玄
に
対
し
て
、
こ
こ
で
は
「
太
極
仙
公
」
に
任
じ
ら
れ
る
正
式
な
手
続
き
が
ま
だ
完
了
し
て
お
ら
ず
、
三
師

に
よ
る
經
訣
伝
授
を
改
め
て
行
う
必
要
が
あ
る
と
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
こ
れ
は
、『
法
輪
妙
経
』
の
成
書
時
期
と
関
わ
る
も

の
で
あ
る
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。

（

）「
法
輪
勸
戒
要
訣
」：
道
蔵
本
『
法
輪
妙
経
』
四
篇
の
う
ち
、『
法
輪
妙
経
』
Ａ
は
、
内
容
か
ら
見
て
『
法
輪
妙
経
』
全
体
の
序

31
に
当
た
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
経
典
中
、
三
眞
人
が
各
々
葛
玄
に
伝
授
す
る
要
訣
は
、『
法
輪
妙
経
』
Ｂ
・
Ｃ
・
Ｄ
と
そ
れ

ぞ
れ
次
の
よ
う
に
対
応
し
て
い
る
。（
神
塚
淑
子
（
注
釈
（
１
）
前
掲
書
）『
道
教
経
典
の
形
成
と
仏
教
』
第
一
篇
第
三
章
二
を

参
照
。）

第
一
玄
一
眞
人
の
伝
授
す
る
「
開
度
法
輪
勸
戒
要
訣
」

…
『
太
上
玄
一
眞
人
説
勸
誡
法
輪
妙
經
』（『
法
輪
妙
経
』
Ｂ
）

第
二
玄
一
眞
人
の
伝
授
す
る
「
三
途
五
苦
生
死
命
根
勸
誡
要
訣
」

…
『
太
上
玄
一
眞
人
説
三
途
五
苦
勸
誡
經
』（『
法
輪
妙
経
』
Ｃ
）

第
三
玄
一
眞
人
の
伝
授
す
る
「
無
量
妙
通
轉
神
入
定
勸
誡
要
訣
」

…
『
太
上
玄
一
眞
人
説
妙
通
轉
神
入
定
經
』（『
法
輪
妙
経
』
Ｄ
）
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『
太
上
洞
玄
靈
寳
眞
一
勸
誡
法
輪
妙
經
』
訳
注
ノ
ー
ト

（
林
・
浅
野

）

［
法
輪
妙
経
Ａ
・
テ
キ
ス
ト
４
：
三
丁
表
２
～
９
］

太
上
玄
一
第
二
眞
人
光
妙
音
告
左
仙
公
曰
、

「
子
轉
輪
生
死
、
與
善
結
縁
、
歷
劫
積
稔
、
代
代
不
休
、
棄
榮
委
禄
、
投
身
幽
阜
、
饑
寒
嶮
㠊
、
念
道
不
言
。
欽
仰
師
寳
、
恒
如
對

（
３
２
）

神
、
仁
和
心
柔
、
坐
起
欣
欣
、
長
齋
苦
思
。
時
不
虧
間
、
精
感
遐
徹
。
故
名
標
上
清
。
太
上
命
我
爲
子
第
二
度
師
。
當
具
告
子
「
三

（
３
３
）

（
３
４
）

塗
五
苦
生
死
命
根
勸
戒
要
訣
」、
使
子
知
魂
神
苦
痛
所
從
而
來
。
欲
聞
之
不
乎
。
吾
當
爲
子
説
之
。
子
當
奉
之
焉
」。

［
法
輪
妙
経
Ａ
・
テ
キ
ス
ト
４
訓
読
］

太
上
玄
一
第
二
眞
人
光
妙
音
が
左
仙
公
に
告
げ
て
曰
く
、

「
子
は
轉
輪
生
死
し
、
善
と
縁
を
結
び
、
劫
を
歷
て
稔
を
積
み
、
代
代
休
ま
ず
、
榮
え
を
棄
て
禄
を
委
て
、
身
を
幽
阜
に
投
じ
、
嶮

す

㠊
に
饑
寒
す
る
も
、
道
を
念
じ
て
言
は
ず
。
師
寳
を
欽
仰
し
、
恒
に
神
に
對
す
る
が
如
く
し
、
仁
は
和
み
心
は
柔
ら
ぎ
、
坐
起
す
る

な
ご

に
欣
欣
と
し
、
長
齋
苦
思
す
。
時
に
間
を
虧
か
ず
、

精

ら
か
に
感
じ
遐
か
に
徹
す
。
故
に
名
は
上
清
に
標
さ
る
。
太
上
我
に
命
じ

つ
ま
び

し
る

て
子
の
第
二
度
師
と
爲
さ
し
む
。
當
に
具
さ
に
子
に
「
三
塗
五
苦
生
死
命
根
勸
戒
要
訣
」
を
告
げ
、
子
を
し
て
魂
神
の
苦
痛
の
從
り

つ
ぶ

て
來
る
所
を
知
ら
し
む
べ
し
。
之
を
聞
か
ん
と
欲
す
る
や
不
や
。
吾
當
に
子
が
爲
に
之
を
説
く
べ
し
。
子
當
に
之
を
奉
ず
べ
き
な

い
な

り
」
と
。
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［
法
輪
妙
経
Ａ
・
テ
キ
ス
ト
４
現
代
語
訳
］

太
上
玄
一
第
二
眞
人
光
妙
音
は
左
仙
公
に
告
げ
て
次
の
よ
う
に
言
っ
た
。

「
そ
な
た
は
幾
度
も
輪
廻
転
生
し
、
善
と
縁
を
結
び
、
長
い
時
を
積
み
重
ね
、
転
生
す
る
ご
と
に
（
修
行
を
）
休
む
こ
と
な
く
、
世

俗
の
栄
誉
を
棄
て
（
役
人
の
）
俸
禄
に
見
向
き
も
せ
ず
、
そ
の
身
を
人
里
離
れ
た
場
所
に
お
き
、
険
し
い
山
中
で
飢
え
凍
え
て
も
、

道
（
の
教
え
）
を
心
に
思
っ
て
（
辛
い
と
は
）
言
わ
な
か
っ
た
。
宝
で
あ
る
師
を
尊
敬
し
て
慕
い
、
常
に
神
に
対
す
る
よ
う
に
応
対

し
、
そ
の
仁
徳
は
和
や
か
で
心
は
温
柔
で
あ
り
、
日
々
の
生
活
を
喜
ん
で
送
り
、
長
斎
し
て
色
々
と
思
念
し
た
。
間
を
あ
け
る
こ
と

な
く
、
は
っ
き
り
と
（
天
真
に
）
感
応
し
て
遥
か
彼
方
ま
で
心
を
響
か
せ
応
じ
た
。
そ
こ
で
（
そ
な
た
の
）
名
は
上
清
（
宮
）
に
し

る
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
太
上
大
道
君
は
私
に
命
じ
て
（
私
を
）
そ
な
た
の
第
二
度
師
と
し
た
。（
そ
こ
で
私
は
）
ま
さ
に
つ
ぶ
さ
に
そ

な
た
に
「
三
塗
五
苦
生
死
命
根
勸
戒
要
訣
」
を
教
え
、
そ
な
た
に
魂
の
苦
し
み
痛
み
が
い
ず
こ
よ
り
来
る
の
か
を
知
ら
し
め
よ
う
と

思
う
。（
そ
な
た
は
）
こ
れ
（「
三
塗
五
苦
生
死
命
根
勸
戒
要
訣
」）
を
聞
き
た
い
と
思
う
か
否
か
。
私
は
ま
さ
に
そ
な
た
の
為
に
こ
れ

を
説
く
の
で
あ
る
。
そ
な
た
も
こ
れ
を
つ
つ
し
ん
で
受
け
る
べ
き
で
あ
る
」。

［
法
輪
妙
経
Ａ
・
テ
キ
ス
ト
４
語
釈
・
注
釈
］

○
こ
の
部
分
の
、「
太
上
玄
一
第
二
眞
人
」
か
ら
「
三
塗
五
苦
生
死
命
根
勸
戒
要
訣
」
ま
で
は
、『
無
上
秘
要
』（
Ｈ
Ｙ
一
一
三
〇
）
巻

三
四
「
師
質
品
」
に
『
洞
玄
法
輪
經
』
と
し
て
引
く
。
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『
太
上
洞
玄
靈
寳
眞
一
勸
誡
法
輪
妙
經
』
訳
注
ノ
ー
ト

（
林
・
浅
野

）

(
)

師
寳
：
道
教
の
三
宝
の
ひ
と
つ
で
、
道
を
学
ぶ
者
に
教
法
を
伝
授
す
る
存
在
で
あ
る
師
の
こ
と
を
指
す
。
中
国
で
は
仏
教
伝
来

32
以
前
か
ら
、
大
切
な
事
物
を
「
三
宝
」
と
呼
ぶ
例
が
有
っ
た
（『
老
子
』
六
七
章
、「
我
有
三
寳
、
持
而
保
之
。
一
曰
慈
。
二
曰

檢
。
三
曰
不
敢
爲
天
下
先(

我
に
三
寳
有
り
、
持
し
て
之
を
保
つ
。
一
に
曰
く
慈
。
二
に
曰
く
檢
。
三
に
曰
く
敢
へ
て
天
下
の

先
と
爲
ら
ず)

。」）
が
、
仏
教
伝
来
と
共
に
、
仏
教
に
於
い
て
最
も
重
要
な
三
つ
の
こ
と
を
仏
・
法
・
僧
の
「
三
宝
」
と
し
て

尊
ぶ
こ
と
が
知
ら
れ
る
と
、
道
教
で
も
仏
教
に
倣
っ
た
「
三
宝
」
を
説
く
よ
う
に
な
っ
た
と
さ
れ
る
。
道
教
の
三
宝
と
は
、
道

宝
・
経
宝
・
師
宝
を
い
う
。
例
え
ば
、
古
霊
宝
経
の
ひ
と
つ
、『
太
上
洞
玄
靈
寳
本
行
宿
縁
經
』（
Ｈ
Ｙ
一
一
〇
六
）
に
、「
言

三
寳
者
、
道
寳
太
上
・
經
寳
・
師
寳
、
是
爲
三
寳
（
三
寳
と
言
ふ
は
、
道
寳
太
上
・
經
寳
・
師
寳
、
是
れ
三
寳
と
爲
す
）」（
十

二
丁
表
）
と
見
え
る
。「
三
宝
」
に
つ
い
て
の
主
な
先
行
研
究
と
し
て
は
、
小
林
正
美
『
六
朝
道
教
史
研
究
』(

創
文
社
、
一
九

九
〇
年)

第
二
篇
第
一
章
四
、
五
、
六
や
、
王
宗
昱
（
注
釈
（

）
前
掲
書
）『
《
道
教
義
樞
》
研
究
』
第
二
章
第
四
節
三
寳
義

11

な
ど
が
あ
る
。
ま
た
、
王
氏
は
同
書
中
、『
法
輪
妙
経
』
を
、
師
宝
の
教
義
に
関
す
る
重
要
な
文
献
と
し
て
い
る
。『
法
輪
妙

経
』
Ａ
で
は
、
師
を
宝
と
し
て
敬
い
仕
え
る
べ
き
こ
と
も
、
伝
授
儀
の
作
法
等
と
併
せ
て
説
か
れ
て
い
る
。（
な
お
、「
師
宝
」

に
関
す
る
近
年
の
主
要
な
先
行
研
究
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
金
志
玹
氏
の
論
文
「
玄
師
と
經
師
―
道
教
に
お
け
る
新
し
い
師
の
観

念
と
そ
の
展
開
」、（『
三
教
交
渉
論
叢
続
編
』、
二
〇
一
一
年
、
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
）
が
あ
る
。）

（

）
長
齋
：
『
法
輪
妙
経
』
Ａ
で
は
、「
長
齋
」
し
た
葛
玄
に
太
上
玄
一
眞
人
が
降
り
、
彼
が
太
極
仙
公
と
し
て
登
仙
す
る
身
で
あ

33
る
こ
と
が
告
げ
ら
れ
る
が
、『
法
輪
妙
経
』
Ｂ
に
「
上
士
勤
尚
廣
開
法
門
、
…
（
中
略
）
…
、
長
齋
苦
思
、
精
研
洞
玄
、
吐
納

炁
液
、
…
（
中
略
）
…
、
志
不
退
轉
、
尅
成
上
仙
、
三
師
備
足
、
身
登
太
極
、
位
加
仙
卿
（
上
士
勤
め
尚
び
て
廣
く
法
門
を
開
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き
、
…
（
中
略
）
…
、
長
齋
苦
思
し
、
洞
玄
を
精
研
し
、
炁
液
を
吐
納
し
、
…
（
中
略
）
…
、
志
し
て
退
轉
せ
ざ
れ
ば
、
尅
く

上
仙
と
成
り
、
三
師
備
足
せ
ば
、
身
は
太
極
に
登
り
、
位
は
仙
卿
に
加
へ
ら
る
）」（
一
丁
表
）
と
あ
り
、『
法
輪
妙
経
』
Ｃ
に

も
「
若
能
長
齋
、
燒
香
禮
拜
、
廣
救
萬
物
、
…
（
中
略
）
…
、
衆
行
合
法
、
剋
得
上
仙
、
坐
降
雲
龍
、
飛
行
太
空
也
（
若
し
能

く
長
齋
し
、
燒
香
し
禮
拜
し
、
廣
く
萬
物
を
救
ひ
、
…
（
中
略
）
…
、
衆
行
法
に
合
せ
ば
、
剋
く
上
仙
を
得
、
坐
し
て
雲
龍
を

降
ろ
し
、
太
空
に
飛
行
す
る
な
り
）」（
九
丁
表
～
裏
）
と
あ
っ
て
、「
長
齋
」
が
上
仙
と
な
る
為
の
修
行
の
ひ
と
つ
で
あ
る
こ

と
が
窺
え
る
。
ま
た
、『
元
始
五
老
赤
書
玉
篇
眞
文
天
書
經
』（
Ｈ
Ｙ
二
二
）
巻
上
に
「
長
齋
百
日
、
精
思
靈
寳
尊
神
、
則
天
眞

下
降
（
長
齋
す
る
こ
と
百
日
、
靈
寳
尊
神
を
精
思
せ
ば
、
則
ち
天
眞
下
降
す
）」
云
々
（
三
九
丁
裏
）
と
見
え
、『
三
天
内
解

經
』（
Ｈ
Ｙ
一
一
九
六
）
巻
下
に
も
「
夫
爲
學
道
、
莫
先
乎
齋
。
外
則
不
染
塵
垢
、
内
則
五
藏
清
虚
、
降
眞
到
神
、
與
道
合
居
。

能
修
長
齋
者
、
則
合
道
眞
、
不
犯
禁
戒
也
（
夫
れ
學
道
を
爲
す
に
、
齋
よ
り
先
ん
ず
る
は
莫
し
。
外
則
ち
塵
垢
に
染
ま
ら
ず
、

内
則
ち
五
藏
清
虚
な
れ
ば
、
眞
を
降
ろ
し
神
を
到
ら
せ
、
道
と
居
を
合
す
。
能
く
長
齋
を
修
む
る
者
は
、
則
ち
道
眞
と
合
し
、

禁
戒
を
犯
さ
ざ
る
な
り
）」（
二
丁
裏
）
と
あ
り
、「
長
齋
」
が
眞
神
を
降
臨
さ
せ
、
道
と
一
体
と
な
る
為
の
修
行
の
ひ
と
つ
と

し
て
考
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
看
取
さ
れ
る
。

(
)

名
標
上
清
：『
法
輪
妙
経
』
Ａ
二
丁
裏
（
テ
キ
ス
ト
３
）
に
「
致
紫
蘭
臺
金
闕
上
清
宮
有
瓊
文
紫
字
」
と
見
え
、
太
上
玄
一
第
一

34
眞
人
が
、
紫
蘭
臺
金
闕
上
清
宮
に
葛
玄
の
名
が
あ
る
こ
と
を
述
べ
て
い
る
の
で
、
葛
玄
の
名
が
標
記
さ
れ
る
「
上
清
」
と
は
、

こ
の
「
紫
蘭
臺
金
闕
上
清
宮
」
を
指
す
と
解
釈
さ
れ
る
。
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『
太
上
洞
玄
靈
寳
眞
一
勸
誡
法
輪
妙
經
』
訳
注
ノ
ー
ト

（
林
・
浅
野

）

［
法
輪
妙
経
Ａ
・
テ
キ
ス
ト
５
：
三
丁
表

～
三
丁
裏
７
］

10

太
上
玄
一
第
三
眞
人
眞
定
光
告
左
仙
公
曰
、

「
子
七
世
有
惠
、
割
口
救
窮
、
仁
及
鳥
獸
、
福
流
後
代
、
潤
灑
子
身
。
子
又
積
勤
、
躬
奉
師
寳
、
寒
不
思
裘
、
饑
不
爽
口
、
艱
苦
林

（
３
５
）

（
３
６
）

岫
、
注
心
不
替
、
紫
藏
納
眞
、
項
生
竒
光
、
致
髙
上
曲
降
、
錫
加
仙
卿
、
以
酬
昔
德
。
豈
不
巍
巍
乎
。
太
上
今
命
我
爲
子
第
三
度
師
。

（
３
７
）

（
３
８
）

今
當
告
子
「
無
量
妙
通
轉
神
入
定
勸
戒
要
訣
」。
子
欲
宗
之
不
乎
。
吾
當
説
之
、
子
閉
口
修
之
焉
」。

［
法
輪
妙
経
Ａ
・
テ
キ
ス
ト
５
訓
読
］

太
上
玄
一
第
三
眞
人
眞
定
光
が
左
仙
公
に
告
げ
て
曰
く
、

「
子
の
七
世
に
惠
み
有
り
、
口
を
割
き
窮
す
る
を
救
ひ
、
仁
は
鳥
獸
に
及
び
、
福
は
後
代
に
流
れ
、
子
の
身
を

潤

灑
す
。
子
も
又

じ
ゅ
ん
さ
い

勤
を
積
み
、

躬

し
て
師
寳
を
奉
じ
、
寒
さ
に

裘

を
思
は
ず
、
饑
え
に
口
を
爽
ら
ず
、
林
岫
に
艱
苦
し
、
心
を
注
ぎ
て
替
へ
ず
、

き
ゅ
う

か
わ
ご
ろ
も

や
ぶ

紫
藏
に
眞
を
納
む
れ
ば
、
項
に
竒
光
を
生
じ
、
髙
上
曲
降
し
、
錫
ひ
て
仙
卿
に
加
へ
、
以
て
昔
德
に
酬
い
る
を
致
す
。
豈
に
巍
巍
た

た
ま

ら
ざ
ら
ん
や
。
太
上

今
我
に
命
じ
て
子
の
第
三
度
師
と
爲
さ
し
む
。
今
當
に
子
に
「
無
量
妙
通
轉
神
入
定
勸
戒
要
訣
」
を
告
ぐ
べ
し
。

子
は
之
を

宗

ば
ん
と
欲
す
る
や
不
や
。
吾
當
に
之
を
説
く
べ
し
、
子
は
口
を
閉
じ
て
之
を
修
め
よ
」
と
。

た
っ
と

［
法
輪
妙
経
Ａ
・
テ
キ
ス
ト
５
現
代
語
訳
］

太
上
玄
一
第
三
眞
人
眞
定
光
は
左
仙
公
に
告
げ
て
次
の
よ
う
に
言
っ
た
。
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「
そ
な
た
の
七
世
の
先
祖
に
は
思
い
や
り
が
有
り
、
自
分
の
食
べ
る
物
を
割
い
て
窮
乏
す
る
も
の
を
救
い
、
そ
の
仁
徳
は
鳥
獣
に
ま

で
及
び
、
そ
の
福
徳
は
子
孫
に
流
れ
及
ん
で
、
そ
な
た
の
身
を
潤
し
（
幸
い
を
）
そ
そ
い
で
い
る
。
そ
な
た
も
ま
た
努
力
を
積
み
、

身
を
低
く
し
て
宝
で
あ
る
師
を
敬
慕
し
、
寒
く
て
も
（
防
寒
着
で
あ
る
）
毛
皮
の
衣
を
着
た
い
と
思
わ
ず
、
ひ
も
じ
く
て
も
（
修
行

で
）
禁
止
さ
れ
て
い
る
物
を
食
べ
た
り
せ
ず
、
奥
深
い
山
中
で
辛
く
困
難
な
思
い
を
し
な
が
ら
も
、
心
を
集
中
さ
せ
て
心
変
わ
り
す

る
こ
と
な
く
、
紫
藏
に
眞
を
納
め
た
の
で
、
う
な
じ
に
不
思
議
な
光
が
生
じ
、
高
位
の
天
真
（
太
極
眞
人
徐
來
勒
）
が
降
臨
し
、（
法

位
を
）
与
え
て
仙
卿
の
一
人
に
加
え
、
そ
れ
に
よ
っ
て
こ
れ
ま
で
の
過
去
世
の
徳
に
報
い
た
の
で
あ
る
。
ど
う
し
て
こ
の
こ
と
が
高

大
で
す
ば
ら
し
い
こ
と
で
な
い
こ
と
が
あ
ろ
う
か
。
太
上
大
道
君
は
今
、
私
に
命
じ
て
（
私
を
）
そ
な
た
の
第
三
度
師
と
し
た
。
今

ま
さ
に
そ
な
た
に
「
無
量
妙
通
轉
神
入
定
勸
戒
要
訣
」
を
教
え
よ
う
と
思
う
。
そ
な
た
は
こ
れ
（
「
無
量
妙
通
轉
神
入
定
勸
戒
要

訣
」）
を
つ
つ
し
ん
で
受
け
よ
う
と
思
う
か
否
か
。
私
が
そ
も
そ
も
こ
れ
を
教
説
す
る
か
ら
に
は
、
そ
な
た
は
口
を
閉
じ
て
こ
れ
を
修

め
る
よ
う
に
せ
よ
」。

［
法
輪
妙
経
Ａ
・
テ
キ
ス
ト
５
語
釈
・
注
釈
］

○
こ
の
部
分
の
、「
太
上
玄
一
第
三
眞
人
」
か
ら
「
無
量
妙
通
轉
神
入
定
勸
戒
要
訣
」
ま
で
は
、『
無
上
秘
要
』（
Ｈ
Ｙ
一
一
三
〇
）
巻

三
四
「
師
質
品
」
に
『
洞
玄
法
輪
經
』
と
し
て
引
く
。

（

）
子
七
世
有
惠
：
こ
こ
で
の
「
七
世
」
と
は
、
葛
玄
の
七
代
ま
で
の
先
祖
の
意
味
で
用
い
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、「
七

35
世
」
を
七
代
の
先
祖
と
す
る
用
例
は
、
道
教
経
典
に
散
見
す
る
。
こ
れ
は
仏
教
の
「
七
世
父
母
」
に
由
来
す
る
と
考
え
ら
れ
て
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『
太
上
洞
玄
靈
寳
眞
一
勸
誡
法
輪
妙
經
』
訳
注
ノ
ー
ト

（
林
・
浅
野

）

い
る
が
、
仏
教
の
「
七
世
父
母
」
は
、
過
去
世
の
各
世
に
於
け
る
自
己
の
「
所
生
父
母
」、
即
ち
、
七
度
転
生
す
る
ご
と
に
関

わ
っ
た
、
自
分
を
こ
の
世
に
生
み
出
す
存
在
と
し
て
の
父
母
を
指
す
の
に
対
し
、
中
国
で
は
こ
れ
が
過
去
七
代
の
先
祖
の
意
味

に
取
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
為
、
道
教
で
も
そ
の
よ
う
な
中
国
的
な
解
釈
で
「
七
世
」
と
い
う
語
を
用
い
て
い
る
こ
と
は
、
つ

と
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
。（
小
林
正
美
『
中
国
の
道
教
』（
一
九
九
八
年
、
創
文
社
）
第
二
章
第
三
節
三
「
三
途
（
死
者
の
世

界
）」
参
照
。）
ま
た
、
神
塚
淑
子
氏
は
、『
法
輪
妙
経
』
Ａ
の
、
葛
玄
に
七
世
の
祖
先
の
福
徳
が
及
ん
で
い
る
と
述
べ
る
「
子

七
世
有
惠
」
か
ら
「
潤
灑
子
身
」
ま
で
の
部
分
に
つ
い
て
、『
眞
誥
』(

Ｈ
Ｙ
一
〇
一
〇)

巻
四
「
運
象
篇
第
四
」
の
十
一
丁
に

見
え
る
、
許
謐
・
許
邁
兄
弟
の
七
世
の
祖
先
で
あ
る
許
肇
に
つ
い
て
述
べ
る
く
だ
り
を
意
識
し
て
い
る
可
能
性
を
指
摘
し
て
お

り
、『
法
輪
妙
経
』
に
つ
い
て
、
上
清
経
の
影
響
も
あ
る
こ
と
に
言
及
し
て
い
る
。（
神
塚
淑
子
（
注
釈
（
１
）
前
掲
書
）『
道

教
経
典
の
形
成
と
仏
教
』
第
一
篇
第
三
章
二
を
参
照
。)

（

）
饑
不
爽
口
：「
爽
」
に
は
、「
や
ぶ
る
／
た
が
ふ
」
と
い
う
意
味
が
あ
る
。
道
教
で
も
仏
教
と
同
様
、
食
事
に
関
す
る
禁
忌
や

36
規
則
が
あ
り
、
例
え
ば
、
古
霊
宝
経
の
ひ
と
つ
、『
太
極
眞
人
敷
靈
寳
斎
戒
威
儀
諸
經
要
訣
』（
Ｈ
Ｙ
五
三
二
）
に
は
、
霊
宝
斎

を
行
う
際
の
食
事
の
取
り
方
の
規
則
と
し
て
、「
過
中
聽
飲
、
清
飲
而
絶
食
、
平
旦
飲
粥
、
日
中
菜
食
（
過
中
は
飲
す
る
こ
と

を
聽
し
、
清
飲
し
て
食
を
絶
ち
、
平
旦
は
粥
を
飲
み
、
日
中
は
菜
食
す
）」
云
々
（
二
一
丁
裏
）
と
、
斎
を
行
っ
て
い
る
間
は

水
だ
け
は
飲
ん
で
よ
い
が
絶
食
し
、
早
朝
は
粥
を
摂
り
、
日
中
は
菜
食
す
る
こ
と
を
記
し
て
い
る
。
ま
た
、
上
清
経
の
ひ
と
つ
、

『
洞
眞
太
上
八
素
眞
經
服
食
日
月
皇
華
訣
』（
Ｈ
Ｙ
一
三
一
二
）
に
は
、
符
法
に
お
け
る
禁
忌
と
し
て
、「
行
此
道
慎
殗
穢
勿
食

五
葷
（
此
の
道
を
行
う
に
、
殗
穢
を
慎
み
五
葷
を
食
す
る
勿
れ
）」（
六
丁
表
）
と
見
え
る
。
こ
の
他
、『
抱
朴
子
・
内
篇
』（
Ｈ
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Ｙ
一
一
七
七
）
巻
四
「
金
丹
篇
」
に
も
、
煉
丹
の
際
に
、
五
辛
（
臭
気
の
強
い
五
種
の
野
菜
。
五
葷
に
同
じ
）
や
生
魚
を
食
べ

な
い
と
い
う
食
の
禁
忌
が
見
え
る
。（
注
釈
（
９
）
参
照
。）
こ
の
よ
う
な
例
か
ら
見
て
、「
口
を
や
ぶ
る
」
こ
と
は
、
即
ち
、

そ
の
よ
う
な
修
行
上
の
食
の
禁
忌
を
や
ぶ
る
こ
と
を
指
し
て
い
る
と
推
察
さ
れ
る
。
こ
こ
で
は
、
そ
の
よ
う
な
修
行
上
の
食
の

禁
忌
を
ど
ん
な
に
空
腹
で
も
守
っ
た
こ
と
を
言
っ
て
い
る
と
解
釈
し
、
現
代
語
訳
し
た
。

（

）
紫
藏
納
眞
：『
正
統
道
蔵
』
所
収
の
道
教
経
典
で
は
、「
紫
藏
納
眞
」
と
い
う
用
例
は
『
法
輪
妙
経
』
Ａ
に
見
え
る
も
の
だ
け

37
の
よ
う
で
あ
る
。「
紫
藏
」
の
用
例
に
つ
い
て
は
、
例
え
ば
『
太
眞
玉
帝
四
極
明
科
經
』（
Ｈ
Ｙ
一
八
四
）
巻
一
に
「
若
有
玄
圖

玉
名
、
金
骨
紫
藏
、
當
得
此
文
。
得
者
神
仙
白
日
昇
天
（
若
し
玄
圖
玉
名
、
金
骨
紫
藏
有
れ
ば
、
當
に
此
の
文
を
得
る
べ
し
。

得
る
者
は
神
仙
と
な
り
白
日
昇
天
す
）」（
四
丁
表
）、
巻
二
に
「
若
有
玉
骨
紫
藏
、
名
書
青
宮
者
、
三
百
年
内
聽
得
一
傳
（
若

し
玉
骨
紫
藏
有
り
、
名
は
青
宮
に
書
さ
る
る
者
は
、
三
百
年
内
に
一
傳
を
得
る
を
聽
す
）」（
九
丁
裏
）
と
あ
る
。
ま
た
、『
無

上
秘
要
』（
Ｈ
Ｙ
一
一
三
〇
）
巻
九
七
「
玉
清
品
下
」
の
「
廻
神
飛
霄
登
空
招
五
星
上
法
」
の
末
尾
に
、「
高
聖
帝
君
曰
、
凡
有

玉
骨
丹
文
、
列
名
帝
圖
、
得
見
七
聖
玄
紀
。
凡
有
金
髄
紫
藏
、
名
題
金
札
、
得
見
隠
書
内
文
（
高
聖
帝
君
曰
く
、
凡
そ
玉
骨
丹

文
有
り
、
名
は
帝
圖
に
列
ぬ
れ
ば
、
七
聖
玄
紀
を
見
る
を
得
ん
。
凡
そ
金
髄
紫
藏
有
り
、
名
は
金
札
に
題
さ
る
れ
ば
、
隠
書
内

文
を
見
る
を
得
ん
）」
云
々
（
七
丁
表
）
と
見
え
る
。
こ
れ
ら
か
ら
、「
紫
藏
」
と
は
、
仙
人
に
な
る
資
格
と
な
る
条
件
を
具
え

た
内
臓
、
お
そ
ら
く
は
五
臓
の
こ
と
で
あ
る
、
と
推
測
さ
れ
る
。
例
え
ば
『
太
上
洞
玄
靈
寳
投
簡
符
文
要
訣
』（
Ｈ
Ｙ
三
九

五
）
の
「
北
方
赤
書
玉
文
」
の
祝
言
の
中
に
、「
五
府
納
眞
、
上
通
神
明
、
五
老
降
接
（
五
府
眞
を
納
め
れ
ば
、
上
神
明
に
通

じ
、
五
老
降
接
す
）」
云
々
（
二
三
丁
裏
）
と
あ
り
、
五
府
、
即
ち
五
臓
に
真
を
納
め
る
こ
と
が
見
え
る
。
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上
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玄
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・
浅
野
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（

）
髙
上
曲
降
：
こ
こ
で
は
、「
高
上
」
を
「
高
位
の
天
真
」
と
訳
し
た
が
、
太
上
玄
一
第
三
眞
人
は
、「
致
髙
上
曲
降
、
錫
加
仙

38
卿
、
以
酬
昔
德
」
と
言
っ
た
後
、「
太
上
令
命
我
爲
子
第
三
度
師
。
今
當
告
子
「
無
量
妙
通
轉
神
入
定
勸
戒
要
訣
」。
子
欲
宗
之

不
乎
」
と
続
け
、
要
訣
の
伝
授
に
つ
い
て
、「
今
」
と
い
う
表
現
を
し
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
、「
髙
上
曲
降
」
は
以
前
の
こ
と
で

あ
り
、
ま
た
、
太
上
玄
一
眞
人
が
自
身
を
「
髙
上
」
と
呼
ぶ
こ
と
は
考
え
ら
れ
な
い
の
で
、
こ
の
「
髙
上
」
は
太
上
玄
一
眞
人

よ
り
前
に
葛
玄
に
降
臨
し
た
「
太
極
眞
人
徐
來
勒
」
を
指
す
と
解
釈
し
、（
太
極
眞
人
徐
來
勒
）
と
補
っ
た
。

［
法
輪
妙
経
Ａ
・
テ
キ
ス
ト
６
：
三
丁
裏
８
～
四
丁
表
９
］

太
上
玄
一
眞
人
曰
、

「
夫
天
地
建
立
、
元
始
分
判
、
隂
陽
開
化
、
五
行
列
位
、
無
上
無
下
、
無
天
無
地
、
無
大
無
小
。
無
色
之
内
、
無
形
之
外
、
皆
稟
受

（
３
９
）

（
４
０
）

空
洞
、
以
氣
爲
宗
。
宗
生
於
始
、
始
生
於
元
、
元
生
於
玄
、
三
生
萬
物
、
莫
不
相
承
。
綱
維
八
極
、
致
天
地
長
存
、
衆
眞
・
髙
仙
・

（
４
１
）

（
４
２
）

（
４
３
）

十
方
巳
得
道
、
四
方
無
極
世
界
塵
沙
而
來
。
眞
人
從
無
數
劫
來
、
莫
不
有
師
。
皆
從
師
奉
受
上
清
三
洞
寳
經
、
而
得
爲
髙
仙
・
上

（
４
４
）

（
４
５
）

聖
・
十
方
導
師
也
。
師
者
寳
也
。
爲
學
無
師
、
道
則
不
成
。
非
師
不
行
、
非
師
不
生
、
非
師
不
度
、
非
師
不
仙
。
故
師
我
父
也
。
子

（
４
６
）

（
４
７
）

不
愛
師
、
道
則
不
降
、
魔
壞
爾
身
。
八
景
龍
輿
焉
可
得
馭
。
太
極
玉
闕
焉
可
得
登
。

（
４
８
）

（
４
９
）
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［
法
輪
妙
経
Ａ
・
テ
キ
ス
ト
６
訓
読
］

太
上
玄
一
眞
人
曰
く
、

「
夫
れ
天
地
建
立
し
、
元
始
分
判
し
、
隂
陽
開
化
し
、
五
行
位
を
列
ぬ
る
に
、
上
と
無
く
下
と
無
く
、
天
と
無
く
地
と
無
く
、
大
と

無
く
小
と
無
し
。
無
色
の
内
、
無
形
の
外
、
皆
な
空
洞
を
稟
受
し
、
氣
を
以
て
宗
と
爲
す
。
宗
は
始
よ
り
生
じ
、
始
は
元
よ
り
生
じ
、

元
は
玄
よ
り
生
じ
、
三
は
萬
物
を
生
じ
、
相
ひ
承
け
ざ
る
は
莫
し
。
八
極
を
綱
維
し
、
天
地
長
存
を
致
せ
ば
、
衆
眞
・
髙
仙
・
十
方

の
巳
得
道
、
四
方
無
極
世
界
の
塵
沙
に
し
て
來
る
。
眞
人
は
無
數
の
劫
よ
り
こ
の
か
た
、
師
の
有
ら
ざ
る
は
莫
し
。
皆
な
師
に
從
り

上
清
三
洞
寳
經
を
奉
受
し
、
而
し
て
髙
仙
・
上
聖
・
十
方
導
師
と
爲
る
を
得
る
な
り
。
師
と
は
寳
な
り
。
學
を
爲
す
に
師
無
く
ん
ば
、

道
則
ち
成
ら
ず
。
師
に
非
ざ
れ
ば
行
は
れ
ず
、
師
に
非
ざ
れ
ば
生
じ
ず
、
師
に
非
ざ
れ
ば
度
さ
ず
、
師
に
非
ざ
れ
ば
仙
な
ら
ず
。
故

に
師
は
我
が
父
な
り
。
子
師
を
愛
さ
ず
ん
ば
、
道
は
則
ち
降
ら
ず
、
魔
は
爾
の
身
を
壞
す
。
八
景
の
龍
輿
焉
ぞ
馭
す
る
を
得
る
べ
け

ん
。
太
極
の

玉

闕
焉
ぞ
登
る
を
得
る
べ
け
ん
。

ぎ
ょ
く
け
つ

［
法
輪
妙
経
Ａ
・
テ
キ
ス
ト
６
現
代
語
訳
］

太
上
玄
一
眞
人
が
次
の
よ
う
に
言
っ
た
。

「
そ
も
そ
も
天
地
が
で
き
、
元
始
（
始
原
の
時
）
が
分
れ
て
流
れ
始
め
、
隂
陽
が
変
化
を
始
め
、
五
行
（
五
気
の
働
き
）
が
定
ま
る

の
に
、
上
も
無
く
下
も
無
く
、
天
も
無
く
地
も
無
く
、
大
も
無
く
小
も
無
か
っ
た
。
色
も
無
く
、
形
も
無
い
状
態
で
、（
そ
れ
ら
の
こ

と
は
）
皆
な
空
洞
（
の
生
成
変
化
の
作
用
）
を
受
け
、
気
を
も
っ
て
そ
の

宗

と
し
た
。
宗
（
た
る
気
）
は
始
（
気
）
よ
り
生
じ
、

お
お
も
と
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始
（
気
）
は
元
（
気
）
よ
り
生
じ
、
元
（
気
）
は
玄
（
気
）
よ
り
生
じ
、（
玄
元
始
の
）
三
（
気
）
は
万
物
を
生
じ
、
互
い
に
そ
の
働

き
を
承
け
な
い
も
の
は
な
い
。
世
界
の
八
方
全
土
を
太
い
綱
で
つ
な
ぎ
と
め
て
、
天
地
が
長
く
存
在
で
き
る
よ
う
に
す
る
と
、
あ
ま

た
の
真
人
や
高
位
の
仙
人
や
世
界
の
あ
ら
ゆ
る
場
所
の
巳
に
道
を
得
た
者
た
ち
が
、
四
方
無
極
世
界
の
塵
や
砂
の
よ
う
な
数
と
な
っ

て
や
っ
て
来
た
。
真
人
に
は
無
数
の
劫
と
い
う
非
常
に
長
い
時
以
来
、
師
の
い
な
い
者
は
無
い
。
皆
な
師
に
よ
り
「
上
清
三
洞
寳

經
」
を
つ
つ
し
ん
で
受
け
、
そ
う
し
て
髙
仙
や
上
聖
や
十
方
導
師
と
な
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。
師
と
は
宝
で
あ
る
。
道
を
学

ぶ
の
に
師
が
い
な
け
れ
ば
、
道
（
の
教
え
）
は
成
就
し
な
い
。（
道
の
教
え
は
）
師
で
な
け
れ
ば
行
わ
れ
ず
、
師
で
な
け
れ
ば
生
じ
ず
、

師
で
な
け
れ
ば
悟
り
の
岸
へ
渡
す
こ
と
は
で
き
ず
、
師
で
な
け
れ
ば
仙
人
に
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
師
は
自
分
の
父
の

よ
う
な
存
在
で
あ
る
。
子(

弟
子)
が
師
を
愛
さ
な
け
れ
ば
、
道
（
の
教
え
を
説
く
天
真
）
は
降
臨
せ
ず
、
魔
が
そ
の
身
を
損
な
う
だ

ろ
う
。（
そ
の
よ
う
で
あ
れ
ば
、
天
上
界
の
乗
り
物
で
あ
る
）
八
景
の
龍
輿
も
ど
う
し
て
操
り
方
を
会
得
で
き
よ
う
か
。（
天
界
の
）

太
極
宮
の
玉
闕
に
も
ど
う
し
て
登
る
こ
と
が
で
き
よ
う
か
。

［
法
輪
妙
經
Ａ
・
テ
キ
ス
ト
６
語
釈
・
注
釈
］

（

）
元
始
分
判
：
こ
こ
に
見
え
る
「
元
始
」
は
「
分
判
」
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
元
始
天
尊
の
よ
う
な
神
格
を
表
す
語
で
は
な

39
く
、
宇
宙
の
生
成
に
つ
い
て
語
ら
れ
る
文
脈
上
、
字
義
か
ら
考
え
て
、
始
原
の
時
の
表
現
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
始
原
の
時

が
「
分
判
」
す
る
と
は
、
時
間
が
流
れ
始
め
た
こ
と
、
と
解
釈
で
き
る
。
時
間
は
流
れ
始
め
る
と
同
時
に
、
現
在
を
起
点
と
し

て
過
去
と
未
来
に
時
を
分
か
つ
か
ら
で
あ
る
。「
天
地
」
が
建
立
す
る
こ
と
で
空
間
（
宇
）
が
で
き
、「
元
始
」
が
分
判
す
る
こ
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と
で
時
間
（
宙
）
が
生
じ
、
こ
こ
に
「
陰
陽
」
が
変
化
を
続
け
、
五
気
の
働
き
で
あ
る
「
五
行
」
が
定
ま
る
時
空
の
枠
組
み
が

整
う
。
こ
こ
で
は
こ
の
よ
う
に
解
釈
し
、
現
代
語
訳
に
反
映
さ
せ
た
。
陸
修
静
は
、『
法
輪
妙
経
』
を
元
始
天
尊
が
教
説
す
る

霊
宝
経
で
あ
る
「
元
始
旧
経
」
に
分
類
し
て
い
る
が
、
道
蔵
本
『
法
輪
妙
経
』
に
は
「
元
始
天
尊
」
は
登
場
し
な
い
。
し
か
し
、

「
元
始
天
尊
」
が
「
元
始
」
即
ち
、
宇
宙
の
始
ま
り
の
時
の
、
原
初
の
気
と
結
び
つ
い
た
神
格
で
あ
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
陸

修
静
が
、「
元
始
分
判
」
や
、
或
は
『
法
輪
妙
経
』
Ｂ
に
見
え
る
「
元
始
同
生
」（
六
丁
裏
）
と
い
う
表
現
中
の
「
元
始
」
の
語

に
、「
元
始
天
尊
」
の
存
在
を
観
て
い
た
可
能
性
は
十
分
考
え
ら
れ
る
。「
元
始
天
尊
」
と
い
う
神
格
に
つ
い
て
は
、
王
承
文

（
注
釈
（

）
前
掲
書
）『
敦
煌
古
靈
寳
經
與
晋
唐
道
教
』
第
六
章
第
一
節
、
同
氏
『
漢
晋
道
教
儀
式
與
古
靈
寳
經
研
究
』（
中

29

国
社
会
科
学
出
版
社
、
二
〇
一
七
年
）
第
三
章
第
二
節
、
神
塚
淑
子
（
注
釈
（
１
）
前
掲
書
）『
道
教
経
典
の
形
成
と
仏
教
』

第
二
篇
第
二
章
二
、
劉
屹
（
注
釈
（

）
前
掲
書
）『
六
朝
道
敎
古
靈
寳
經
的
歷
史
學
研
究
』
上
篇
第
四
章
第
二
節
な
ど
の
先

25

行
研
究
が
あ
る
。
陸
修
静
の
古
霊
宝
経
の
分
類
に
つ
い
て
は
、
林
佳
恵
（
注
釈
（
３
）
前
掲
書
）『
六
朝
江
南
道
教
の
研
究
』

第
一
篇
第
一
章
を
参
照
。

（

）
無
色
之
内
、
無
形
之
外
：「
色
」
は
外
に
あ
ら
わ
れ
た
形
や
様
子
の
こ
と
で
あ
り
、「
形
」
と
は
も
の
が
目
に
見
え
る
状
態
を

40
伴
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
目
に
見
え
る
も
の
と
し
て
の
形
な
ど
が
あ
ら
わ
れ
て
い
な
い
状
態
、
目
に
見
え
る
も
の
が
何

も
な
い
状
態
の
表
現
と
解
釈
さ
れ
る
。
ま
た
、
こ
れ
は
す
ぐ
後
に
見
え
る
「
空
洞
」
の
状
態
を
表
現
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

注
釈
（

）
参
照
。

41

（

）
空
洞
：『
三
天
内
解
經
』（
Ｈ
Ｙ
一
一
九
六
）
巻
上
の
二
丁
に
見
え
る
宇
宙
生
成
論
で
は
、「
道
気
→
幽
冥
→
空
洞
→
太
無
→
玄

41
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元
始
三
気
」
と
い
う
宇
宙
の
生
成
過
程
が
説
か
れ
る
。「
空
洞
」
に
つ
い
て
は
、「
幽
冥
之
中
、
生
乎
空
洞
。
空
洞
之
中
、
生
乎

太
無
。
太
無
變
化
玄
氣
・
元
氣
・
始
氣
三
氣
（
幽
冥
の
中
、
空
洞
を
生
ず
。
空
洞
の
中
、
太
無
を
生
ず
。
太
無
は
玄
氣
・
元

氣
・
始
氣
三
氣
に
變
化
す
）。」（
二
丁
裏
）
と
あ
り
、
こ
こ
か
ら
、「
空
洞
」
は
字
義
か
ら
推
察
す
る
に
、
幽
冥
の
中
か
ら
生
じ

た
空
間
的
広
が
り
を
伴
う
生
成
の
一
段
階
と
し
て
考
え
ら
れ
て
い
る
と
解
釈
さ
れ
る
。
但
し
、『
法
輪
妙
経
』
Ａ
に
見
え
る

「
空
洞
」
は
、
厳
密
に
は
空
間
と
し
て
解
釈
す
る
こ
と
が
難
し
く
、
現
代
語
訳
で
は
、
生
成
変
化
の
一
過
程
と
捉
え
て
訳
す
こ

と
を
試
み
た
。
こ
の
「
空
洞
」
を
、
宇
宙
の
始
原
に
於
け
る
特
別
な
空
間
と
し
て
捉
え
得
る
例
は
、
他
の
古
霊
宝
経
に
見
え
る
。

例
え
ば
、『
元
始
五
老
赤
書
玉
篇
眞
文
天
書
経
』（
Ｈ
Ｙ
二
二
）
巻
上
に
、「
元
始
洞
玄
靈
寳
赤
書
玉
篇
眞
文
、
生
於
元
始
之
先
、

空
洞
之
中
（
元
始
洞
玄
靈
寳
赤
書
玉
篇
眞
文
、
元
始
の
先
、
空
洞
の
中
に
生
ず
）。」（
一
丁
表
～
裏
）、「
元
始
五
老
赤
書
玉
篇
、

出
於
空
洞
自
然
之
中
（
元
始
五
老
赤
書
玉
篇
、
空
洞
自
然
の
中
よ
り
出
づ
）。」（
二
丁
表
～
裏
）、
と
あ
る
。
こ
こ
で
は
、「
元

始
の
先
」
を
宇
宙
の
始
ま
り
の
時
と
捉
え
る
と
、「
空
洞
」
と
は
、
そ
の
始
原
の
時
に
於
い
て
霊
宝
真
文
が
生
じ
た
空
間
と
解

釈
で
き
る
。『
太
上
諸
天
靈
書
度
命
妙
經
』（
Ｈ
Ｙ
二
三
）
の
「
諸
天
靈
書
度
命
品
章
」
に
は
「
二
氣
結
空
洞
（
二
氣
空
洞
に
結

ぶ
）」（
一
五
丁
裏
）
と
見
え
、
こ
こ
で
の
「
空
洞
」
は
、
陰
陽
の
二
気
が
結
ば
れ
る
空
間
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。『
洞
玄

靈
寳
自
然
九
天
生
神
章
經
』（
Ｈ
Ｙ
三
一
八
）
の
「
三
寳
大
有
金
書
」
に
も
「
九
炁
出
乎
太
空
之
先
、
隱
乎
空
洞
之
中
。
無
光
、

無
象
、
無
形
、
無
名
、
無
色
、
無
緒
、
無
音
、
無
聲
（
九
炁
は
太
空
の
先
に
出
で
、
空
洞
の
中
に
隱
る
。
光
無
く
、
象
無
く
、

形
無
く
、
名
無
く
、
色
無
く
、
緒
無
く
、
音
無
く
、
聲
無
し
）。」（
一
丁
裏
～
二
丁
表
）
と
あ
り
、
こ
こ
で
の
「
空
洞
」
は
、

宇
宙
生
成
の
始
め
の
段
階
で
生
じ
た
九
気
が
隠
れ
る
空
間
と
し
て
解
釈
で
き
る
。「
無
光
」
以
下
は
、
こ
の
「
空
洞
」
の
描
写
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で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。（
※
魏
晋
南
北
朝
時
代
の
宇
宙
生
成
論
に
関
す
る
主
要
な
先
行
研
究
に
つ
い
て
は
、
注
釈
（

）
前

15

掲
書
『
気
の
思
想
』
第
二
部
「
儒
仏
道
三
教
交
渉
に
お
け
る
気
の
概
念
」、
及
び
麥
谷
邦
夫
論
文
「
道
教
的
生
成
論
の
形
成
と

展
開
」
を
参
照
の
こ
と
。）

（

）
以
氣
爲
宗
：「
宗
」
は
お
お
も
と
、
即
ち
中
心
と
な
る
も
の
、
ま
た
は
中
心
と
な
る
も
の
と
し
て
重
ん
ず
る
も
の
の
意
。
こ
こ

42
で
は
、「
気
」
が
世
界
の
お
お
も
と
と
な
る
、
と
い
う
考
え
が
示
さ
れ
て
い
る
。
因
み
に
、『
老
子
』
第
四
章
に
、「
淵
兮
似
萬

物
之
宗
（
淵
と
し
て
萬
物
の
宗
に
似
た
り
）」
と
あ
り
、「
宗
」
を
万
物
を
生
み
出
す
お
お
も
と
の
意
と
す
る
用
例
が
見
え
る
。

（

）
宗
生
於
始
、
始
生
於
元
、
元
生
於
玄
、
三
生
萬
物
、
莫
不
相
承
：
こ
こ
で
は
、
宇
宙
生
成
に
お
け
る
玄
元
始
三
気
の
思
想
が

43
見
え
る
。
先
に
注
釈
（

）、（

）
に
挙
げ
た
『
三
天
内
解
經
』（
Ｈ
Ｙ
一
一
九
六
）
巻
上
で
は
、
玄
元
始
三
気
は
、
太
無
が

15

41

変
化
し
て
三
つ
の
気
と
な
る
、
と
考
え
ら
れ
て
お
り
、
玄
元
始
三
気
は
太
無
か
ら
同
時
に
変
化
し
て
生
じ
た
も
の
で
あ
る
。
そ

れ
に
対
し
、
こ
こ
で
は
、
玄
元
始
三
気
は
、
玄
気
→
元
気
→
始
気
と
い
う
生
成
過
程
を
経
て
、
世
界
の
お
お
も
と
と
な
る
気
、

「
宗
」
を
生
み
出
す
と
い
う
図
式
に
な
っ
て
い
る
点
が
注
目
さ
れ
る
。
ま
た
、「
三
生
萬
物
」
の
「
三
」
に
つ
い
て
は
、
文
脈

か
ら
玄
元
始
三
気
の
「
三
」
と
解
釈
し
て
、（
玄
元
始
）
三
気
か
ら
万
物
が
生
じ
る
、
と
訳
し
た
。
即
ち
、
現
時
点
で
の
解
釈

で
は
、
玄
元
始
三
気
は
、
玄
気
→
元
気
→
始
気
と
い
う
生
成
過
程
を
経
た
後
、
同
時
に
存
在
し
て
万
物
を
生
み
出
す
、
と
い
う

こ
と
に
な
る
。
ま
た
、『
法
輪
妙
経
』
Ａ
に
見
え
る
宇
宙
生
成
論
の
特
色
と
し
て
は
、
一
般
の
宇
宙
生
成
論
が
世
界
の
成
り
立

ち
を
説
き
明
か
そ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
の
に
対
し
て
、『
法
輪
妙
経
』
と
い
う
経
典
自
体
の
神
聖
性
や
正
統
性
を
説
く
も
の

と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。
宇
宙
生
成
論
に
関
す
る
先
行
研
究
に
つ
い
て
は
、
注
釈
（

）、（

）
参
照
。

15

41
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（

）
四
方
無
極
世
界
塵
沙
而
來
：
「
無
極
世
界
」
と
い
う
観
念
は
、『
法
輪
妙
経
』
Ｃ
に
も
見
え
、
そ
こ
で
は
神
格
で
あ
る
「
道
」

44
が
、
八
門
出
遊
し
て
、
八
方
位
に
在
る
「
無
極
世
界
」
を
歴
観
す
る
と
い
う
内
容
に
な
っ
て
い
る
。
（
※
こ
こ
に
見
え
る

「
道
」
に
関
連
し
て
、『
元
始
無
量
度
人
上
品
妙
經
四
註
』（
Ｈ
Ｙ
八
七
）
巻
三
の
厳
東
注
に
「
太
上
道
君
、
開
於
八
門
」
云
々

（
二
二
丁
裏
）
と
あ
り
、
八
門
を
開
く
神
格
は
「
太
上
道
君
」（
太
上
大
道
君
）
と
し
て
解
釈
さ
れ
て
い
る
。
注
（
２
）
参

照
。）
そ
こ
で
の
「
無
極
世
界
」
は
、
死
者
の
領
域
、
仏
教
的
に
言
え
ば
地
獄
の
よ
う
な
設
定
と
な
っ
て
い
る
。
同
様
の
、
地

獄
の
よ
う
な
「
無
極
世
界
」
の
観
念
は
、『
洞
玄
靈
寳
長
夜
之
府
九
幽
玉
匱
明
眞
科
』（
Ｈ
Ｙ
一
四
〇
〇
）
や
、『
太
上
洞
玄
靈

寳
智
慧
罪
根
上
品
大
戒
經
』（
Ｈ
Ｙ
四
五
七
）
巻
下
に
も
見
え
る
。『
法
輪
妙
経
』
Ａ
で
は
四
方
、
即
ち
東
西
南
北
の
あ
ら
ゆ
る

方
向
に
あ
る
無
極
世
界
の
塵
や
砂
に
例
え
ら
れ
る
よ
う
な
途
方
も
な
い
数
の
「
衆
眞
・
髙
仙
・
十
方
巳
得
道
」
が
、
天
地
が
定

ま
る
と
集
ま
っ
て
来
た
と
述
べ
て
い
る
の
で
、
こ
こ
で
の
「
四
方
無
極
世
界
」
が
、『
法
輪
妙
経
』
Ｃ
や
、
上
掲
の
古
霊
宝
経

に
見
え
る
地
獄
の
よ
う
な
場
所
を
指
す
語
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
と
は
考
え
難
い
。
よ
っ
て
、
こ
こ
で
の
「
四
方
無
極
世

界
」
は
、
取
り
あ
え
ず
、
現
代
語
訳
で
は
敢
え
て
訳
さ
ず
、「
四
方
無
極
世
界
」
の
ま
ま
と
し
た
。

（

）
上
清
三
洞
寳
經
：
道
蔵
本
『
法
輪
妙
経
』
四
篇
で
は
、
経
典
に
言
及
す
る
部
分
は
、
す
べ
て
『
法
輪
妙
経
』
に
関
す
る
も
の

45
で
あ
り
、
経
典
の
『
法
輪
妙
経
』
以
外
の
表
記
が
見
え
る
の
は
、
こ
の
一
か
所
で
あ
る
。「
上
清
三
洞
寳
經
」
が
具
体
的
に
何

を
指
す
の
か
が
問
題
で
あ
る
が
、『
自
然
經
訣
』（
ペ
リ
オ
二
四
〇
三
）
に
、「
仙
公
曰
、
靈
寳
文
亦
包
諸
經
、
可
名
三
洞
法
師

也
（
仙
公
曰
く
、
靈
寳
文
も
亦
た
諸
經
を
包
め
ば
、
三
洞
法
師
と
名
づ
く
べ
き
な
り
）」（
『
中
華
道
蔵
』
第
四
巻
、
九
八
頁
上

段
）
と
い
う
記
述
が
み
え
る
。
こ
こ
で
は
、
霊
宝
経
は
諸
経
を
包
括
す
る
の
で
、
霊
宝
経
の
法
師
を
三
洞
法
師
と
名
づ
け
る
こ
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と
が
で
き
る
、
と
し
て
い
る
。『
法
輪
妙
経
』
Ａ
の
冒
頭
で
、
霊
宝
経
の
伝
授
者
で
あ
る
葛
玄
が
「
三
洞
大
法
師
」
に
保
挙
さ

れ
て
い
る
の
も
、
お
そ
ら
く
、『
自
然
經
訣
』
に
見
え
る
こ
の
よ
う
な
考
え
方
に
依
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。（
注
釈
（

）
参

29

照
。）
更
に
、『
自
然
經
訣
』
の
巻
末
に
は
、
天
台
山
で
葛
玄
が
弟
子
た
ち
に
霊
宝
経
を
伝
授
す
る
場
面
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、

そ
こ
で
は
、「
仙
公
告
曰
、
我
曰
所
受
上
清
三
洞
太
眞
道
經
。
吾
去
世
之
日
、
一
通
副
名
山
洞
臺
、
一
通
傳
弟
子
、
一
通
付
吾

家
門
子
弟
（
仙
公
告
げ
て
曰
く
、
我
受
く
る
所
の
上
清
三
洞
太
眞
道
經
を
曰
ふ
。
吾
世
を
去
る
の
日
、
一
通
は
名
山
洞
台
に
副

へ
、
一
通
は
弟
子
に
傳
へ
、
一
通
は
吾
が
家
門
の
子
弟
に
付
す
）」
云
々
（『
中
華
道
蔵
』
第
四
巻
、
一
〇
〇
頁
下
段
）
と
あ
り
、

葛
玄
が
太
極
眞
人
徐
來
勒
か
ら
伝
授
さ
れ
た
霊
宝
経
を
弟
子
た
ち
に
伝
授
す
る
に
あ
た
り
、
霊
宝
経
に
対
し
て
「
上
清
三
洞
太

眞
道
經
」
と
表
現
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
か
ら
類
推
し
た
こ
と
に
加
え
、
道
蔵
本
『
法
輪
妙
経
』
が
他
に
は
『
法
輪
妙
経
』
以
外

の
経
典
に
就
い
て
は
述
べ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
推
測
す
る
に
、『
自
然
經
訣
』
に
見
え
る
例
と
同
じ
よ
う
に
、『
法
輪
妙
経
』
Ａ

で
も
、
霊
宝
経
、
よ
り
具
体
的
に
は
『
法
輪
妙
経
』
を
「
上
清
三
洞
寳
經
」
と
表
現
し
て
い
る
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。
但
し
、

こ
れ
だ
け
で
断
定
す
る
に
は
検
証
が
不
十
分
で
あ
る
為
、
現
代
語
訳
で
は
、
そ
の
ま
ま
「
上
清
三
洞
寳
經
」
と
し
た
。「
上
清

三
洞
寳
經
」
に
言
及
す
る
主
な
先
行
研
究
と
し
て
は
、
王
宗
昱
（
注
釈
（

）
前
掲
書
）『《
道
教
義
樞
》
研
究
』
第
三
章
第
一

11

部
、
呂
鵬
志
『
唐
前
道
教
儀
式
史
綱
』（
二
〇
〇
八
年
、
中
華
書
局
）
二
四
一
～
二
四
二
頁
の
注
②
、
劉
屹
（
注
釈
（

）
前

25

掲
書
）『
六
朝
道
敎
古
靈
寶
經
的
歷
史
學
研
究
』
下
篇
八
章
第
二
節
『
古
靈
寶
經
中
的
「
三
洞
説
」』
が
あ
る
。

（

）
師
者
寳
也
：
注
（

）
を
参
照
の
こ
と
。
こ
こ
で
は
道
教
の
三
宝
の
ひ
と
つ
、
師
宝
と
し
て
、
師
は
宝
で
あ
る
と
述
べ
る
。

46

32

（

）
道
則
不
成
：「
道
」
に
は
、
本
来
の
理
法
と
し
て
の
「
道
」
と
、
そ
こ
か
ら
展
開
し
た
神
格
と
し
て
の
「
道
」
の
二
つ
の
用
法

47
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が
あ
る
。
四
丁
表
に
は
、
二
つ
の
「
道
」
の
用
例
が
見
え
る
。「
道
則
不
成
」
の
「
道
」
は
そ
の
前
の
「
爲
學
無
師
」
を
受
け

て
い
て
、
学
ぶ
対
象
と
し
て
の
「
道
」
は
、
師
が
い
な
け
れ
ば
成
就
し
な
い
、
と
述
べ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
「
道
」
と
は

理
法
の
意
味
で
用
い
ら
れ
て
い
る
と
解
釈
で
き
る
。

（

）
道
則
不
降
：「
道
則
不
成
」
に
対
し
、
こ
ち
ら
の
「
道
」
は
、
そ
の
前
の
「
子
不
愛
師
」
を
受
け
て
い
て
、
弟
子
が
師
を
敬
愛

48
し
な
い
場
合
、「
道
」
が
降
っ
て
こ
な
い
、
と
述
べ
て
い
る
。『
法
輪
妙
経
』
Ａ
の
三
丁
表
（
テ
キ
ス
ト
４
）
で
太
上
玄
一
第
二

眞
人
が
、
葛
玄
が
「
欽
仰
師
寳
」、
即
ち
、
師
を
尊
敬
し
慕
っ
て
き
た
こ
と
を
述
べ
て
お
り
、
そ
の
葛
玄
の
も
と
に
三
真
人
が

降
る
こ
と
か
ら
類
推
し
て
、
師
を
敬
愛
し
て
い
な
い
弟
子
に
は
降
っ
て
こ
な
い
「
道
」
と
は
、
神
格
と
し
て
の
「
道
」
の
意
と

も
取
れ
る
が
、
具
体
的
に
は
「
道
」
の
教
え
を
説
く
為
に
降
っ
て
来
る
「
天
真
」
の
こ
と
を
指
す
と
も
解
釈
で
き
る
の
で
、
そ

の
よ
う
に
補
っ
て
現
代
語
訳
し
た
。

（

）
太
極
玉
闕
：「
太
極
」
は
天
上
界
に
在
る
宮
殿
の
こ
と
。『
法
輪
妙
経
』
Ａ
の
四
丁
裏
（
テ
キ
ス
ト
７
）
に
見
え
る
「
太
極
之

49
宮
」
に
同
じ
。「
玉
闕
」
は
宮
殿
の
門
の
美
称
。
天
上
界
の
美
し
く
立
派
な
太
極
宮
殿
の
門
の
意
。

［
法
輪
妙
經
Ａ
・
テ
キ
ス
ト
７:

四
丁
表
９
～
四
丁
裏
１
０
］

儒
教
則
有
三
墳
五
典
、
八
索
九
丘
。
皆
以
師
訓
文
學
之
士
、
尚
復
承
師
、
以
致
明
逹
。
况
子
今
學
上
清
之
道
、
希
求
昇
騰
永
享
無
量

（
５
０
）

（
５
１
）

之
福
乎
。
慢
師
行
道
、
求
肉
飛
之
舉
、
謂
投
之
夜
光
、
失
爾
一
徃
也
。
但
子
積
劫
勤
尚
、
展
轉
不
倦
、
功
滿
德
就
、
瓊
文
紫
字
列
於

（
５
２
）
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玄
臺
、
位
登
太
極
仙
公
之
任
。
而
三
師
不
備
、
勸
戒
未
充
於
格
、
未
得
便
登
太
極
之
宮
也
。
太
上
以
子
宿
勲
髙
重
故
、
命
我
等
爲
子

（
５
３
）

（
５
４
）

三
師
、
度
子
要
訣
、
以
成
子
道
、
使
子
速
得
飛
騰
三
界
、
遊
乎
上
清
、
身
詣
金
闕
、
受
號
仙
公
也
」。

（
５
５
）

（
５
６
）

仙
公
唯
唯
伏
受
誨
命
、
惟
願
天
尊
哀
而
矜
愍
。
今
爲
説
之
、
即
奉
之
焉
。

（
５
７
）

［
法
輪
妙
經
Ａ
・
テ
キ
ス
ト
７
訓
読
］

儒
教
に
則
ち
三
墳
五
典
、
八
索
九
丘
有
り
。
皆
な
師
を
以
て
文
學
を
訓
ふ
る
の
士
す
ら
、
尚
ほ
復
た
師
を
承
け
、
以
て
明
逹
を
致
す
。

お
し

况
ん
や
子
今
上
清
の
道
を
學
び
、
昇
騰
し

永

に
無
量
の
福
を
享
く
る
を
希
求
せ
ん
を
や
。
師
を

慢

り
て
道
を
行
ふ
は
、
肉
飛
を

と
こ
し
え

あ
な
ど

求
む
る
の
舉
、
之
に
夜
光
を
投
ず
と
謂
ひ
、
爾
の
一
徃
を
失
ふ
な
り
。
但
だ
子
は
劫
を
積
み
勤
め
て

尚

び
、
展
轉
し
て
倦
ま
ざ
れ

た
っ
と

ば
、
功
滿
ち
德
就
き
、
瓊
文
紫
字
は
玄
臺
に
列
な
り
、
位
は
太
極
仙
公
の
任
に
登
る
。
而
る
に
三
師
備
は
ら
ず
、
勸
戒
未
だ
格
を
充

た
さ
ず
、
未
だ
便
ち
太
極
の
宮
に
登
る
を
得
ざ
る
な
り
。
太
上
は
子
の
宿
勲
の
髙
く
重
き
を
以
て
の
故
に
、
我
等
に
命
じ
て
子
の
三

師
と
爲
し
、
子
に
要
訣
を
度
し
、
以
て
子
の
道
を
成
じ
、
子
を
し
て
速
や
か
に
三
界
を
飛
騰
す
る
を
得
て
、
上
清
に
遊
び
、
身
は
金

闕
に
詣
り
、
仙
公
を
受
號
せ
し
め
ん
と
す
る
な
り
」、
と
。

仙
公
唯
唯
と
し
て
伏
し
て
誨
命
を
受
け
、
惟
だ
天
尊
哀
み
て
矜
愍
す
る
を
願
ふ
。
今
爲
に
之
を
説
き
、
即
ち
之
を
奉
ず
る
な
り
。

か
い
め
い

き
ん
び
ん

［
法
輪
妙
經
Ａ
・
テ
キ
ス
ト
７
現
代
語
訳
］

儒
教
に
は
三
墳
五
典
や
、
八
策
九
丘
と
い
っ
た
古
書
が
有
る
。
師
（
の
教
え
）
を
以
て
文
学
を
物
事
の
筋
道
を
通
し
て
教
え
る
知
識
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人
た
ち
は
、
な
お
か
つ
師
（
の
教
え
）
を
継
承
し
て
、
そ
れ
に
よ
り
明
ら
か
な
道
の
理
（
こ
と
わ
り
）
に
逹
す
る
の
で
あ
る
。
ま
し

て
そ
な
た
が
今
上
清
の
道
（
で
あ
る
法
輪
妙
経
）
を
学
び
、
空
へ
上
昇
し
永
遠
に
量
り
知
れ
な
い
幸
福
を
授
か
る
こ
と
を
希
み
求
め

る
の
で
あ
れ
ば
、（
師
が
大
切
な
存
在
で
あ
る
こ
と
は
）
言
う
ま
で
も
な
い
で
は
な
い
か
。
師
を
あ
な
ど
っ
て
道
（
の
教
え
）
を
行
な

お
う
と
す
る
こ
と
は
、（
仙
人
で
は
な
い
）
生
身
の
身
体
で
空
を
飛
ぼ
う
と
す
る
よ
う
な
行
為
で
あ
り
、
貴
重
な
も
の
を
（
暗
闇
で
）

投
げ
つ
け
る
よ
う
な
こ
と
で
あ
り
、
そ
な
た
の
す
べ
て
を
失
う
こ
と
で
あ
る
。
但
だ
そ
な
た
は
非
常
に
長
い
時
間
を
積
ん
で
い
そ
し

み
た
っ
と
び
、
幾
度
も
転
生
し
て
（
修
行
を
）
倦
む
こ
と
が
な
か
っ
た
の
で
、
功
德
は
満
ち
て
成
就
し
、
神
々
し
く
美
し
い
天
上
界

の
文
字
（
で
仙
人
に
な
る
者
と
し
て
記
さ
れ
た
名
前
）
が
天
上
界
の
玄
臺
に
列
ね
ら
れ
、
位
は
太
極
仙
公
の
任
に
登
っ
た
。
け
れ
ど

も
三
師
が
備
わ
っ
て
お
ら
ず
、（
受
け
る
）
勧
戒
も
ま
だ
条
件
を
充
た
し
て
い
な
い
の
で
、
い
ま
だ
に
つ
ま
る
と
こ
ろ
（
天
上
界
の
）

太
極
の
宮
に
登
る
こ
と
が
で
き
な
い
で
い
る
。
太
上
（
大
道
君
）
は
そ
な
た
の
前
世
か
ら
の
勲
し
が
す
ぐ
れ
て
重
ん
じ
ら
れ
る
も
の

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
我
等
に
命
じ
て
そ
な
た
の
三
師
と
し
、
そ
な
た
に
要
訣
を
伝
度
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
そ
な
た
の
求
道
を
成
就
さ

せ
、
そ
な
た
を
速
や
か
に
三
界
の
上
へ
高
く
飛
び
去
ら
せ
、
上
清
（
の
天
上
界
）
に
遊
ば
せ
、
そ
の
身
を
（
天
上
界
の
）
宮
殿
の
金

の
門
に
至
ら
せ
、
仙
公
の
号
を
受
け
さ
せ
よ
う
と
い
う
の
で
あ
る
」。

仙
公
は
か
し
こ
ま
っ
て
地
に
伏
し
て
天
真
が
教
え
諭
す
言
葉
を
受
け
、
惟
だ
天
尊
（
た
る
三
真
人
）
が
哀
れ
み
慈
愛
の
心
で
（
自
分

の
こ
と
を
）
思
っ
て
く
れ
る
こ
と
を
願
っ
た
。（
玄
一
眞
人
が
）
今
そ
の
為
に
要
訣
を
説
く
と
、（
仙
公
は
）
そ
の
ま
ま
す
ぐ
に
真
人

が
教
説
し
た
要
訣
を
つ
つ
し
ん
で
受
け
た
の
で
あ
る
。
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［
法
輪
妙
經
Ａ
・
テ
キ
ス
ト
７
語
釈
・
注
釈
］

（

）
三
墳
五
典
、
八
索
九
丘
：
い
ず
れ
も
伝
説
上
の
古
書
の
名
で
、
現
存
し
な
い
。「
三
墳
・
五
典
・
八
索
・
九
丘
」
に
つ
い
て
は

50
諸
説
あ
る
が
、『
尚
書
正
義
』
巻
一
に
、『
春
秋
左
氏
伝
』
昭
公
十
二
年
の
、
楚
の
霊
王
が
史
官
の
倚
相
と
い
う
人
物
を
『
三

墳
』・
『
五
典
』・
『
八
索
』・
『
九
丘
』
を
よ
く
読
む
と
い
っ
て
称
賛
し
た
と
い
う
記
述
に
言
及
し
て
、「
春
秋
左
氏
傳
曰
。
楚
左

史
倚
相
、
能
讀
三
墳
・
五
典
・
八
索
・
九
丘
。
卽
謂
上
世
帝
王
遺
書
也
（
春
秋
左
氏
傳
に
曰
ふ
。
楚
の
左
史
倚
相
、
能
く
三

墳
・
五
典
・
八
索
・
九
丘
を
讀
む
。
卽
ち
上
世
帝
王
の
遺
書
を
謂
ふ
な
り
）」
と
あ
り
、
こ
れ
ら
の
書
が
上
古
の
世
の
帝
王
が

残
し
た
書
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
ま
た
、
こ
の
文
の
前
に
は
、「
八
卦
之
説
。
謂
之
八
索
。
求
其
義
也
。
九
州
之
志
。
謂
之

九
丘
。
丘
聚
也
。
言
九
州
所
有
、
土
地
所
生
、
風
氣
所
宜
、
皆
聚
此
書
也
（
八
卦
の
説
。
之
を
八
索
と
謂
ふ
。
其
の
義
を
求
む

る
な
り
。
九
州
の
志
。
之
を
九
丘
と
謂
ふ
。
丘
は
聚
な
り
。
言
ふ
こ
こ
ろ
は
九
州
の
有
る
所
、
土
地
の
生
ず
る
所
、
風
氣
の
宜

す
る
所
、
皆
な
此
の
書
に
聚
む
る
な
り
、
と
）」
と
あ
り
、『
八
索
』
は
八
卦
に
関
す
る
書
で
あ
り
、『
九
丘
』
は
九
州
全
土
、

即
ち
中
国
の
地
理
に
関
す
る
事
柄
を
集
め
た
書
で
あ
る
と
説
明
さ
れ
て
い
る
。（
中
華
書
局
『
十
三
經
注
疏
』（
縮
小
版
）『
尚

書
正
義
』
巻
一
第
二
頁
中
段
を
参
照
。）

（

）
上
清
之
道
：
こ
こ
で
葛
玄
が
学
ぶ
「
上
清
の
道
」
と
は
、
玄
一
眞
人
に
よ
っ
て
授
け
ら
れ
る
『
法
輪
妙
經
』
及
び
そ
こ
に
説

51
か
れ
る
教
え
を
指
す
、
と
解
釈
さ
れ
る
。

（

）
投
之
夜
光
：
典
拠
は
、
司
馬
遷
『
史
記
』
列
伝
第
二
三
に
見
え
る
鄒
陽
の
伝
で
、
斉
の
人
、
鄒
陽
が
遊
歴
中
、
梁
の
国
で
無

52
実
の
罪
で
捕
え
ら
れ
た
時
、
自
分
の
無
実
を
訴
え
る
為
に
上
書
し
た
文
章
中
の
「
す
ば
ら
し
い
明
月
の
珠
や
夜
光
の
璧
の
よ
う
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・
浅
野

）

な
宝
物
で
あ
っ
て
も
、
こ
れ
を
暗
闇
で
人
に
向
か
っ
て
投
げ
れ
ば
、
投
げ
つ
け
ら
れ
た
者
は
、
そ
れ
が
大
変
に
価
値
あ
る
も
の

だ
と
わ
か
ら
な
い
為
、
剣
に
手
を
か
け
て
睨
み
つ
け
る
だ
ろ
う
」
と
い
う
く
だ
り
と
考
え
ら
れ
る
：「
臣
聞
名
月
之
珠
、
夜
光

之
璧
、
以
闇
投
人
於
道
路
、
人
無
不
按
劍
相
盻
者
（
臣
聞
く
な
ら
く
名
月
の
珠
、
夜
光
の
璧
、
以
て
人
に
道
路
に
闇
投
せ
ば
、

人
の
劍
を
按
じ
相
ひ
盻
ま
ざ
る
者
無
し
、
と
）。」（『
史
記
』
巻
八
十
三
、
中
華
書
局
、
二
四
七
六
頁
）。
現
代
語
訳
で
は
、『
史

記
』
の
記
述
に
よ
り
「
暗
闇
で
」
と
補
っ
て
訳
し
た
。
現
在
の
中
国
語
で
は
、
こ
れ
は
「
明
珠
暗
投
」
と
い
う
四
字
熟
語
と
な

っ
て
お
り
、
日
本
語
の
「
猫
に
小
判
」
の
よ
う
な
意
味
で
、
貴
重
な
も
の
が
そ
の
価
値
を
理
解
で
き
な
い
者
の
手
に
在
る
こ
と

を
言
う
場
合
に
も
使
わ
れ
る
。
こ
こ
で
は
、
道
の
教
え
を
学
び
な
が
ら
、
師
を
あ
な
ど
る
行
為
に
対
し
て
、
そ
れ
を
批
判
す
る

表
現
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。

（

）
瓊
文
紫
字
、
列
於
玄
臺
：
先
に
二
丁
裏
で
「
致
紫
蘭
臺
金
闕
上
清
宮
有
瓊
文
紫
字
」
と
あ
り
、
葛
玄
の
名
が
紫
蘭
臺
金
闕
上

53
清
宮
に
有
る
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、「
瓊
文
紫
字
」
が
列
な
る
「
玄
臺
」
と
は
、
即
ち
紫
蘭
臺
を
指
す
と
推

定
で
き
る
。「
瓊
文
紫
字
」
に
つ
い
て
は
、
注
釈
（

）
参
照
の
こ
と
。

27

（

）
太
極
之
宮
：
天
上
界
に
あ
る
宮
殿
の
名
。
仙
公
の
法
号
を
受
け
る
た
め
に
登
る
場
所
と
し
て
設
定
さ
れ
て
い
る
。
葛
玄
が
受

54
号
の
為
に
赴
く
天
界
の
場
所
に
つ
い
て
は
、
注
釈
（

）
参
照
。

56

（

）
飛
騰
三
界
：「
飛
騰
」
は
「
飛
揚
」
に
同
じ
。
高
く
舞
い
上
が
る
さ
ま
。『
法
輪
妙
経
』
Ａ
で
は
、
葛
玄
は
先
に
太
極
眞
人
徐

55
來
勒
に
よ
り
、
三
洞
大
法
師
を
拝
し
て
い
る
が
、
ま
だ
仙
公
の
号
を
受
け
て
お
ら
ず
、
天
台
山
中
で
修
行
を
続
け
て
い
る
、
と

い
う
設
定
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
葛
玄
が
地
仙
の
ま
ま
で
い
る
こ
と
を
婉
曲
に
表
現
し
て
い
る
と
も
取
れ
る
。
こ
の
経
典
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が
主
張
す
る
の
は
、
葛
玄
は
、
三
師
が
備
わ
り
、
要
訣
が
伝
授
さ
れ
れ
ば
、「
三
界
」
か
ら
高
く
舞
い
上
が
っ
て
、
天
界
の
高

い
と
こ
ろ
に
登
り
、
仙
公
の
号
を
受
け
る
存
在
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。「
三
界
」
の
語
自
体
は
、
仏
教
用
語
の
「
欲

界
」・「
色
界
」・
「
無
色
界
」
の
「
三
界
」
の
借
用
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
仙
公
の
号
を
受
け
、
上
位
の
神
仙
と
な
る
以
前
の
葛

玄
の
い
た
場
所
を
表
現
す
る
語
で
あ
る
と
解
釈
さ
れ
る
。

（

）
遊
乎
上
清
、
身
詣
金
闕
：『
法
輪
妙
経
』
Ａ
の
二
丁
裏
（
テ
キ
ス
ト
３
）
に
、
葛
玄
の
長
年
の
修
行
と
善
行
、
そ
れ
に
よ
り
積

56
ん
だ
功
徳
が
上
位
の
神
仙
と
同
レ
ベ
ル
の
も
の
で
あ
る
こ
と
が
述
べ
ら
れ
、
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
葛
玄
の
名
が
天
界
の
「
紫

蘭
臺
金
闕
上
清
宮
」
に
標
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
仙
公
の
号
を
受
け
る
べ
く
、
葛
玄
が
赴
く
「
遊
乎
上
清
、

身
詣
金
闕
」
と
表
現
さ
れ
る
場
所
も
、
彼
の
名
が
既
に
記
さ
れ
て
い
る
と
い
う
天
界
の
同
じ
場
所
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

「
金
闕
」
は
宮
殿
の
門
の
美
称
。
こ
こ
で
は
、
天
界
の
宮
殿
の
門
の
こ
と
。
四
丁
表
に
見
え
る
「
玉
闕
」
に
同
じ
。
注
釈

（

）
参
照
。

49

（

）
惟
願
天
尊
哀
而
矜
愍
：
こ
こ
に
見
え
る
「
天
尊
」
も
、「
元
始
天
尊
」
の
こ
と
で
は
な
く
、『
法
輪
妙
経
』
Ａ
の
中
で
、
葛
玄

57
が
太
上
玄
一
三
眞
人
に
対
し
て
用
い
る
呼
称
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
高
位
の
天
真
に
対
す
る
呼
び
か
け
に
用
い
る
「
天
尊
」
の

語
に
関
し
て
は
、
注
釈
（

）、（

）
参
照
。

25

68
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『
太
上
洞
玄
靈
寳
眞
一
勸
誡
法
輪
妙
經
』
訳
注
ノ
ー
ト

（
林
・
浅
野

）

［
法
輪
妙
經
Ａ
・
テ
キ
ス
ト
８:

五
丁
表
１
～
五
丁
裏
１
］

太
上
玄
一
眞
人
曰
、

「
『
太
上
眞
一
勸
誡
法
輪
妙
經
』、
九
天
有
命
、
皆
四
萬
劫
一
出
。
太
上
虛
皇
、
昔
傳
太
上
大
道
君
、
道
君
傳
太
微
天
帝
君
、
天
帝

（
５
８
）

（
５
９
）

（
６
０
）

（
６
１
）

君
傳
後
聖
金
闕
上
帝
君
、
令
付
仙
卿
・
仙
公
・
仙
王
・
已
成
眞
人
。
不
傳
中
仙
及
五
嶽
諸
仙
人
也
。
自
無
玄
名
帝
圖
録
字
・
三
清
太

（
６
２
）

（
６
３
）

極
玉
文
、
自
非
仙
公
之
質
、
不
得
參
聞
。
此
經
髙
妙
、
太
上
所
重
、
藏
之
六
合
紫
房
之
内
、
仙
童
仙
女
、
恒
寳
祕
侍
眞
。
有

其
篇

（
６
４
）

目
、
慶
延
七
祖
、
死
魂
生
天
、
福
覆
一
宗
、
門
戸
隆
盛
、
世
出
賢
明
。
修
之
致
雲
輿
・
龍
駕
、
白
日
飛
行
。
輕
泄
漏
慢
、
謗
毀
聖
文
、

考
罰
爾
身
、
罪
福
報
對
。
明
愼
之
焉
」。

［
法
輪
妙
經
Ａ
・
テ
キ
ス
ト
８
訓
読
］

太
上
玄
一
眞
人
曰
く
、

「『
太
上
眞
一
勸
誡
法
輪
妙
經
』、
九
天
に
命
有
り
、
皆
な
四
萬
劫
に
一
た
び
出
づ
。
太
上
虛
皇
、
昔
太
上
大
道
君
に
傳
へ
、
道
君
は

太
微
天
帝
君
に
傳
へ
、
天
帝
君
は
後
聖
金
闕
上
帝
君
に
傳
へ
、
仙
卿
・
仙
公
・
仙
王
・
已
成
の
眞
人
に
付
さ
し
む
。
中
仙
及
び
五
嶽

諸
仙
人
に
は
傳
へ
ざ
る
な
り
。
自
ら
玄
名
の
帝
圖
録
字
・
三
清
太
極
玉
文
に
無
く
ん
ば
、
仙
公
の
質
に
非
ざ
る
よ
り
は
、
參
聞
す
る

を
得
ず
。
此
の
經
は
髙
妙
に
し
て
、
太
上
の
重
ん
ず
る
所
、
之
を
六
合
紫
房
の
内
に
藏
し
、
仙
童
仙
女
、
恒
に
寳
と
し
て
祕
し
眞
に

侍
す
。
其
の
篇
目
を

る
こ
と
有
れ
ば
、
慶
は
七
祖
に
延
べ
、
死
魂
は
天
に
生
じ
、
福
は
一
宗
を
覆
ひ
、
門
戸
は
隆
盛
し
、
世
に
賢

み

明
を
出
だ
す
。
之
を
修
む
れ
ば
雲
輿
・
龍
駕
を
致
し
、
白
日
に
飛
行
す
。
輕
泄
し
漏
慢
し
、
聖
文
を
謗
り
毀
た
ば
、
爾
の
身
は
考
罰

そ
し

こ
ぼ
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せ
ら
る
。
罪
福
は
對
に
報
ゆ
。
明
ら
か
に
之
を
愼
し
め
」、
と
。

［
法
輪
妙
經
Ａ
・
テ
キ
ス
ト
８
現
代
語
訳
］

太
上
玄
一
眞
人
は
次
の
よ
う
に
言
っ
た
。

「『
太
上
眞
一
勸
誡
法
輪
妙
經
』
は
、
九
天
（
天
界
）
に
決
ま
り
が
有
り
、
皆
な
四
萬
劫
に
一
度
出
現
す
る
。
太
上
虛
皇
は
、
昔
太
上

大
道
君
に
伝
え
、
道
君
は
太
微
天
帝
君
に
伝
え
、
天
帝
君
は
後
聖
金
闕
上
帝
君
に
伝
え
、
仙
卿
・
仙
公
・
仙
王
・
已
に
眞
人
と
な
っ

た
者
に
伝
え
さ
せ
た
。
中
位
の
仙
人
及
び
五
嶽
諸
仙
人
に
は
伝
え
な
か
っ
た
。
自
然
の
道
理
と
し
て
（
自
分
の
）
玄
名
が
帝
圖
録

字
・
三
清
太
極
玉
文
に
無
け
れ
ば
、
仙
公
の
質
で
は
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、（『
太
上
眞
一
勸
誡
法
輪
妙
經
』
を
）
見
聞
す
る
こ
と
は

で
き
な
い
。
こ
の
経
は
こ
の
上
な
く
尊
い
も
の
で
あ
り
、
太
上
（
大
道
君
）
が
重
ん
じ
て
い
る
も
の
で
あ
る
の
で
、
こ
れ
を
（
天
上

界
の
）
六
合
紫
房
の
内
に
収
蔵
し
、
仙
童
仙
女
が
、
恒
に
宝
と
し
て
秘
蔵
し
て
こ
の
真
経
に
侍
っ
て
い
る
。
そ
の
篇
目
を
見
る
こ
と

が
有
れ
ば
、（
そ
れ
だ
け
で
）
そ
の
慶
（
さ
い
わ
い
）
は
七
代
の
先
祖
に
ま
で
及
び
、（
先
祖
の
）
死
魂
は
天
上
界
に
生
れ
変
わ
り
、
幸

福
は
一
族
の
者
を
覆
い
、
そ
の
家
門
は
隆
盛
と
な
り
、
世
の
中
に
賢
く
明
晰
な
者
を
輩
出
す
る
。
こ
の
経
を
修
め
れ
ば
（
天
上
界
の

乗
り
物
で
あ
る
）
雲
輿
・
龍
駕
が
や
っ
て
来
て
、
白
日
に
空
を
飛
ん
で
昇
天
す
る
。（
こ
の
経
を
）
軽
々
し
く
他
の
人
に
漏
ら
し
た
り

あ
な
ど
っ
た
り
し
、（
経
の
）
神
聖
な
文
を
謗
っ
た
り
損
な
っ
た
り
す
る
と
、
そ
な
た
の
身
は
厳
し
く
罰
せ
ら
れ
る
。（
以
上
述
べ
て

き
た
よ
う
に
）
罪
（
と
な
る
行
い
や
）
福
（
と
な
る
行
い
）
は
そ
れ
に
対
す
る
報
い
を
受
け
る
こ
と
に
な
る
。
は
っ
き
り
と
こ
の
よ

う
な
（
経
を
軽
ん
ず
る
）
こ
と
は
慎
む
よ
う
に
す
る
の
だ
」。
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『
太
上
洞
玄
靈
寳
眞
一
勸
誡
法
輪
妙
經
』
訳
注
ノ
ー
ト

（
林
・
浅
野

）

［
法
輪
妙
經
Ａ
・
テ
キ
ス
ト
８
語
釈
・
注
釈
］

○
『
無
上
秘
要
』（
Ｈ
Ｙ
一
一
三
〇
）
巻
三
二
の
「
傳
經
年
限
品
」
に
、『
洞
玄
法
輪
經
』
と
し
て
「
九
天
有
命
、
皆
四
萬
劫
一
出
」

の
部
分
を
引
く
。
ま
た
同
巻
「
衆
聖
傳
經
品
」
に
同
じ
く
『
洞
玄
法
輪
經
』
と
し
て
「
太
上
玄
一
眞
人
曰
」
か
ら
「
不
傳
中
仙
」
ま

で
を
引
く
。
但
し
、「
衆
聖
傳
經
品
」
の
引
文
は
、「
九
天
有
命
、
皆
四
萬
劫
一
出
」
の
部
分
及
び
「
及
五
嶽
諸
仙
人
也
」
の
部
分
が

無
い
。
ま
た
、『
法
輪
妙
経
』
Ａ
で
は
「
令
付
仙
卿
」
の
「
令
」
字
を
「
命
」
字
に
作
る
。
こ
こ
で
は
、
現
行
テ
キ
ス
ト
の
記
述
に
従

う
。

（

）
九
天
：
『
法
輪
妙
経
』
Ａ
に
は
、
三
丁
裏
か
ら
四
丁
表
（
テ
キ
ス
ト
６
）
に
か
け
て
、「
玄
元
始
三
気
」
の
説
を
含
む
宇
宙
生

58
成
論
が
見
え
る
が
、
こ
こ
で
の
「
九
天
」
は
、
そ
の
よ
う
な
宇
宙
生
成
論
中
の
三
気
・
九
気
と
関
わ
る
天
の
こ
と
で
は
な
く
、

九
層
の
天
、
即
ち
天
上
の
高
い
と
こ
ろ
に
あ
る
天
界
を
指
す
、
と
解
釈
で
き
る
。（
な
お
、
道
教
に
お
け
る
天
界
説
に
つ
い
て

は
、
代
表
的
な
先
行
研
究
と
し
て
、
麥
谷
邦
夫
氏
の
論
文
「
道
教
に
お
け
る
天
界
説
の
諸
相
―
道
教
教
理
体
系
化
の
試
み
と
の

関
連
で
」（
『
東
洋
学
術
研
究
』
二
七
号
、
一
九
八
八
年
が
あ
る
。
同
論
文
は
、
同
氏
の
『
六
朝
隋
唐
道
教
思
想
研
究
』（
二
〇

一
八
年
、
岩
波
書
店
）
に
、
第
二
部
第
一
章
「
道
教
教
理
に
お
け
る
天
界
説
」
と
し
て
収
録
。）

（

）
太
上
虛
皇
：
道
蔵
本
『
法
輪
妙
経
』
で
は
、
経
典
伝
授
の
系
譜
の
最
上
位
に
あ
る
神
格
。
本
来
、
上
清
経
の
神
格
で
あ
り
、

59
例
え
ば
『
上
清
太
上
八
素
眞
經
』（
Ｈ
Ｙ
四
二
六
）
に
「
太
上
虚
皇
道
君
」（
七
丁
裏
）、『
上
清
太
上
帝
君
九
眞
中
經
』（
Ｈ
Ｙ

一
三
六
五
）
巻
上
に
「
虛
皇
」（
八
丁
裏
）
な
ど
と
見
え
る
。
霊
宝
経
典
中
に
多
く
の
上
清
経
の
神
格
が
見
え
る
こ
と
は
、
ロ

ビ
ネ
（Isabelle

Robinett

）
氏
を
始
め
と
す
る
諸
先
学
に
よ
り
、
つ
と
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
古
霊
宝
経
で
は
、
道
蔵
本
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『
法
輪
妙
経
』
の
他
、
例
え
ば
『
太
上
洞
玄
靈
寳
智
慧
本
願
大
戒
上
品
經
』（
Ｈ
Ｙ
三
四
四
）
に
、「
太
上
虛
皇
道
君
」（
一
丁

裏
）、「
太
上
虛
皇
」（
八
丁
表
）、「
高
上
大
道
虛
皇
」（
九
丁
表
）、
ま
た
『
太
上
洞
玄
靈
寳
本
行
宿
縁
經
』（
Ｈ
Ｙ
一
一
〇
六
）

に
「
虛
皇
」（
六
丁
表
）
、「
太
上
玉
晨
大
道
虚
皇
」（
十
三
丁
表
）
と
い
う
神
格
名
が
見
え
る
が
、
い
ず
れ
も
同
じ
「
太
上
虛

皇
」
と
い
う
神
格
を
示
し
て
い
る
。（
道
教
の
神
格
に
見
え
る
、
霊
宝
経
と
上
清
経
の
密
接
な
関
係
に
つ
い
て
は
、
以
下
を
参

照
。Isabelle

Robinett.,Taoism
:Growth

ofa
Religion,translated

by
Phyllis

Brooks.,1997,Stanford
U

niversity

Press,Stanford,California,6.The
Lingbao

schoolpp.158-162
/

（
同
）La

révélation
du

Shangqing
Dans

L

’

H
istoireDu

Taoism
e,publications

École
Francaise

D

’extrêm
e-Orient,vol.CXXVVII,Paris,1984,p.194

）

（

）
太
上
大
道
君
：
「
太
上
虛
皇
」
と
同
じ
く
、
上
清
経
に
見
え
る
神
格
。『
上
清
太
上
帝
君
九
眞
中
經
』（
Ｈ
Ｙ
一
三
六
五
）
巻
下

60
に
「
太
上
大
道
君
」（
二
丁
裏
）、『
太
上
三
天
正
法
經
』（
Ｈ
Ｙ
一
一
九
四
）
に
「
太
上
大
道
君
」（
二
丁
表
）、『
洞
眞
太
上
八

素
眞
經
服
食
日
月
皇
華
訣
』（
Ｈ
Ｙ
一
三
一
二
）
に
「
高
上
玉
晨
太
上
大
道
君
」（
二
丁
裏
）
な
ど
と
見
え
る
。『
法
輪
妙
経
』

Ａ
で
は
、
葛
玄
に
降
っ
た
太
上
玄
一
三
眞
人
に
直
接
、
命
令
を
下
す
立
場
に
あ
る
神
格
と
し
て
考
え
ら
れ
て
い
る
。
他
の
古
霊

宝
経
、
例
え
ば
『
上
清
太
極
隠
注
玉
經
寳
訣
』（
Ｈ
Ｙ
四
二
五
）
や
『
太
上
洞
玄
靈
寳
本
行
宿
縁
經
』（
Ｈ
Ｙ
一
一
〇
六
）
で
は
、

「
太
極
眞
人
徐
來
勒
」
の
上
位
の
神
格
と
し
て
見
え
、『
太
上
洞
玄
靈
寳
眞
文
要
解
上
經
』（
Ｈ
Ｙ
三
三
〇
）
で
は
、「
元
始
天

王
」
の
下
位
の
神
格
と
し
て
登
場
す
る
。
ま
た
、「
元
始
天
尊
」
所
説
の
霊
宝
経
で
は
、
例
え
ば
『
太
上
洞
玄
靈
寳
赤
書
玉
訣

妙
經
』（
Ｈ
Ｙ
三
五
二
）
に
は
、「
元
始
天
尊
」
の
下
位
の
神
格
と
し
て
見
え
る
。『
法
輪
妙
経
』
Ａ
で
散
見
す
る
「
太
上
」
は
、

「
太
極
眞
人
徐
來
勒
」
と
の
関
係
か
ら
、「
太
上
大
道
君
」
を
指
す
と
解
釈
さ
れ
、
同
時
に
こ
の
「
太
上
」
は
、
太
上
玄
一
三



- 58 -

『
太
上
洞
玄
靈
寳
眞
一
勸
誡
法
輪
妙
經
』
訳
注
ノ
ー
ト

（
林
・
浅
野

）

眞
人
と
も
師
弟
関
係
に
あ
る
こ
と
が
同
経
典
に
は
示
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、「
太
上
大
道
君
」
は
、「
太
上
無
極
大
道
君
」
と
も

表
記
さ
れ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
注
釈
（

）
参
照
。

65

（

）
太
微
天
帝
君
：
上
清
経
に
見
え
る
神
格
で
、
太
上
大
道
君
の
下
位
の
神
格
。『
洞
眞
太
上
紫
度
炎
光
神
元
變
經
』（
Ｈ
Ｙ
一
三

61
二
一
）
を
始
め
、
多
く
の
上
清
経
典
に
登
場
す
る
。
ま
た
、『
法
輪
妙
経
』
Ａ
中
の
太
上
虛
皇
→
太
上
大
道
君
→
太
微
天
帝
君

→
後
世
金
闕
上
帝
君
天
と
い
う
、
天
上
界
で
の
『
法
輪
妙
経
』
の
伝
授
で
示
さ
れ
て
い
る
神
々
の
教
法
伝
授
の
系
譜
自
体
が
、

多
く
上
清
経
に
見
え
る
も
の
で
あ
る
。
古
霊
宝
経
の
『
太
上
洞
玄
靈
寳
智
慧
本
願
大
戒
上
品
經
』（
Ｈ
Ｙ
三
四
四
）
八
丁
表
に

も
、『
法
輪
妙
経
』
Ａ
に
見
え
る
よ
う
な
、
上
清
経
の
神
格
を
含
む
経
典
伝
授
の
系
譜
が
見
え
る
。
霊
宝
経
中
に
見
え
る
上
清

経
の
神
々
の
名
が
列
な
る
伝
授
の
系
譜
に
つ
い
て
は
、
神
塚
淑
子
氏
の
（
注
釈
（
１
）
前
掲
書
）『
道
教
経
典
の
形
成
と
仏

教
』
第
一
篇
第
三
章
を
参
照
。

（

）
後
聖
金
闕
上
帝
君
：
上
清
経
に
見
え
る
神
格
で
、
太
微
天
帝
君
の
下
位
に
あ
る
。
上
清
経
で
は
終
末
思
想
に
関
わ
る
重
要
な

62
神
格
で
、
更
に
こ
の
神
格
の
下
位
に
東
海
青
道
君
と
い
う
神
格
が
あ
る
。
現
存
す
る
古
霊
宝
経
で
、『
法
輪
妙
経
』
以
外
に
こ

の
神
格
が
見
え
る
の
は
『
洞
玄
靈
寳
二
十
四
生
圖
經
』（
Ｈ
Ｙ
一
三
九
六
）
で
、
そ
の
三
丁
表
に
「
後
聖
李
君
」
と
し
て
見
え

る
。
ロ
ビ
ネ
氏
に
よ
り
、『
洞
玄
靈
寳
二
十
四
生
圖
經
』
中
に
重
要
な
上
清
経
か
ら
の
神
格
の
借
用
が
見
え
る
こ
と
が
指
摘
さ

れ
て
い
る
。
注
釈
（

）
に
挙
げ
た
同
氏
の
著
書
、La

révélation
du

Shangqing
Dans

L

’H
istoire

Du
Taoism

e

の

59

一
九
四
頁
参
照
。

（

）
不
傳
中
仙
及
五
嶽
諸
仙
人
也
：
経
典
伝
授
の
資
格
の
限
定
に
つ
い
て
の
記
述
が
見
え
る
『
上
清
太
極
隠
注
玉
經
寳
訣
』（
Ｈ
Ｙ

63
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四
二
五
）
や
『
太
上
洞
玄
靈
寳
眞
文
要
解
上
經
』（
Ｈ
Ｙ
三
三
〇
）
で
は
、
中
仙
以
下
、
も
し
く
は
仙
卿
・
仙
公
・
仙
王
で
な

い
者
に
は
伝
授
し
な
い
と
述
べ
る
に
留
ま
る
が
、『
法
輪
妙
経
』
Ａ
で
は
、
地
上
の
五
嶽
に
棲
む
、
所
謂
地
仙
を
指
す
と
考
え

ら
れ
る
「
五
嶽
諸
仙
人
」
も
伝
授
の
対
象
で
は
な
い
こ
と
を
明
記
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
中
仙
や
地
仙
に
は
伝
授
さ
れ
な
い

『
法
輪
妙
経
』
が
葛
玄
に
は
伝
授
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
を
示
し
て
お
り
、
こ
こ
に
楊
羲
の
神
託
で
は
不
死
の
身
、
地
仙
に
過
ぎ

な
い
と
さ
れ
た
葛
玄
の
神
仙
界
で
の
地
位
向
上
が
意
図
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
看
取
さ
れ
る
。
注
釈
（
６
）
を
参
照
。

（

）
六
合
紫
房
：
一
丁
表
に
、
天
上
界
に
お
け
る
『
法
輪
妙
経
』
の
原
本
の
収
蔵
場
所
と
し
て
、「
太
上
六
合
玄
臺
」
が
見
え
、
そ

64
れ
と
同
じ
場
所
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
注
釈
（
４
）
参
照
。

[

法
輪
妙
經
Ａ
・
テ
キ
ス
ト
９
：
五
丁
裏
２
～
９
］

太
上
玄
一
眞
人
告
仙
公
曰
、

「
吾
昔
受
太
上
無
極
大
道
君
『
眞
一
勸
戒
法
輪
妙
經
』、
修
行
奉
師
、
一
日
六
時
、
燒
香
朝
禮
旋
行
。
皆
先
朝
我
師
、
心
存
目
想
、

（
６
５
）

見
師
如
經
。
我
無
有
師
、
經
則
不
見
。
既
得
見
經
、
師
便
在
前
。
抱
饑
忍
渴
、
隨
師
東
西
。
我
受
師
訓
、
切
勵
備
經
。
痛
如
刀
割
、

尅
如
毒
錐
。
俛
仰
伏
事
、
恒
不
敢
虧
、
痛
不
敢
辭
、
毒
不
敢
言
。
如
此
經
歷
四
億
萬
年
、
眞
道
得
成
、
位
登
太
上
玄
一
眞
人
。
今
復

被
師
命
、
爲
子
作
三
度
法
師
。
子
能
如
我
不
。
若
能
如
我
者
、
我
當
爲
子
説
經
」。
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［
法
輪
妙
經
Ａ
・
テ
キ
ス
ト
９
訓
読
］

太
上
玄
一
眞
人
が
仙
公
に
告
げ
て
曰
く
、

「
吾
れ
昔
太
上
無
極
大
道
君
に
『
眞
一
勸
戒
法
輪
妙
經
』
を
受
け
、
修
行
し
師
を
奉
じ
、
一
日
六
時
、
燒
香
し
朝
禮
し
旋
行
す
。
皆

な
先
に
我
が
師
に
朝
し
、
心
に
存
し
目
に
想
ひ
、
師
を
見
る
こ
と
經
の
如
く
す
。
我
に
師
有
る
こ
と
無
け
れ
ば
、
經
則
ち
見
え
ず
。

既
に
經
を
見
る
こ
と
を
得
る
は
、
師
便
ち
前
に
在
れ
ば
な
り
。
饑
を
抱
き
渇
を
忍
び
、
師
に
隨
ひ
て
東
西
す
。
我
師
訓
を
受
け
、
切

勵
し
て
經
を
備
さ
に
す
。
痛
み
は
刀
割
の
如
く
、
尅
す
る
は
毒
錐
の
如
し
。
俛

仰

し
伏
し
て
事
へ
、
恒
に
敢
へ
て
虧
か
ず
、
痛
み

ど
く
ば
り

ふ

ぎ
ょ
う

つ
か

は
敢
へ
て
辭
さ
ず
、
毒
は
敢
へ
て
言
は
ず
。
此
く
の
如
く
四
億
萬
年
を
經
歷
し
、
眞
道
成
る
を
得
、
位
は
太
上
玄
一
眞
人
に
登
る
。

今
復
た
師
命
を
被
り
、
子
が
爲
に
三
度
法
師
と
作
る
。
子
能
く
我
の
如
く
す
る
や
不
や
。
若
し
能
く
我
の
如
く
せ
ば
、
我
當
に
子
が

な

爲
に
經
を
説
く
べ
し
」、
と
。

［
法
輪
妙
經
Ａ
・
テ
キ
ス
ト
９
現
代
語
訳
］

太
上
玄
一
眞
人
は
仙
公
に
告
げ
て
次
の
よ
う
に
言
っ
た
。

「
私
は
昔
太
上
無
極
大
道
君
か
ら
『
眞
一
勸
戒
法
輪
妙
經
』
を
受
け
、
修
行
し
て
師
（
太
上
無
極
大
道
君
／
太
上
大
道
君
）
に
つ
か

え
、
一
日
六
回
、
焼
香
し
師
に
拝
礼
し
ぐ
る
ぐ
る
と
巡
り
歩
く
行
を
し
た
。
皆
な
先
ず
我
が
師
に
拝
礼
す
る
の
に
、（
師
の
姿
を
）
心

に
瞑
想
し
目
に
想
い
浮
か
べ
、
師
に
お
目
に
か
か
る
の
は
経
に
応
対
す
る
か
の
よ
う
に
し
た
。
私
に
師
が
い
な
け
れ
ば
、
経
に
は
出

会
え
な
か
っ
た
。
既
に
経
に
出
会
う
こ
と
が
出
来
た
の
は
、
師
が
つ
ま
り
は
そ
の
前
に
存
在
し
た
か
ら
で
あ
る
。
ひ
も
じ
さ
を
抱
え
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渇
き
に
耐
え
、
師
の
あ
と
に
つ
い
て
あ
ち
こ
ち
に
行
っ
た
。
私
は
師
の
教
え
を
受
け
、
片
時
も
休
ま
ず
励
ん
で
経
を
一
通
り
修
め
た
。

（
そ
の
時
の
）
苦
痛
は
刀
で
切
り
さ
か
れ
る
か
の
よ
う
で
あ
り
、
そ
の
厳
し
さ
は
毒
針
の
よ
う
で
あ
っ
た
。
地
に
伏
し
天
を
仰
い
で

（
師
に
）
従
い
仕
え
、
い
つ
も
強
い
て
（
励
む
こ
と
を
）
欠
か
さ
ず
、
苦
痛
は
敢
え
て
回
避
せ
ず
、
厳
し
さ
に
も
敢
え
て
（
不
平

を
）
言
わ
な
か
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
し
て
四
億
萬
年
を
経
巡
り
、
真
の
道
（
の
悟
り
）
を
成
す
こ
と
が
で
き
、
位
は
太
上
玄
一
眞
人

に
登
っ
た
。
今
復
た
師
の
命
を
受
け
て
、
そ
な
た
の
為
に
三
度
法
師
と
な
っ
た
。
そ
な
た
は
よ
く
私
の
よ
う
に
す
る
こ
と
が
で
き
る

の
か
ど
う
な
の
か
。
も
し
よ
く
私
の
よ
う
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
れ
ば
、
私
は
当
然
そ
な
た
の
為
に
経
を
説
こ
う
」。

［
法
輪
妙
經
Ａ
・
テ
キ
ス
ト
９

語
釈
・
注
釈
］

（

）
太
上
無
極
大
道
君
：
五
丁
表
に
『
眞
一
勸
誡
法
輪
妙
經
』
が
「
太
上
虛
皇
」
よ
り
「
太
上
大
道
君
」
に
伝
授
さ
れ
た
こ
と
が

65
見
え
る
。
そ
の
経
典
を
「
太
上
玄
一
眞
人
」
た
ち
に
伝
授
す
る
「
太
上
無
極
大
道
君
」
は
、
こ
の
「
太
上
大
道
君
」
と
同
じ
神

格
を
指
す
、
と
考
え
ら
れ
る
。
注
釈
（
５
）
参
照
。

［
法
輪
妙
經
Ａ
・
テ
キ
ス
ト

：
六
丁
表
］

10

仙
公
稽
首
禮
謝
、
上
告
太
上
玄
一
眞
人
三
度
法
師
曰
、

「
弟
子
有
幸
得
仰
對
天
顔
、
加
以
師
訓
、
復
教
以
要
言
。
無
量
之
分
、
豈
微
言
所
陳
。
自
顧
、
稟
植
因
縁
、
得
生
法
門
、
少
好
上
道
、

（
６
６
）
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太
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洞
玄
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眞
一
勸
誡
法
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經
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ノ
ー
ト

（
林
・
浅
野

）

仰
希
神
仙
、
長
齋
幽
阜
。
心
想
上
聖
、
不
悟
天
尊
、
窺
盻
幽
谷
、
降
教
眞
道
。
自
惟
闇
昧
、
愧
所
不
勝
。
然
推
前
自
期
、
誓
心

（
６
７
）

（
６
８
）

（
６
９
）

三
光
、
躬
宗
師
訓
、
不
敢
有
虧
、
彌
綸
萬
劫
、
情
無
退
轉
、
尊
奉
法
教
、
唯
師
是
從
。
永
願
哀
愍
、
覺
所
未
悟
、
啓
訓
幽
深
、
説
法

（
７
０
）

（
７
１
）

演
誡
、
以
見
拔
贖
。」
伏
聽
命
㫖
、
誓
奉
之
焉
。

［
法
輪
妙
經
Ａ
・
テ
キ
ス
ト

訓
読
］

10

仙
公
稽
首
し
禮
謝
し
、
太
上
玄
一
眞
人
三
度
法
師
に
上
告
し
て
曰
く
、

「
弟
子
は
幸
有
り
天
顔
に
仰
ぎ
對
す
る
こ
と
を
得
、
加
ふ
る
に
師
訓
を
以
て
し
、
復
た
教
ふ
る
に
要
言
を
以
て
す
。
無
量
の
分
、
豈

に
微
言
し
て
陳
ぶ
る
所
な
ら
ん
や
。
自
ら
顧
み
る
に
、
因
縁
を
植
う
る
を
稟
け
、
法
門
に
生
ま
る
る
を
得
、
少
く
し
て
上
道
を
好
み
、

仰
ぎ
て
神
仙
を
希
み
、
幽
阜
に
長
齋
す
。
心
に
上
聖
を
想
ふ
も
、
天
尊
を
悟
ら
ざ
る
に
、
幽
谷
を
窺
ひ
盻
て
、
降
り
て
眞
道
を
教
ふ
。

み

自
ら
闇
昧
な
る
を
惟
ひ
、
勝
へ
ざ
る
所
を
愧
づ
。
然
し
て
前
を
推
し
自
ら
期
し
、
心
を
三
光
に
誓
ひ
、
躬
し
て
師
訓
を
宗
び
、
敢
へ

お
も

た

て
虧
く
る
こ
と
有
ら
ず
、
綸
を

彌

く
す
る
こ
と
萬
劫
、
情
に
退
轉
無
く
、
法
教
を
尊
奉
し
、
唯
だ
師
に
の
み
是
れ
從
ふ
。

永

に

み
ち

あ
ま
ね

と
こ
し
え

哀
愍
し
、
未
だ
悟
ら
ざ
る
所
を
覺
え
、
訓
へ
を
啓
く
こ
と
幽
深
、
法
を
説
き
誡
を
演
じ
、
以
て
拔

贖

せ
ら
れ
ん
こ
と
を
願
ふ
」、
と
。

あ
い
び
ん

お
し

ひ
ら

ば
っ
し
ょ
く

伏
し
て
命
㫖
を
聽
き
、
之
を
奉
ず
る
を
誓
ふ
な
り
。

［
法
輪
妙
經
Ａ
・
テ
キ
ス
ト

現
代
語
訳
］

10

仙
公
は
額
づ
き
拝
礼
し
て
、
太
上
玄
一
眞
人
三
度
法
師
に
申
し
上
げ
て
次
の
よ
う
に
言
っ
た
。
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「
弟
子(

で
あ
る
私)

は
幸
い
に
も(

尊
い
師
の)

御
尊
顔
を
仰
ぐ
こ
と
が
で
き
、
そ
れ
に
加
え
て
師
の
教
え
が
あ
り
、
ま
た
要
言
を
教

え
て
頂
き
ま
し
た
。
量
り
知
れ
な
い
過
分
の
こ
と
に
、
ど
う
し
て(

私
が)

取
る
に
足
り
な
い
言
葉
で
述
べ
る
こ
と
が
あ
り
ま
し
ょ
う

か
。
自
ら
顧
み
る
と
、(

道
と
の)

因
縁
を
定
着
さ
せ
る
こ
と
を
授
か
り
、
道
の
教
え
の
門
に
生
ま
れ
る
こ
と
が
で
き
、
若
い
こ
ろ
か

ら
す
ぐ
れ
た
道
の
教
え
を(

学
ぶ
こ
と
を)

好
み
、
天
を
仰
い
で
神
仙
と
な
る
こ
と
を
希
み
、
人
里
離
れ
た
場
所
で
長
斎
を
行
い
ま
し

た
。
心
に
上
聖
（
高
位
の
天
真
）
の
こ
と
を
想
っ
て
お
り
ま
し
た
が
、
天
尊
（
太
上
玄
一
三
眞
人
）
の
こ
と
を
知
る
こ
と
も
な
か
っ

た
の
に
、（
私
の
い
る
）
暗
い
谷
間
を
覗
き
見
ら
れ
て
、
降
っ
て
来
ら
れ
て
真
の
道
を
教
え
て
頂
き
ま
し
た
。
自
分
自
身
が
道
理
が
判

ら
ず
愚
か
で
あ
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
愧
じ
る
ば
か
り
で
す
。
け
れ
ど
も
前
世
を
推
し
は
か
り
自
ら
心
に
固
く
決
め
、
そ
の
決
心
を

日
月
星
の
三
光
に
誓
い
、
身
を
低
く
し
て
師
の
教
え
を
大
切
に
し
、
強
い
て
（
修
行
が
）
お
ろ
そ
か
に
な
る
こ
と
が
無
い
よ
う
に
し
、

貴
い
教
え
の
言
葉
を
あ
ま
ね
く
行
き
渡
ら
せ
る
こ
と
を
萬
劫
の
長
き
に
亘
っ
て
行
い
、
後
戻
り
す
る
想
い
は
無
く
、
道
の
教
え
を
尊

奉
し
、
唯
だ
師
に
の
み
従
い
ま
す
。
永
く
（
私
を
）
哀
れ
み
思
い
や
り
を
か
け
、
未
だ
悟
っ
て
い
な
い
所
を
気
付
か
せ
、
奥
深
い
境

地
ま
で
教
え
を
ひ
ら
か
れ
、
道
の
教
え
を
説
き
誡
を
説
明
し
て
頂
き
、
そ
れ
に
よ
っ
て
（
私
が
）
罪
を
脱
し
あ
が
な
わ
れ
る
こ
と
を

願
い
ま
す
。」（
そ
れ
か
ら
、
仙
公
は
）
地
に
伏
し
て
（
天
真
の
）
命
㫖
を
聽
き
、
こ
れ
を
つ
つ
し
ん
で
受
け
る
こ
と
を
誓
っ
た
の
で

お
さ
と
し

あ
る
。

［
法
輪
妙
經
Ａ
・
テ
キ
ス
ト

語
釈
・
注
釈
］

10

（

）
教
以
要
言
：
こ
の
「
要
言
」
は
、「
太
上
玄
一
眞
人
」
が
仙
公
に
伝
授
す
る
『
法
輪
妙
経
』
を
指
す
と
解
釈
さ
れ
る
。

66
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（

）
長
齋
幽
阜
：
「
幽
阜
」
は
、
人
里
離
れ
た
場
所
。
人
の
い
な
い
山
中
な
ど
で
長
期
間
の
斎
を
行
う
こ
と
は
、『
抱
朴
子
・
内

67
篇
』（
Ｈ
Ｙ
一
一
七
七
）
巻
四
「
金
丹
篇
」
に
「
必
入
名
山
之
中
、
齋
戒
百
日
（
必
ず
名
山
の
中
に
入
り
、
齋
戒
す
る
こ
と
百

日
）」
云
々
（
中
華
書
局
『
抱
朴
子
内
篇
校
釈
』、
八
四
～
八
五
頁
）
と
見
え
る
。「
長
齋
」
に
つ
い
て
は
、
注
釈
（

）
を
参

33

照
の
こ
と
。

（

）
心
想
上
聖
、
不
悟
天
尊
：『
法
輪
妙
経
』
Ａ
で
は
、「
太
上
玄
一
眞
人
」
が
降
臨
す
る
以
前
に
葛
玄
に
降
っ
た
の
が
「
太
極
眞

68
人
徐
來
勒
」
で
あ
る
の
で
、
葛
玄
は
こ
の
太
極
眞
人
の
存
在
は
認
識
し
て
い
た
が
、「
太
上
玄
一
眞
人
」
に
つ
い
て
は
、
こ
の

三
眞
人
が
降
臨
す
る
ま
で
そ
の
存
在
を
知
ら
な
か
っ
た
こ
と
を
述
べ
て
い
る
、
と
解
釈
で
き
る
。
経
文
中
、「
天
尊
」
が
「
太

上
玄
一
眞
人
」
へ
の
呼
び
掛
け
に
用
い
ら
れ
て
い
る
呼
称
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
「
天
尊
」
は
「
太
上
玄
一
三
眞
人
」
を
指

す
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
こ
の
「
上
聖
」
は
「
太
極
眞
人
徐
來
勒
」
を
指
す
可
能
性
が
高
い
が
、「
太
極
眞
人
徐
來
勒
」
の

み
を
指
し
て
い
る
と
断
定
で
き
な
い
為
、
現
代
語
訳
で
は
「
上
聖
」（
高
位
の
天
真
）
と
し
た
。「
天
尊
」
が
「
元
始
天
尊
」
の

略
称
で
は
な
く
、
天
真
へ
の
呼
び
掛
け
に
用
い
ら
れ
る
呼
称
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
注
釈
（

）、（

）
を
参
照
。

25

57

（

）
降
教
眞
道
：
こ
の
「
眞
道
」
は
、
三
真
人
が
降
臨
し
て
葛
玄
に
伝
授
し
た
教
法
、
即
ち
『
法
輪
妙
経
』
と
そ
の
教
え
を
指
す
。

69
（

）
推
前
自
期
、
誓
心
三
光
：「
推
前
」
は
、『
法
輪
妙
経
』
Ａ
中
、
真
人
た
ち
が
葛
玄
に
彼
の
前
世
に
つ
い
て
告
げ
て
い
る
こ
と

70
か
ら
、
前
世
の
こ
と
を
推
し
測
る
と
い
う
意
味
に
取
っ
た
。「
自
期
」
に
つ
い
て
は
、『
法
輪
妙
経
』
Ａ
の
末
尾
に
「
誓
奉
之

焉
」
と
あ
り
、
葛
玄
が
受
け
た
教
え
を
奉
じ
る
こ
と
を
誓
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
自
ら
教
え
を
奉
じ
る
こ
と
を
心
に
堅
く
決
め

る
こ
と
、
と
解
釈
し
た
。
ま
た
、
心
を
三
光
に
誓
う
と
は
、
そ
の
よ
う
に
心
に
決
め
た
こ
と
を
守
る
と
、
不
変
の
象
徴
と
も
言
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え
る
天
上
を
照
ら
す
太
陽
や
月
や
星
の
三
つ
の
光
に
対
し
て
誓
う
、
即
ち
永
遠
に
そ
の
よ
う
に
す
る
と
誓
う
こ
と
、
と
解
釈
し

た
。

（

）
彌
綸
：
こ
こ
で
の
「
綸
」
は
「
み
ち
」
と
読
み
、「
み
ち
」
即
ち
「
道
」
を
あ
ま
ね
く
す
る
と
は
、
天
真
の
告
げ
る
道
の
教
え

71
を
広
く
行
き
渡
ら
せ
る
こ
と
、
と
解
釈
し
た
。
こ
の
読
み
方
に
つ
い
て
は
、『
大
漢
和
辞
典
』
の
「
綸
」
の
項
の
解
説
に
、「
み

ち
、
倫
に
通
ず
」
と
あ
り
、『
廣
雅
』「
釈
訓
三
」
に
「
綸
、
道
也
」
と
あ
る
こ
と
を
挙
げ
て
い
る
こ
と
に
依
る
。

『
太
上
洞
玄
靈
寳
眞
一
勸
誡
法
輪
妙
經
』
訳
注

終


